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序
章 
一 
本
研
究
の
課
題
と
問
題
意
識 
 
本
研
究
の
課
題
は
、
戦
前
日
本
の
小
学
校
教
員
養
成
に
果
た
し
た
私
立
学
校
の
役
割
に
注
目
し
、
一
九
〇
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て
岡
山
県
に
設
置
さ
れ
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
実
相
に
迫
る
こ
と
に
あ
る
。 
 
で
は
、
な
ぜ
私
立
学
校
に
よ
る
小
学
校
教
員
養
成
事
業
に
注
目
す
る
の
か
。
そ
れ
は
、
私
立
学
校
が
戦
前
、
戦
後
を
と
お
し
、
小
学
校
教
員
の
養
成
に
力
を
尽
く
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
学
界
の
通
説
は
、
私
立
大
学
に
よ
る
教
員
養
成
は
戦
後
教
育
改
革
の
所
産
で
あ
る
教
員
養
成
の
二
大
原
則
、
す
な
わ
ち
「
開
放
制
の
教
員
養
成
」
の
原
則
と
「
大
学
に
お
け
る
教
員
養
成
」
の
原
則
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
小
学
校
教
員
の
養
成
に
お
い
て
は
、
戦
後
も
師
範
学
校
を
前
身
と
す
る
国
立
大
学
の
教
員
養
成
課
程
が
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
１
。
一
方
、
私
立
大
学
に
よ
る
小
学
校
教
員
の
養
成
は
、
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
に
「
大
学
に
お
け
る
教
員
養
成
分
野
に
お
け
る
定
員
の
抑
制
方
針
」
が
撤
廃
さ
れ
る
ま
で
制
限
さ
れ
て
き
た
２
。
た
だ
し
、
戦
後
初
期
か
ら
小
学
校
教
員
の
養
成
を
行
う
私
立
大
学
も
あ
っ
た
３
。
そ
れ
ら
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
建
学
の
理
念
に
基
づ
き
、
小
学
校
教
員
を
養
成
し
た
４
。 
 
平
和
な
文
化
新
日
本
を
作
る
た
め
に
は
教
育
が
重
大
な
役
割
を
持
つ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
特
に
宗
教
々
育
が
大
切
だ
、
現
在
の
社
会
は
宗
教
的
な
素
養
と
信
仰
を
持
つ
た
文
化
、
教
育
家
を
求
め
て
い
る
、
学
院
（
青
山
学
院
大
学
…
…
引
用
者
）
と
し
て
は
か
う
し
た
時
代
の
要
求
に
こ
た
え
て
、
今
般
文
学
部
に
教
育
科
を
新
設
し
キ
リ
ス
ト
教
的
人
生
観
に
基
づ
き
新
日
本
の
建
設
に
貢
献
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る 
  
ま
た
、
戦
前
に
お
い
て
も
、
師
範
学
校
以
外
に
様
々
な
小
学
校
教
員
の
養
成
機
関
が
存
在
し
た
。
そ
の
う
ち
に
は
、
私
立
学
校
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
に
照
ら
せ
ば
、
小
学
校
教
員
養
成
史
研
究
は
、
私
立
学
校
が
小
学
校
教
員
の
養
成
に
果
た
し
て
き
た
役
割
に
も
目
を
向
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 
 
で
は
、
本
研
究
が
対
象
と
す
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
と
は
、
い
か
な
る
教
員
養
成
機
関
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
そ
の
岡
山
県
に
お
け
る
設
置
状
況
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
ず
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
制
度
的
位
置
づ
け
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
勅
令
第
一
六
号
「
諸
学
校
通
則
」、
さ
ら
に
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
勅
令
第
三
五
九
号
「
私
立
学
校
令
」
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
師
範
学
校
入
学
試
験
受
験
や
小
学
校
教
員
検
定
受
検
の
予
備
教
育
を
目
的
と
す
る
私
立
各
種
学
校
で
あ
っ
た
５
。
そ
の
た
め
、
師
範
学
校
と
制
度
上
矛
盾
す
る
こ
と
な
- 2 - 
 
く
、
小
学
校
教
員
を
養
成
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
師
範
学
校
卒
業
生
が
無
検
定
で
免
許
状
を
取
得
で
き
た
の
に
対
し
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
卒
業
生
は
小
学
校
教
員
検
定
に
合
格
し
な
け
れ
ば
免
許
状
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
両
者
は
明
確
に
区
別
さ
れ
た
。 
 
つ
ぎ
に
、
岡
山
県
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
状
況
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
表
序-
一
は
、私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
状
況
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
の
岡
山
県
に
お
い
て
、
二
六
校
の
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
都
道
府
県
教
育
史
を
通
覧
し
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
の
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
を
設
置
し
た
道
府
県
は
み
あ
た
ら
な
い
。
た
と
え
ば
岡
山
県
と
尋
常
小
学
校
の
学
級
数
が
同
程
度
、
す
な
わ
ち
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
の
需
要
が
同
程
度
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
埼
玉
県
、京
都
府
、
三
重
県
、
愛
媛
県
の
都
道
府
県
教
育
史
の
う
ち
に
は
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
設
置
さ
れ
た
事
実
を
述
べ
る
も
の
も
あ
る
６
。
し
か
し
、
そ
の
数
は
、
岡
山
県
に
お
よ
ば
な
い
。
こ
れ
は
、
同
県
が
私
設
小
学
1 金川中学教員養成所 1902.4→1919.3 14 斉家女学校教員養成所 1907.4→1907.8まで存続確認
2 興譲館中学教員養成所 1902.4→1908.3 15 佐藤和洋裁縫女学校教員養成所 1913.3→1932.3
3 春霞（女）学校教員養成所 1902.4→1908.4まで存続確認 16 天城中学教員養成所 1913.4→不明
4 岡山女学校教員養成所 1903.4→1905.3 17 養浩教員養成所 1913.4→1918.6まで存続確認
5 豊野裁縫教員養成所 1903.5頃→不明 18 岡山女子教員養成所 1914.4→1919.3まで存続確認
6 関西中学教員養成所 1904.4→1912.3 19 津山高等裁縫学校教員養成所 1915.4→1927.3
7 岡山実科女学校教員養成所 1904.5→1920.3 20 平川准教員養成所 1915.4→1916.3
8 有漢教員養成所 1904.7→1928.3 21 巨瀬農業専修学校農業教員養成所 1923.4→1925.2まで存続確認
9 岡山教員養成所 1904.10→1918.4 22 岡山裁縫教員養成所 1924.4→1932.3
10 順正女学校教員養成所 1905.3頃→1910.1まで存続確認 23 生石教員養成所 1924.4→1932.3
11 岡山女子職業学校教員養成所 1905.4→1907.3 24 高梁教員養成所 1924.4→1932.3
12 作西教員養成所 1905.5→1909.3 25 難波裁縫女学校教員養成所 1926.4→不明
13 八濱准教員養成所 1905.6頃→不明 26 中学岡山黌教員養成所 1929.4→1930.4まで存続確認
[註](1)　『山陽新報』各号、『岡山県統計書（岡山県統計年報）』各年度、『岡山市統計年報』各年度、『岡山県学事関係職員録』各年度、岡山県教
　　　 育史刊行会編『岡山県教史』下巻、岡山市編集委員会編『岡山市史（宗教・教育編）』岡山市役所、八〇周年記念誌編集委員会編『臥龍』岡山
       県立金川高等学校創立八〇周年記念事業推進期成会、1958年、36―38頁、岡山県立金川高等学校創立一二〇周年記念事業実行委員会編『岡山県
　　　 立金川高等学校創立一二〇周年記念誌』、2004年、296―302頁、山下敏鎌編『興譲館一二〇年史』、1973年、641頁、関西学園編『関西学園一
       〇〇年史』、1987年、109―111頁、就実学園創立一〇〇周年記念事業実行委員会編『就実学園一〇〇年史』、2005年、503―509頁、蛭田禎男
       『有漢教員養成所』有漢町教育委員会、1985年、88―91頁、ベル学園高等学校編『創立一二〇年のあゆみ　2004』、2004年、210―211頁、清心
       学園一〇〇年史編纂委員会編『清心学園一〇〇年史』清心学園一〇〇年記念事業委員会、1985年、291頁、599―600頁、創設七五周年記念史編
       集委員会編『美作学園七五年史』美作学園、 1991年、601―602頁、備中町史編集委員会編『備中町史』本編、備中町史刊行委員会、1972年、
　　　 874頁、杉慎吾『春秋の賦――翠松教育一〇〇年の軌跡（倉敷翠松高等学校創立一〇〇周年記念誌）――』倉敷翠松高等学校、1983年、535―
       536頁、高梁市史（増補版）編纂委員会編『増補版　高梁市史』下巻、高梁市、2004年、271頁より作成。       
■■(2)  興譲館中学教員養成所は、1905（明治38）年4月から1907（明治40）年3月まで休止した。
    (3)　津山高等裁縫学校教員養成所は、1926（大正15・昭和元）年の郡制廃止に伴い、設置者が苫田郡教育会から苫津教育会に変わり、公設小学
       校教員養成所から私設小学校教員養成所となった。　　　 
表序-1　私設小学校教員養成所の設置状況
（設置順）
私設小学校教員養成所名称 開閉設年月 私設小学校教員養成所名称 開閉設年月
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校
教
員
養
成
所
隆
盛
の
地
で
あ
り
、
そ
の
小
学
校
教
員
養
成
に
果
た
し
た
役
割
を
み
る
う
え
で
好
個
の
事
例
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 
 
二 
先
行
研
究
の
整
理 
（
一
）
小
学
校
教
員
養
成
史
研
究
上
に
お
け
る
本
研
究
の
位
置
づ
け 
 
本
研
究
の
課
題
と
問
題
意
識
を
ふ
ま
え
、
先
行
研
究
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
小
学
校
教
員
養
成
史
研
究
上
に
お
け
る
本
研
究
の
位
置
づ
け
を
み
て
い
こ
う
。 
 
戦
前
日
本
の
小
学
校
教
員
の
多
く
が
師
範
学
校
以
外
か
ら
供
給
さ
れ
た
事
実
に
照
ら
し
、
す
で
に
一
九
六
〇
年
代
か
ら
、
小
学
校
教
員
養
成
史
＝
師
範
学
校
史
と
い
う
研
究
上
の
枠
組
み
か
ら
脱
却
す
る
必
要
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
横
須
賀
薫
は
、「
教
員
養
成
制
度
の
歴
史
的
検
討
」（『
国
民
教
育
研
究
所
年
報
』
一
九
六
五
年
度
、
一
九
六
六
年
）
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
７
。 
 
 
従
来
、
日
本
の
教
師
の
歴
史
的
研
究
に
お
い
て
は
、
師
範
学
校
出
身
の
教
師
を
中
心
に
お
い
て
考
察
さ
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
日
本
教
育
史
の
一
般
通
史
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
日
本
教
員
史
の
特
殊
研
究
に
お
い
て
も
そ
の
傾
向
は
否
定
で
き
な
い
。
…
…
も
ち
ろ
ん
日
本
教
員
史
の
研
究
に
お
い
て
、
師
範
学
校
お
よ
び
師
範
出
身
教
員
に
つ
い
て
の
考
察
が
大
き
な
比
重
を
占
め
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
に
は
日
本
の
近
代
公
教
育
の
な
か
で
は
、
小
学
校
教
員
の
養
成
が
師
範
学
校
に
お
い
て
意
図
的
、
計
画
的
（
と
考
え
ら
れ
た
）
に
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
が
反
映
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
も
う
一
つ
の
歴
史
的
事
実
と
し
て
、
公
権
力
の
意
図
、
構
想
と
は
別
に
日
本
の
教
師
の
き
わ
め
て
多
く
が
師
範
学
校
以
外
の
と
こ
ろ
か
ら
も
供
給
さ
れ
て
き
た
と
い
う
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
。 
  
こ
う
し
た
問
題
意
識
は
継
承
さ
れ
８
、
一
九
九
〇
年
代
９
に
入
る
と
、
師
範
学
校
以
外
の
小
学
校
教
員
養
成
ル
ー
ト
の
解
明
を
め
ざ
す
論
稿
が
活
発
に
発
表
さ
れ
は
じ
め
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
梶
山
雅
史
「
京
都
府
教
育
会
の
教
員
養
成
事
業
」（
本
山
幸
彦
編
『
京
都
府
会
と
教
育
政
策
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
〇
年
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
方
教
育
会
史
研
究
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
た
、
船
寄
俊
雄
が
「
教
員
養
成
史
研
究
の
課
題
と
展
望
」（
日
本
教
育
史
研
究
会
編
『
日
本
教
育
史
研
究
』
一
三
、
一
九
九
四
年
）
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
小
学
校
教
員
検
定
制
度
解
明
の
必
要
を
説
い
た
１
０
こ
と
も
、
き
っ
か
け
の
一
つ
で
あ
っ
た
。 
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小
学
校
教
員
養
成
史
は
師
範
学
校
史
と
同
一
で
は
な
く
、
検
定
試
験
制
度
史
を
合
わ
せ
て
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
そ
の
研
究
は
完
結
し
な
い
。…
…
小
学
校
教
員
養
成
史
研
究
を
完
結
さ
せ
る
た
め
に
は
、
必
ず
取
り
組
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。 
  
こ
の
よ
う
に
一
九
九
〇
年
代
は
、
小
学
校
教
員
養
成
史
研
究
上
の
画
期
と
な
っ
た
。 
 
そ
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
１
１
に
入
る
と
、
小
学
校
教
員
養
成
史
研
究
は
さ
ら
に
進
展
し
た
。
研
究
書
に
か
ぎ
っ
て
も
、
野
村
新
、
佐
藤
尚
子
、
神
崎
英
紀
編
『
教
員
養
成
史
の
二
重
構
造
的
特
質
に
関
す
る
実
証
的
研
究
―
―
戦
前
日
本
に
お
け
る
地
方
実
践
例
の
解
明
―
―
』（
渓
水
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
井
上
惠
美
子
編
『
戦
前
日
本
の
初
等
教
員
に
求
め
ら
れ
た
教
職
教
養
と
教
科
専
門
教
養
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
―
―
教
員
試
験
検
定
の
主
要
科
目
と
そ
の
受
験
者
た
ち
の
様
態
の
分
析
―
―
』（
課
題
番
号
一
四
三
一
〇
一
三
七
、
平
成
一
四
年
〜
平
成
一
七
年
科
学
研
究
費
補
助
金（
基
礎
研
究（
Ｂ
））研
究
成
果
報
告
書
、二
〇
〇
五
年
）、
梶
山
雅
史
編
『
近
代
日
本
教
育
会
史
研
究
』（
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）、『
続
・
近
代
日
本
教
育
会
史
研
究
』（
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
が
あ
ら
わ
さ
れ
た
。 
 
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
代
１
２
に
入
っ
て
も
、
右
の
研
究
書
が
所
収
す
る
論
稿
の
著
者
を
中
心
と
し
て
、
研
究
の
蓄
積
が
進
ん
で
い
る
。
な
か
で
も
、
釜
田
史
『
秋
田
県
小
学
校
教
員
養
成
史
研
究
序
説
―
―
小
学
校
教
員
検
定
試
験
制
度
を
中
心
に
―
―
』（
学
文
社
、
二
〇
一
二
年
）
を
、
そ
の
代
表
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
釜
田
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
横
須
賀
が
提
起
し
た
課
題
が
未
解
明
で
あ
る
と
指
摘
し
、
秋
田
県
に
お
け
る
小
学
校
教
員
検
定
制
度
の
解
明
を
試
み
て
い
る
１
３
。 
 
依
然
と
し
て
師
範
学
校
を
中
核
に
据
え
た
教
員
養
成
史
研
究
に
重
点
が
置
か
れ
、
小
学
校
教
員
検
定
試
験
に
関
す
る
研
究
は
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
指
摘
さ
れ
つ
つ
も
、
等
閑
視
さ
れ
続
け
ら
れ
た
ま
ま
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
前
の
小
学
校
教
育
を
支
え
た
多
く
の
教
員
た
ち
が
一
体
ど
の
よ
う
に
供
給
さ
れ
た
の
か
と
い
う
知
見
を
教
育
学
界
は
依
然
と
し
て
供
給
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
、「
師
範
学
校
史
＝
小
学
校
教
員
養
成
史
」
で
あ
る
と
す
る
研
究
的
な
枠
組
み
か
ら
の
脱
却
が
本
研
究
の
課
題
で
あ
る
。 
  
本
研
究
も
、
こ
う
し
た
小
学
校
教
員
養
成
史
＝
師
範
学
校
史
と
い
う
研
究
上
の
枠
組
み
か
ら
の
脱
却
を
め
ざ
す
小
学
校
教
員
養
成
史
研
究
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
戦
前
日
本
の
小
学
校
教
員
養
成
に
果
た
し
た
私
立
学
校
の
役
割
に
注
目
し
、
岡
山
県
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
実
相
に
迫
る
こ
と
に
よ
り
、
師
範
学
校
以
外
の
小
学
校
教
員
養
成
ル
ー
ト
の
解
明
に
新
た
な
知
見
を
加
え
よ
う
と
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し
て
い
る
。 
 
（
二
）
私
立
学
校
に
よ
る
小
学
校
教
員
養
成
事
業
に
関
す
る
先
行
研
究
の
整
理 
 
つ
ぎ
に
、
私
立
学
校
に
よ
る
小
学
校
教
員
養
成
事
業
に
関
す
る
先
行
研
究
を
み
て
い
こ
う
。 
 
都
道
府
県
教
育
史
は
、私
立
学
校
に
よ
る
小
学
校
教
員
養
成
事
業
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
言
及
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
事
業
を
義
務
教
育
終
了
後
の
進
学
率
が
高
ま
り
、
多
様
な
学
力
程
度
や
学
習
要
求
を
も
っ
た
入
学
者
が
増
加
す
る
に
つ
れ
、
中
等
程
度
の
私
立
学
校
に
備
わ
っ
た
一
機
能
と
位
置
づ
け
て
い
る 
１
４
。
し
か
し
、
都
道
府
県
教
育
史
と
い
う
性
格
上
、
個
別
の
事
業
に
つ
い
て
は
紹
介
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。 
 
ま
た
、
特
定
の
道
府
県
を
対
象
と
し
た
事
例
研
究
が
あ
る
。
前
述
し
た
『
教
員
養
成
史
の
二
重
構
造
的
特
質
に
関
す
る
実
証
的
研
究
―
―
戦
前
日
本
に
お
け
る
地
方
実
践
例
の
解
明
―
―
』
で
あ
る
。
同
書
は
、
大
分
県
を
事
例
と
し
て
、
私
立
学
校
に
よ
る
小
学
校
教
員
養
成
事
業
に
関
す
る
論
稿
を
所
収
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
野
村
新
１
５
や
沢
井
正
美
１
６
は
、
一
事
業
の
誕
生
か
ら
終
焉
ま
で
を
た
ど
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
論
稿
は
、
他
に
例
が
な
い
こ
と
か
ら
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
、
福
留
美
奈
子
１
７
は
、
私
立
学
校
に
よ
る
小
学
校
教
員
養
成
事
業
を
裁
縫
教
育
史
の
う
ち
に
お
い
て
論
じ
、
新
た
な
研
究
視
点
を
提
起
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
書
以
外
に
、
こ
う
し
た
事
例
研
究
は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
る
。 
 
と
こ
ろ
が
、
近
年
、
小
学
校
教
員
検
定
制
度
、
と
り
わ
け
無
試
験
検
定
制
度
と
の
関
連
に
お
い
て
、
私
立
学
校
に
よ
る
小
学
校
教
員
養
成
事
業
に
言
及
す
る
論
稿
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
研
究
代
表
者
丸
山
剛
史
『
戦
前
日
本
の
初
等
教
員
養
成
に
お
け
る
初
等
教
員
検
定
の
意
義
と
役
割
に
関
す
る
通
史
的
事
例
研
究
』、
課
題
番
号
二
三
五
三
〇
九
八
四
、平
成
二
三
年
度
〜
平
成
二
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金（
基
盤
研
究
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
一
四
年
）
が
所
収
す
る
論
稿
の
著
者
た
ち
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
さ
き
に
も
取
り
上
げ
た
釜
田
は
、
秋
田
県
を
事
例
と
し
て
、
無
試
験
検
定
制
度
が
「
師
範
学
校
と
は
ほ
と
ん
ど
関
係
性
が
な
い
教
育
機
関
に
お
け
る
小
学
校
教
員
養
成
を
可
能
に
し
」
１
８
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
仮
説
を
唱
え
て
い
る
１
９
。 
 
中
等
教
員
に
お
け
る
無
試
験
検
定
…
…
に
お
い
て
指
定
学
校
お
よ
び
許
可
学
校
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
小
学
校
教
員
の
無
試
験
検
定
に
お
い
て
も
類
似
の
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
、
私
立
学
校
な
い
し
各
種
学
校
の
修
了
者
を
対
象
と
し
た
小
学
校
教
員
養
成
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か 
  
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
学
校
を
「
小
学
校
教
員
無
試
験
検
定
認
定
校
」
と
仮
称
し
て
い
る
。
ま
た
、
井
上
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惠
美
子
２
０
は
愛
知
県
、
丸
山
剛
史
２
１
は
静
岡
県
、
笠
間
賢
二
２
２
は
宮
城
県
を
事
例
と
し
て
、
同
様
の
問
題
意
識
に
よ
る
論
稿
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
こ
れ
ま
で
都
道
府
県
教
育
史
と
ご
く
か
ぎ
ら
れ
た
事
例
研
究
が
言
及
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
私
立
学
校
に
よ
る
小
学
校
教
員
養
成
事
業
に
ひ
か
り
を
あ
て
た
意
味
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
右
の
釜
田
の
言
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
多
分
に
仮
説
の
域
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
問
題
意
識
は
、
無
試
験
検
定
制
度
を
「
テ
コ
」
と
し
て
、
師
範
学
校
以
外
の
卒
業
生
が
い
か
に
し
て
教
員
社
会
に
吸
収
さ
れ
た
の
か
と
い
う
「
仕
組
み
」
の
解
明
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
「
小
学
校
教
員
無
試
験
検
定
認
定
校
」
に
お
い
て
、
い
か
な
る
小
学
校
教
員
の
養
成
が
行
わ
れ
た
の
か
。
す
な
わ
ち
「
認
定
校
」
に
お
け
る
養
成
の
質
が
い
か
に
し
て
担
保
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
解
明
の
余
地
が
大
き
く
残
さ
れ
て
い
る
。 
 
つ
ま
り
、
私
立
学
校
に
よ
る
小
学
校
教
員
養
成
事
業
に
関
す
る
研
究
は
、
近
年
、
小
学
校
教
員
検
定
制
度
と
の
関
連
に
お
い
て
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
も
の
の
、
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
な
の
で
あ
る
。 
 
（
三
）
岡
山
県
に
お
け
る
小
学
校
教
員
養
成
所
に
関
す
る
先
行
研
究
の
整
理 
 
最
後
に
、
岡
山
県
に
お
け
る
小
学
校
教
員
養
成
所
に
関
す
る
先
行
研
究
を
み
て
い
こ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
教
育
史
刊
行
会
編
『
岡
山
県
教
育
史
』
下
巻
（
一
九
六
一
年
）
や
蛭
田
禎
男
『
有
漢
教
員
養
成
所
』（
有
漢
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
五
年
）
と
い
っ
た
記
録
誌
以
外
、
牧
昌
見
２
３
や
山
田
昇
２
４
な
ど
が
断
片
的
に
言
及
す
る
に
す
ぎ
な
い
。 
 
そ
の
う
ち
牧
は
、
岡
山
県
に
お
け
る
小
学
校
教
員
養
成
所
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
２
５
。 
 
 
中
学
校
等
の
卒
業
生
は
、
高
等
女
学
校
で
「
教
育
」
を
履
修
し
た
者
を
除
け
ば
、「
教
授
訓
練
ニ
関
ス
ル
知
識
技
能
」
を
欠
く
場
合
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
地
方
に
よ
っ
て
は
「
短
期
ノ
講
習
科
」
を
設
け
て
、
こ
れ
に
対
処
し
た
が
、
そ
の
期
間
、
学
科
目
、
教
授
時
数
等
に
お
い
て
も
と
よ
り
「
正
教
員
養
成
ノ
機
関
ト
シ
テ
ハ
頗
ル
不
完
全
」
で
あ
っ
た
。
第
二
部
制
度
は
、
こ
れ
ら
の
事
態
に
対
処
し
て
、「
正
教
員
養
成
ノ
途
」
を
開
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
正
教
員
の
不
足
を
補
完
す
る
措
置
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
短
期
の
講
習
科
の
事
例
と
し
て
岡
山
県
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
岡
山
県
で
は
、
明
治
三
十
七
年
二
月
十
七
日
、
小
学
校
教
員
養
成
所
を
設
置
す
べ
く
、
文
部
省
に
対
し
、「
小
学
校
教
員
養
成
所
設
置
認
可
施
行
方
」
を
申
請
し
た
。 
  
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
牧
が
小
学
校
教
員
養
成
所
を
師
範
学
校
本
科
第
二
部
創
設
の
契
機
と
な
っ
た
地
方
に
お
け
る
「
短
期
ノ
講
習
科
」
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
山
田
は
、
小
学
校
教
員
養
成
所
を
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一
九
〇
〇
年
代
初
頭
、
地
方
に
お
け
る
師
範
学
校
本
科
第
二
部
創
設
の
機
運
の
高
ま
り
を
示
す
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
牧
が
「
実
存
の
ほ
ど
は
い
ま
だ
確
認
し
て
い
な
い
」２
６
と
述
べ
る
な
ど
、
い
ず
れ
も
、
そ
の
実
相
に
ま
で
は
立
ち
入
っ
て
い
な
い
。 
 
つ
ま
り
、
岡
山
県
に
お
け
る
小
学
校
教
員
養
成
所
、
な
か
で
も
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
戦
前
日
本
の
私
立
学
校
に
よ
る
小
学
校
教
員
養
成
事
業
を
解
明
す
る
う
え
で
好
個
の
事
例
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
実
相
は
不
明
の
ま
ま
な
の
で
あ
る
。 
 
三 
本
研
究
の
構
成
と
概
要 
 
先
行
研
究
の
整
理
を
ふ
ま
え
、
本
研
究
の
構
成
と
概
要
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
本
研
究
は
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
実
相
を
図
序-
一
に
み
ら
れ
る
設
置
数
の
推
移
に
応
じ
、
五
つ
の
時
期
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
各
章
に
お
い
て
論
じ
た
。 
 
第
一
章
は
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
創
設
さ
れ
、
増
加
し
た
主
に
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
度
か
ら
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
度
ま
で
を
対
象
と
し
た
。
そ
し
て
、
四
年
制
義
務
教
育
制
度
成
立
時
、
郡
市
立
准
教
員
養
成
所
、
す
な
わ
ち
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
に
準
ず
る
と
は
い
え
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
が
は
じ
め
て
認
め
ら
れ
た
経
緯
、
そ
し
て
県
下
尋
常
小
学
校
准
教
員
の
養
成
に
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
そ
の
実
相
に
迫
っ
た
。 
 
第
二
章
は
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
増
加
後
、
高
ど
ま
り
し
た
主
に
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
度
か
ら
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
度
ま
で
を
対
象
と
し
た
。
そ
し
て
、
日
露
戦
争
に
伴
う
緊
縮
財
政
の
影
響
に
よ
り
師
範
学
校
が
規
模
を
縮
小
す
る
な
か
、
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
に
準
ず
る
存
在
で
あ
っ
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
正
式
に
設
置
を
認
め
ら
れ
た
経
緯
、
な
ら
び
に
師
範
学
校
講
習
科
の
休
止
を
補
完
し
た
そ
の
実
相
に
迫
っ
た
。 
 
第
三
章
は
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
減
少
し
た
主
に
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
度
か
ら
一
九
一
二
（
明
治
四
五
、
大
正
元
）
年
度
ま
で
を
対
象
と
し
た
。
そ
し
て
、「
師
範
学
校
規
程
」
の
制
定
に
伴
い
師
範
学
校
制
度
が
整
備
さ
れ
る
一
方
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
淘
汰
さ
れ
、
そ
の
役
割
が
低
下
す
る
な
か
で
も
、
女
子
師
範
学
校
裁
縫
講
習
科
の
欠
を
補
完
し
た
そ
の
実
相
に
迫
っ
た
。 
 
第
四
章
は
、
主
に
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
度
か
ら
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
度
ま
で
を
対
象
と
し
た
。
こ
う
し
た
大
正
期
に
お
い
て
は
、
第
一
次
大
戦
に
前
後
し
て
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
増
減
し
た
。
そ
の
た
め
、
第
一
次
大
戦
を
境
と
し
て
、
当
該
期
を
大
正
前
期
と
大
正
後
期
に
分
け
た
。
大
正
前
期
（
主
に
一
九
一
三
年
度
か
ら
一
九
一
九
年
度
）
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
三
大
臣
訓
令
２
７
に
伴
う
緊
縮
財
政
が
余
儀
な
く
さ
れ
、
師
範
学
校
が
規
模
を
縮
小
す
る
な
か
、
予
備
科
の
休
止
を
補
完
す
る
た
め
に
増
加
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し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
実
相
に
迫
っ
た
。
一
方
、
大
正
後
期
（
主
に
一
九
二
〇
年
度
か
ら
一
九
二
二
年
度
）
に
お
い
て
は
、「
大
戦
景
気
」
２
８
に
伴
う
「
小
学
校
教
員
離
れ
」
の
様
相
が
顕
著
に
な
り
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
撤
退
す
る
な
か
で
も
、
中
等
教
員
試
験
検
定
受
検
資
格
認
定
学
校
２
９
と
し
て
存
続
の
危
機
を
回
避
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
実
相
に
迫
っ
た
。 
 
第
五
章
は
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
再
び
増
加
に
転
じ
、
し
か
し
正
教
員
の
充
足
に
伴
い
終
焉
を
迎
え
た
主
に
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
度
か
ら
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
度
ま
で
を
対
象
と
し
た
。
そ
し
て
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
お
い
て
、
第
一
次
大
戦
終
結
後
の
「
大
戦
景
気
」
に
伴
う
「
小
学
校
[註]　表序-1「私設小学校教員養成所の設置状況」より作成。
図序-1　私設小学校教員養成所設置数の推移
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教
員
離
れ
」
が
終
息
し
、
正
教
員
の
充
足
が
進
む
な
か
、
師
範
学
校
講
習
科
の
休
廃
止
を
補
完
し
、
教
員
充
足
率
の
地
域
間
格
差
の
解
決
を
め
ざ
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
実
相
に
迫
っ
た
。
ま
た
、
併
せ
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
終
焉
を
迎
え
る
ま
で
の
経
緯
を
た
ど
っ
た
。 
 
以
上
を
ふ
ま
え
、
終
章
は
、
本
研
究
を
各
章
ご
と
に
要
約
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
課
題
を
展
望
し
た
。 
 
註
 
１ 
山
崎
博
敏
「
二
一
世
紀
初
頭
に
お
け
る
学
校
教
員
の
供
給
構
造
の
変
化
―
―
国
立
と
私
立
の
需
要
変
化
へ
の
対
応
―
―
」（『
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』
三
（
六
二
）、
二
〇
一
三
年
）
一
四
頁
。 
２ 
右
の
山
崎
は
、「
公
私
立
大
学
で
の
小
学
校
教
員
養
成
の
課
程
認
定
は
制
限
的
で
あ
り
、
一
九
六
五
年
現
在
、
認
定
校
数
は
公
立
大
学
で
は
わ
ず
か
一
校
、
私
立
大
学
で
は
わ
ず
か
八
校
で
あ
っ
た
（
同
前
、
一
五
頁
）」
と
述
べ
て
い
る
。 
３ 
立
教
大
学
が
課
程
認
定
を
申
請
す
る
ま
で
の
経
緯
や
、
そ
の
後
の
小
学
校
教
員
の
養
成
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
て
い
る
下
地
秀
樹
「
本
学
教
職
課
程
事
始
め
―
―
歴
史
的
現
在
の
教
育
原
論
・
序
説
（
一
）」（
立
教
大
学
教
職
課
程
研
究
室
編
『
教
職
研
究
』
二
五
（
臨
時
増
刊
）、
二
〇
一
四
年
）
は
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
に
課
程
認
定
制
度
が
導
入
さ
れ
、
翌
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
度
に
私
立
大
学
と
し
て
は
じ
め
て
小
学
校
教
員
の
養
成
課
程
を
備
え
た
の
は
、
立
教
大
学
文
学
部
教
育
学
科
、
青
山
学
院
大
学
文
学
部
教
育
学
科
、
清
心
女
子
大
学
文
学
部
教
育
学
科
、
玉
川
大
学
文
学
部
教
育
学
科
、
日
本
女
子
大
学
家
政
学
部
児
童
学
科
お
よ
び
文
学
部
教
育
学
科
の
五
大
学
六
学
科
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
一
八
頁
）。 
４ 
『
青
山
学
院
新
聞
』
三
〇
、
一
九
五
〇
年
一
月
一
五
日
（
青
山
学
院
大
学
五
〇
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
青
山
学
院
大
学
五
〇
年
史
』
資
料
編
、
青
山
学
院
大
学
、
二
〇
〇
三
年
）
一
五
〇
頁
所
収
。 
５ 
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
制
度
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
加
島
大
輔
の
一
連
の
論
稿
を
参
照
。 
・「
明
治
期
の
府
県
に
お
け
る
小
学
校
教
員
養
成
と
教
員
養
成
所
」（
日
本
教
師
教
育
学
会
第
一
五
回
研
究
大
会
配
付
資
料
、
二
〇
〇
五
年
）。 
・「
明
治
後
期
に
お
け
る
小
学
校
教
員
養
成
と
教
員
養
成
所
」（
教
育
史
学
会
第
五
〇
回
大
会
配
付
資
料
、
二
〇
〇
六
年
）。 
・「
近
代
日
本
に
お
け
る
公
私
立
各
種
学
校
に
よ
る
小
学
校
教
員
養
成
」（
日
本
教
師
教
育
学
会
第
二
三
回
研
究
大
会
配
付
資
料
、
二
〇
一
三
年
）。 
・「
明
治
三
〇
年
代
に
お
け
る
小
学
校
教
員
養
成
制
度
構
想
―
―
師
範
教
育
令
改
正
作
業
と
教
員
養
成
制
度
の
原
則
を
め
ぐ
る
動
向
―
―
」(
『
愛
知
大
学
教
職
課
程
研
究
年
報
』
創
刊
号
、
二
〇
一
一
年)
。 
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・「
明
治
後
期
に
お
け
る
小
学
校
教
員
養
成
所
を
め
ぐ
る
法
令
構
想
と
運
用
実
態
」（『
愛
知
大
学
文
学
論
叢
』
一
五
二
、
二
〇
一
五
年
）。 
 
ま
た
、
土
方
苑
子
編
『
各
種
学
校
の
歴
史
的
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）
も
参
照
し
た
。 
６ 
本
文
中
に
あ
げ
た
四
府
県
の
う
ち
、
三
重
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
編
『
三
重
県
教
育
史
』
一
（
三
重
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
〇
年
）、『
三
重
県
教
育
史
』
二
（
三
重
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
一
年
）
は
、
三
重
県
に
お
い
て
三
重
女
学
校
、
鐸
鳴
女
学
校
、
励
精
館
と
い
う
私
立
学
校
が
、
愛
媛
県
教
育
セ
ン
タ
ー
内
教
育
史
編
纂
室
編
『
愛
媛
県
教
育
史
』
一
（
愛
媛
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
一
年
）、『
愛
媛
県
教
育
史
』
二
（
愛
媛
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
一
年
）
は
、
愛
媛
県
に
お
い
て
私
立
伊
予
教
員
養
成
所
の
ほ
か
、
松
山
技
芸
女
学
校
、
愛
媛
国
学
館
と
い
う
私
立
学
校
が
小
学
校
教
員
の
養
成
を
行
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
他
の
京
都
府
、
埼
玉
県
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
小
学
校
教
員
養
成
機
関
の
存
在
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。 
７ 
横
須
賀
薫
「
教
員
養
成
制
度
の
歴
史
的
検
討
」（『
国
民
教
育
研
究
所
年
報
』
一
九
六
五
年
度
、
一
九
六
六
年
）
五
九
―
六
〇
頁
。 
８ 
一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
も
、
横
須
賀
が
示
し
た
問
題
意
識
は
、
山
田
昇
「
師
範
教
育
令
と
師
範
学
校
教
育
の
改
革
」（
中
内
敏
夫
、
川
合
章
編
『
教
員
養
成
の
歴
史
と
構
造
（『
日
本
の
教
師
』
六
）』
明
治
図
書
、
一
九
七
四
年
）、
佐
竹
道
盛
「
明
治
後
期
に
お
け
る
教
員
現
職
教
育
の
展
開
」（『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
（
第
一
部
・
Ｃ
・
教
育
科
学
編
）』
三
〇(
一)
、
一
九
七
九
年
）
な
ど
が
継
承
し
た
。
ま
た
、
影
山
昇
『
愛
媛
県
師
範
教
育
の
歴
史
』（
青
葉
図
書
、
一
九
七
四
年
）、
花
井
信
「
日
露
戦
後
教
員
養
成
史
研
究
の
課
題
―
―
静
岡
県
を
事
例
と
し
て
―
―
」(
『
静
岡
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告(
人
文
・
社
会
科
学
編)
』
二
六
、
一
九
七
五
年)
な
ど
、
師
範
学
校
以
外
の
小
学
校
教
員
養
成
ル
ー
ト
に
言
及
す
る
論
稿
が
あ
ら
わ
さ
れ
た
。 
９ 
本
文
で
言
及
す
る
以
外
に
一
九
九
〇
年
代
に
発
表
さ
れ
た
先
行
研
究
と
し
て
、
沢
井
正
美
「
謄
宮
学
館
の
成
立
と
展
開(
一)
」(
『
西
日
本
工
業
大
学
紀
要(
人
文
社
会
科
学
編)
』
一
〇
、
一
九
九
四
年)
、「
謄
宮
学
館
の
成
立
と
展
開(
二)
」(
『
九
州
教
育
学
会
研
究
紀
要
』
二
三
、
一
九
九
五
年)
、
福
留
美
奈
子
「
大
分
県
に
お
け
る
裁
縫
教
育
史(
一)
―
―
近
代
公
教
育
に
お
け
る
女
子
教
育
と
裁
縫
女
学
校
―
―
」(
『
九
州
教
育
学
会
研
究
紀
要
』
二
三
、
一
九
九
五
年)
、
佐
藤
尚
子
ほ
か
「
大
分
県
に
お
け
る
教
員
養
成
史
研
究
―
―
師
範
教
育
と
非
師
範
教
育
」(
大
分
大
学
教
育
学
部
教
育
研
究
所
編
『
教
育
研
究
所
報
』
二
四
、
一
九
九
五
年)
、「
大
分
県
に
お
け
る
女
性
教
員
養
成
の
歴
史
」(
『
大
分
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
一
八(
二)
、
一
九
九
六
年)
な
ど
が
あ
る
。 
１
０ 
船
寄
俊
雄
「
教
員
養
成
史
研
究
の
課
題
と
展
望
」（
日
本
教
育
史
研
究
会
編
『
日
本
教
育
史
研
究
』
一
三
、
一
九
九
四
年
）
八
三
―
八
四
頁
。 
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１
１ 
本
文
で
言
及
す
る
以
外
に
二
〇
〇
〇
年
代
に
発
表
さ
れ
た
先
行
研
究
と
し
て
、
笠
間
賢
二
「
小
学
校
教
員
検
定
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
―
―
宮
城
県
を
事
例
と
し
て
―
―
」（『
宮
城
教
育
大
学
紀
要
』
四
〇
、
二
〇
〇
五
年
）、「
地
方
教
育
会
の
教
員
養
成
講
習
会
に
関
す
る
研
究
―
―
講
習
会
に
よ
る
教
員
養
成
―
―
」
（『
宮
城
教
育
大
学
紀
要
』
四
四
、
二
〇
〇
九
年
）、
山
本
朗
登
「
一
九
〇
〇
年
前
後
に
お
け
る
兵
庫
県
教
育
会
の
教
員
養
成
事
業
」（『
日
本
教
師
教
育
学
会
年
報
』
一
七
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
池
田
雅
則
「
明
治
後
期
に
お
け
る
女
子
教
育
の
一
断
面
―
―
私
立
裁
縫
女
学
校
の
地
域
内
展
開
と
歴
史
的
位
置
」（
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
育
学
研
究
室
編
『
研
究
室
紀
要
』
三
二
、
二
〇
〇
六
年
）
も
、
師
範
学
校
以
外
の
小
学
校
教
員
養
成
ル
ー
ト
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。 
１
２ 
本
文
で
言
及
す
る
以
外
に
二
〇
一
〇
年
代
に
発
表
さ
れ
た
先
行
研
究
と
し
て
、
竹
村
茂
紀
「
明
治
・
大
正
期
宮
崎
県
に
お
け
る
私
立
学
校
の
成
立
と
展
開
―
―
向
陽
学
舎
を
事
例
と
し
て
―
―
」(
教
育
史
学
会
第
五
七
回
大
会
配
付
資
料
、
二
〇
一
三
年)
、
竹
村
茂
紀
「
宮
崎
県
再
置
後
の
教
員
養
成
」（
宮
崎
県
立
図
書
館
編
『
宮
崎
県
文
化
講
座
研
究
紀
要
』
四
〇
、
二
〇
一
四
年
）、
竹
村
茂
紀
「
向
陽
学
舎
の
研
究
―
―
明
治
・
大
正
期
宮
崎
県
に
お
け
る
私
立
教
員
養
成
機
関
―
―
」（
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
地
方
史
研
究
』
三
七
七
、
六
五
（
五
）、
二
〇
一
五
年
）、
釜
田
史
「
愛
媛
県
小
学
校
教
員
養
成
史
研
究
―
―
愛
媛
教
育
協
会
に
お
け
る
教
員
養
成
事
業
を
中
心
に
―
―
」（『
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
六
〇
、
二
〇
一
三
年
）
が
あ
る
。 
１
３ 
釜
田
史
『
秋
田
県
小
学
校
教
員
養
成
史
研
究
序
説
―
―
小
学
校
教
員
検
定
試
験
制
度
を
中
心
に
―
―
』
学
文
社
、
二
〇
一
二
年
、
四
頁
。 
１
４ 
た
と
え
ば
群
馬
県
教
育
史
研
究
編
さ
ん
委
員
会
編
『
群
馬
県
教
育
史
』
三
（
大
正
編
）（
群
馬
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
四
年
）
は
、「
明
治
中
期
以
降
、
特
に
日
清
日
露
戦
争
後
、
国
勢
が
発
展
し
、
国
民
生
活
が
著
し
く
充
実
し
て
来
る
と
と
も
に
、
一
応
教
育
制
度
も
整
備
さ
れ
、
…
…
上
級
学
校
へ
の
進
学
熱
も
高
ま
り
、
…
…
私
立
学
校
が
設
立
さ
れ
て
来
（
五
四
七
頁
）」
た
。
そ
の
う
ち
「
女
子
教
育
に
あ
っ
て
も
…
…
裁
縫
を
主
と
し
て
教
授
す
る
裁
縫
学
校
が
各
地
に
設
立
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
明
治
末
期
か
ら
私
立
学
校
の
主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
（
五
四
七
頁
）」。
そ
し
て
、「
明
治
裁
縫
学
校
や
佐
藤
裁
縫
女
学
校
な
ど
は
、
女
子
に
必
要
な
教
養
と
実
技
を
授
け
る
だ
け
で
な
く
、
師
範
科
を
設
け
、
小
学
校
や
実
業
補
習
学
校
の
教
員
を
も
養
成
し
（
五
五
一
頁
）」
た
と
述
べ
て
い
る
。 
１
５ 
野
村
新
「
私
学
・
習
説
校
に
お
け
る
教
員
養
成
」（
野
村
新
、
佐
藤
尚
子
、
神
崎
英
紀
編
『
教
員
養
成
史
の
二
重
構
造
的
特
質
に
関
す
る
実
証
的
研
究
―
―
戦
前
日
本
に
お
け
る
地
方
実
践
例
の
解
明
―
―
』
渓
水
社
、
二
〇
〇
一
年
）。 
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１
６ 
沢
井
正
美
「
謄
宮
学
館
の
成
立
と
展
開
」（
同
前
）。 
１
７ 
福
留
美
奈
子
「
裁
縫
女
学
校
に
お
け
る
教
員
養
成
」（
同
前
）。 
１
８ 
釜
田
史
「
小
学
校
教
員
無
試
験
検
定
制
度
に
関
す
る
研
究
―
―
秋
田
県
を
事
例
と
し
て
―
―
」（『
日
本
教
育
史
学
会
紀
要
』
四
、
二
〇
一
四
年
）
一
七
頁
。 
１
９ 
釜
田
史
「
小
学
校
教
員
無
試
験
検
定
認
定
校
に
関
す
る
事
例
研
究
―
―
秋
田
県
の
場
合
―
―
」（
研
究
代
表
者
丸
山
剛
史
『
戦
前
日
本
の
初
等
教
員
養
成
に
お
け
る
初
等
教
員
検
定
の
意
義
と
役
割
に
関
す
る
通
史
的
事
例
研
究
』、
課
題
番
号
二
三
五
三
〇
九
八
四
、
平
成
二
三
年
度
～
平
成
二
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
一
四
年
）
四
〇
頁
。 
２
０ 
井
上
惠
美
子
「
小
学
校
教
員
免
許
状
制
度
に
お
け
る
無
試
験
検
定
校
の
一
ル
ー
ト
」（
同
前
）。 
２
１ 
丸
山
剛
史
「
静
岡
県
の
初
等
教
員
養
成
と
初
等
教
員
検
定
―
―
研
究
ノ
ー
ト
―
―
」（
同
前
）。 
２
２ 
笠
間
賢
二
「
一
九
二
〇
年
代
半
ば
以
降
の
小
学
校
教
員
検
定
―
―
無
試
験
検
定
の
拡
充
―
―
」（『
宮
城
教
育
大
紀
要
』
四
九
、
二
〇
一
四
年
）。 
２
３ 
牧
昌
見
『
日
本
教
員
資
格
制
度
史
研
究
』
風
間
書
房
、
一
九
七
一
年
。 
２
４ 
山
田
昇
「
教
員
養
成
」（
国
立
教
育
研
究
所
編
『
日
本
近
代
教
育
百
年
史
』
四
（
学
校
教
育
二
）、
一
九
七
四
年
）。 
２
５ 
前
掲
註
２
３
、『
日
本
教
員
資
格
制
度
史
研
究
』、
二
二
九
頁
。 
２
６ 
同
前
、
二
三
四
頁
。 
２
７ 
三
大
臣
訓
令
と
は
、
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
九
月
、
内
務
大
臣
、
文
部
大
臣
、
農
商
務
大
臣
連
署
に
よ
る
地
方
費
整
理
に
関
す
る
訓
令
を
さ
す
。 
２
８ 
「
大
戦
景
気
」
と
は
、
第
一
次
大
戦
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
主
戦
場
と
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
品
が
ア
ジ
ア
市
場
に
不
在
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
商
品
が
ア
ジ
ア
市
場
を
独
占
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
好
景
気
を
さ
す
。
こ
れ
は
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
後
半
に
は
じ
ま
り
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
三
月
に
「
戦
後
恐
慌
」
が
発
生
す
る
ま
で
続
い
た
と
言
わ
れ
る
。
岡
山
県
に
お
い
て
は
、「
大
戦
景
気
」
の
余
波
が
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
度
末
頃
ま
で
継
続
し
た
。 
２
９ 
「
中
等
教
員
試
験
検
定
受
検
資
格
認
定
学
校
」
と
い
う
名
称
は
、
井
上
惠
美
子
「『
家
事
科
』『
裁
縫
科
』『
手
芸
科
』
の
場
合
」（
船
寄
俊
雄
、
無
試
験
検
定
研
究
会
編
『
近
代
日
本
中
等
教
員
養
成
に
果
た
し
た
私
学
の
役
割
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
』
学
文
社
、
二
〇
〇
五
年
）、「
小
学
校
教
員
免
許
状
制
度
に
お
け
る
無
試
験
検
定
校
の
一
ル
ー
ト
」（
前
掲
註
１
９
、『
戦
前
日
本
の
初
等
教
員
養
成
に
お
け
る
初
等
教
員
検
定
の
意
義
と
役
割
に
関
す
る
通
史
的
事
例
研
究
』）
中
の
使
用
に
な
ら
っ
た
。
な
お
、「
受
験
」
と
の
表
現
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は
、「
受
検
」
に
改
め
た
。 
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第
一
章 
四
年
制
義
務
教
育
制
度
成
立
時
の
岡
山
県
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所 
 
 
 
 
―
―
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
に
準
じ
創
設
さ
れ
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
―
― 
  
本
章
の
課
題
は
、
四
年
制
義
務
教
育
制
度
成
立
時
（
主
に
一
九
〇
一
年
度
か
ら
一
九
〇
三
年
度
ま
で
）
の
岡
山
県
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
実
相
に
迫
る
こ
と
に
あ
る
。
当
該
期
に
お
い
て
は
、
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
に
準
ず
る
と
は
い
え
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
が
は
じ
め
て
認
め
ら
れ
た
。
そ
う
し
て
創
設
さ
れ
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
県
下
尋
常
小
学
校
准
教
員
の
養
成
に
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
第
一
節 
県
下
教
員
養
成
に
参
入
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所 
 
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
の
岡
山
県
は
、
四
年
制
義
務
教
育
制
度
の
成
立
に
伴
う
教
員
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、「
郡
市
立
准
教
員
養
成
所
ニ
関
ス
ル
規
程
」
を
制
定
し
、
郡
市
立
准
教
員
養
成
所
、
す
な
わ
ち
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
、
さ
ら
に
同
規
程
を
準
用
し
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
を
認
め
た
。
本
節
で
は
、
こ
う
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
創
設
ま
で
の
経
緯
と
設
置
状
況
、
な
ら
び
に
県
下
教
員
養
成
に
果
た
し
た
役
割
を
み
て
い
こ
う
。 
 
（
一
）
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
創
設
と
不
振 
 
右
の
課
題
を
み
る
に
あ
た
り
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
創
設
の
契
機
と
な
っ
た
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
よ
う
。
岡
山
県
は
、
四
年
制
義
務
教
育
制
度
成
立
時
に
お
け
る
教
員
不
足
を
解
決
す
る
た
め
、
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
を
認
め
た
。
し
か
し
、
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
期
待
ど
お
り
に
は
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
。 
 
岡
山
県
は
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
県
訓
令
第
八
五
号
に
よ
り
、「
郡
市
立
准
教
員
養
成
所
ニ
関
ス
ル
規
程
」
を
制
定
し
た
。
そ
し
て
、
同
規
程
に
お
い
て
「
郡
市
ニ
於
テ
、
尋
常
小
学
校
准
教
員
養
成
所
ヲ
設
ク
ル
ト
キ
ハ
、
此
規
程
ニ
拠
ル
モ
ノ
ト
ス
」
１
と
定
め
、
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
定
員
、
入
学
条
件
、
学
資
補
助
と
服
務
義
務
、
修
業
期
間
、
養
成
科
目
お
よ
び
程
度
、
教
授
時
数
、
講
師
の
資
格
お
よ
び
配
置
基
準
を
示
し
た
。 
 
岡
山
県
が
「
郡
市
立
准
教
員
養
成
所
ニ
関
ス
ル
規
程
」
を
制
定
し
た
理
由
は
、
師
範
学
校
に
よ
っ
て
も
解
決
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
教
員
不
足
に
応
ず
る
た
め
で
あ
っ
た
。
同
県
は
、
明
治
初
年
に
は
す
で
に
就
学
児
童
数
が
西
日
本
随
一
と
言
わ
れ
２
、
そ
も
そ
も
教
員
の
需
要
が
高
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
四
年
制
義
務
教
育
制
度
成
立
時
に
お
け
る
就
学
率
の
急
上
昇
と
、
そ
れ
に
伴
う
学
級
数
の
急
増
が
、
教
員
不
足
に
拍
車
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を
か
け
た
。
表
一-
一
は
、
尋
常
小
学
校
に
お
け
る
本
科
正
教
員
数
を
学
級
数
で
除
し
た
教
員
充
足
率
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
教
員
充
足
率
が
年
々
低
下
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
教
員
不
足
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
諸
策
に
よ
っ
て
も
数
年
を
待
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
３
。 
 
師
範
学
校
生
徒
ノ
定
員
ヲ
増
加
シ
、
試
験
検
定
度
数
ヲ
増
加
シ
、
或
ハ
講
習
科
生
徒
ヲ
倍
加
シ
…
…
ト
雖
、
尚
数
ケ
年
ヲ
経
過
ス
ル
ニ
ア
ラ
ス
ン
ハ
、
其
ノ
不
足
ヲ
補
充
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ノ
情
況
ア
ル
ハ
、
寔
ニ
遺
憾
ニ
堪
ヘ
サ
ル
所
ナ
リ
、 
  
そ
こ
で
、
岡
山
県
は
、「
各
郡
市
ヲ
シ
テ
准
教
員
養
成
ノ
為
、
講
習
会
ヲ
開
設
セ
シ
ム
ル
」
４
と
、「
郡
市
立
准
教
員
養
成
所
ニ
関
ス
ル
規
程
」
を
制
定
し
、
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
を
認
め
た
。
そ
れ
に
際
し
、
い
か
な
る
議
論
が
な
さ
れ
た
の
か
は
、
史
料
的
な
制
約
の
た
め
に
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
静
岡
県
な
ど
の
他
道
府
県
も
、
す
で
に
一
八
九
〇
年
代
に
は
同
様
の
教
員
養
成
機
関
の
設
置
を
文
部
省
に
照
会
し
て
い
た
５
。
岡
山
県
も
、
そ
れ
ら
道
府
県
に
な
ら
い
、「
郡
市
立
准
教
員
養
成
所
ニ
関
ス
ル
規
程
」
を
制
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
そ
し
て
、
岡
山
県
は
、
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
創
設
に
よ
り
、
当
面
の
正
教
員
の
補
充
と
将
来
の
正
教
員
候
補
者
の
確
保
を
め
ざ
し
た
。そ
れ
は
、尋
常
小
学
校
准
教
員
免
許
状
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
つ
ぎ
の
三
つ
が
可
能
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。一
つ
は
、「
一
時
教
授
ス
ル
者
」と
し
て
正
教
員
に
代
わ
り
、
そ
の
不
足
を
補
充
す
る
こ
と
で
あ
る
（
一
八
九
〇
年
勅
令
第
二
一
五
号
「
小
学
校
令
」
第
五
三
条
）。
二
つ
は
、「
准
教
員
ノ
免
許
状
ヲ
有
シ
、
一
箇
年
以
上
公
立
小
学
校
教
員
ノ
職
ニ
在
リ
シ
コ
ト
」
と
い
う
正
教
員
免
許
状
の
取
得
を
目
的
と
し
た
検
定
試
験
の
受
検
資
格
を
得
る
こ
と
で
あ
る
（
一
八
九
一
年
文
部
省
令
第
一
九
号
「
小
学
校
教
員
検
定
等
ニ
関
ス
ル
規
則
」
第
四
条
）。
三
つ
は
、「
尋
常
小
学
校
ノ
本
科
准
教
員
タ
ル
ヘ
キ
免
許
状
ヲ
有
シ
」
と
い
う
師
範
学
校
入
学
試
験
の
受
験
資
格
を
得
る
こ
と
で
あ
る
（
一
八
九
二
年
文
部
省
令
第
一
〇
号
「
尋
常
師
範
学
校
生
徒
募
集
規
則
」
第
二
条
）。 
 
し
か
し
、
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
不
振
で
あ
っ
た
。
表
一-
二
は
、公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
状
況
を
示
し
て
い
る
。
[註]　『岡山県統計書（岡山県統計年報）』各年度よ
　　り作成。
教員充足率 67.7 67.2 65.7
表1-1　尋常小学校における教員充足率の推移
年度 1901 1902 1903
（単位：％）
1
2
3
4
5
6
[註]　『山陽新報』各号、岡尋編『赤磐郡銘鑑』赤磐
    郡銘鑑発刊所、1953年、157頁、阿哲郡教育会編
    『阿哲郡誌』下巻、1931年、218頁、真庭郡編『
    真庭郡誌』真庭郡役所、1923年、289頁より作成。
1903.5→1903.11
赤磐郡准教員養成所
阿哲郡准教員養成所
苫田郡准教員養成所
真庭郡准教員養成所
和気郡准教員養成所
上房郡准教員養成所
1901.6→1901.11
1902.5→1902.11
1902.6→1902.12
1902.7→1902.12
1902.7→1903.1
（設置順）
公設小学校教員養成所名称 開閉設年月
表1-2　公設小学校教員養成所の設置状況
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
郡
市
立
准
教
員
養
成
所
ニ
関
ス
ル
規
程
」
が
制
定
さ
れ
た
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
度
、
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
を
設
置
し
た
郡
市
は
県
下
二
〇
郡
市
の
う
ち
赤
磐
郡
一
郡
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
度
も
阿
哲
郡
、
苫
田
郡
、
真
庭
郡
、
和
気
郡
の
四
郡
に
す
ぎ
ず
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
度
に
は
再
び
上
房
郡
一
郡
の
み
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
が
県
下
の
一
部
に
と
ど
ま
っ
た
理
由
は
、「
講
師
に
は
中
学
校
程
度
の
教
師
を
招
聘
す
る
の
方
針
な
る
も
、
地
方
に
て
適
当
の
人
を
得
る
に
困
難
」
６
、「
郡
市
の
費
用
を
以
て
、
小
学
校
教
員
を
講
習
す
る
」
７
と
、
郡
市
が
教
員
の
招
聘
や
経
費
の
負
担
に
苦
慮
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 
 
（
二
）
尋
常
小
学
校
准
教
員
の
養
成
に
成
果
を
あ
げ
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所 
 
で
は
、
岡
山
県
は
、
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
不
振
を
受
け
、
い
か
に
教
員
不
足
に
対
処
し
た
の
か
。
同
県
は
、
「
郡
市
立
准
教
員
養
成
所
ニ
関
ス
ル
規
程
」
を
準
用
し
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
を
認
め
た
。
そ
う
し
て
創
設
さ
れ
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
県
南
郡
部
に
在
り
、
尋
常
小
学
校
准
教
員
の
養
成
に
好
成
績
を
お
さ
め
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
表
一-
三
は
、私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
状
況
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
該
期
に
お
い
て
、
五
校
の
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
尋
常
小
学
校
准
教
員
養
成
機
関
の
時
期
的
分
布
を
示
す
図
一-
一
と
併
せ
み
る
な
ら
ば
、私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
お
よ
び
師
範
学
校
講
習
科
と
期
を
同
じ
く
し
て
、
尋
常
小
学
校
准
教
員
を
養
成
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。 
 
し
か
し
、
岡
山
県
が
、
い
か
な
る
経
緯
に
よ
り
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
を
認
め
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
史
料
的
な
制
約
の
た
め
に
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
、
師
範
学
校
講
習
科
に
つ
い
て
、
行
論
上
必
要
な
範
囲
で
説
明
を
し
よ
う
。
男
子
講
習
科
は
、
現
職
教
育
と
併
せ
、
「
新
ニ
小
学
校
教
員
タ
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ヲ
養
成
ス
ル
」
1 金川中学教員養成所 尋准 1902.4→1919.3 岡山市 私立金川中学校ほか
→御津郡
2 興譲館中学教員養成所 尋准 1902.4→1908.3 後月郡 私立興譲館中学校
（1905.4→1907.3を除く）
3 春霞（女）学校教員養成所 尋准 1902.4→1908.4まで存続確認 都窪郡 私立春霞（女）学校
4 岡山女学校教員養成所 尋本正/尋准 1903.4→1905.3 岡山市 私立岡山女学校
5 豊野裁縫教員養成所 小裁専正 1903.5頃→不明 上房郡
[註](1)　『山陽新報』各号、『岡山県統計書（岡山県統計年報）』各年度、『岡山市統計年報』各年度、『岡山県学事関係
　　　 職員録』各年度、岡山県教育史刊行会編『岡山県教育史』下巻、岡山市編集委員会編『岡山市史（宗教・教育編）』
       岡山市役所、八〇周年記念誌編集委員会編『臥龍』岡山県立金川高等学校創立八〇周年記念事業推進期成会、1963年、
       36―38頁、岡山県立金川高等学校創立一二〇周年記念事業実行委員会編『岡山県立金川高等学校創立一二〇周年記念
       誌』、2004年、296―302頁、山下敏鎌編『興譲館一二〇年史』、1973年、641頁より作成。
    (2)  金川中学教員養成所は、1904（明治37）年1月に岡山市から御津郡に移転した。
表1-3　私設小学校教員養成所の設置状況
（設置順）
私設小学校教員養成所名称 養成教員種 開閉設年月 所在地 付設（関連）する中等程度の学校
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８
と
、
時
宜
に
応
じ
て
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
、
あ
る
い
は
尋
常
小
学
校
准
教
員
を
養
成
し
た
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
尋
常
小
学
校
准
教
員
の
養
成
に
つ
い
て
は
積
極
的
で
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
女
子
講
習
科
は
、
甲
種
に
お
け
る
現
職
教
育
と
併
せ
、
乙
種
に
お
い
て
「
女
子
ニ
シ
テ
新
ニ
尋
常
小
学
校
准
教
員
タ
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ニ
、
必
須
ナ
ル
学
科
ヲ
講
習
セ
シ
ム
ル
」
９
と
、尋
常
小
学
校
准
教
員
を
養
成
し
た
。 
 
と
こ
ろ
で
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
県
南
郡
部
に
設
置
さ
れ
た
。
図
一-
二
は
、私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
地
域
的
分
布
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
金
川
中
学
教
員
養
成
所
（
一
九
〇
四
年
一
月
御
津
郡
に
移
転
）
お
よ
び
岡
山
女
学
校
教
員
養
成
所
が
岡
山
市
に
設
置
さ
れ
る
一
方
、
他
の
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
い
ず
れ
も
県
南
郡
部
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
県
南
郡
部
に
該
当
す
る
旧
備
前
国
一
帯
は
、
そ
も
そ
も
明
治
以
前
か
ら
私
塾
隆
盛
の
地
で
あ
っ
た
１
０
。
そ
れ
ら
が
明
治
初
期
の
私
立
中
学
校
へ
と
連
な
り
、
岡
山
県
に
お
け
る
私
立
中
学
校
数
は
東
京
府
に
つ
ぐ
ほ
ど
で
あ
っ
た
１
１
。
こ
れ
を
素
地
と
し
て
、
当
該
期
に
お
い
て
も
、
県
南
部
に
は
人
口
が
集
中
し
、
生
徒
募
集
に
好
都
合
で
あ
り
、
授
業
料
収
入
を
期
待
す
る
私
立
学
校
が
偏
在
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
、
後
述
す
る
興
譲
館
中
学
校
の
よ
う
に
財
政
難
に
苦
し
む
私
立
学
校
が
経
営
改
善
を
め
ざ
し
、
小
学
校
教
員
養
成
所
を
設
置
し
た
の
で
あ
る
。 
 
そ
し
て
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
県
下
尋
常
小
学
校
准
教
員
の
養
成
に
中
心
的
役
割
を
果
た
し
[註]　表1-2「公設小学校教員養成所の設置状況」、表1-3
　　「私設小学校教員養成所の設置状況」より作成。
03.11
図1-1　尋常小学校准教員養成機関の時期的分布
私設小学校教員養成所
金川中学教員養成所 02.4
興譲館中学教員養成所 02.4
春霞（女）学校教員養成所 02.4
岡山女学校教員養成所 03.4
真庭郡准教員養成所 02.7 02.12
和気郡准教員養成所 02.7 03.1
上房郡准教員養成所 03.5
赤磐郡准教員養成所 01.11
01.6
阿哲郡准教員養成所 02.5 02.11
苫田郡准教員養成所 02.6 02.12
年度 1901 1902 1903
岡山県師範学校
男子講習科
女子講習科 03.2
公設小学校教員養成所
 ①金川中学教員養成所
 ②興譲館中学教員養成所
 ③春霞（女）学校教員養成所
 ④岡山女学校教員養成所
 ⑤豊野裁縫教員養成所
[註](1)　表1-3「私設小学校教員養成所の設置状況」より作成。
    (2)　金川中学教員養成所は、1904（明治37）年1月に岡山市から御津郡に
　　　 移転した。
図1-2　私設小学校教員養成所の地域的分布
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た
。
表
一-
四
は
、
尋
常
小
学
校
准
教
員
養
成
機
関
の
卒
業
生
数
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
小
学
校
教
員
養
成
所
卒
業
生
が
か
な
ら
ず
し
も
教
員
免
許
状
取
得
者
で
は
な
い
と
い
う
史
料
的
な
制
約
が
あ
る
も
の
の
、
各
機
関
が
尋
常
小
学
校
准
教
員
の
養
成
に
果
た
し
た
役
割
を
把
握
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
各
年
度
と
も
男
子
講
習
科
が
相
当
数
の
尋
常
小
学
校
准
教
員
を
供
給
し
た
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
男
子
講
習
科
は
、
前
述
の
よ
う
に
現
職
教
育
の
ほ
か
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
も
養
成
し
た
。
む
し
ろ
、
尋
常
小
学
校
准
教
員
を
養
成
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
の
は
数
回
に
す
ぎ
な
か
っ
た
１
２
。
ま
た
、
一
度
の
講
習
に
よ
る
卒
業
生
数
も
、「
小
学
校
教
員
講
習
科
結
了
、
…
…
二
十
一
名
に
証
書
（
准
教
員
程
度
）
を
授
く
」
１
３
と
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
男
子
講
習
科
は
ほ
ぼ
現
職
教
育
お
よ
び
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
の
養
成
に
終
始
し
、
尋
常
小
学
校
准
教
員
の
養
成
に
さ
ほ
ど
成
果
を
あ
げ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
設
置
直
後
の
女
子
講
習
科
も
、
現
職
教
育
と
併
せ
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
度
に
三
六
名
の
卒
業
生
を
供
給
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
れ
に
照
ら
せ
ば
、
尋
常
小
学
校
准
教
員
の
養
成
に
お
い
て
、
小
学
校
教
員
養
成
所
が
師
範
学
校
講
習
科
を
圧
倒
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
か
つ
、
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
度
に
卒
業
生
を
多
数
供
給
し
た
も
の
の
、
以
降
停
滞
し
た
こ
と
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
創
設
以
来
、
安
定
的
に
卒
業
生
を
供
給
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
尋
常
小
学
校
准
教
員
の
主
た
る
供
給
源
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
第
二
節 
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
に
準
じ
創
設
さ
れ
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
実 
 
 
 
 
 
相 
 
 
 
 
―
―
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
を
事
例
と
し
て
―
― 
 
本
節
で
は
、
前
節
で
明
ら
か
に
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
状
況
と
県
下
教
員
養
成
に
果
た
[註](1)　『山陽新報』各号、『岡山県統計書（岡山県統計年
　　　 報）』各年度、八〇周年記念誌編集委員会編『臥龍』
       岡山県立金川高等学校創立八〇周年記念事業推進期成
       会、1963年、20―22頁、私立興譲館中学校発卯会編
       『興譲』第1号、1908年、105―107頁、興譲館高等学
       校所蔵より作成。
    (2)　1901（明治34）年度の赤磐郡立准教員養成所は、免
       許状取得者数を示す。
    (3)　師範学校男子講習科の卒業生のうちには、尋常小学
       校本科正教員免許状取得者も含む。
年度 1901 1902 1903
表1-4　尋常小学校准教員養成機関卒業生数の推移
（単位：名）
女子講習科 36
小計 175 150 194
岡山県師範学校
男子講習科 175 150 158
苫田郡准教員養成所 24
真庭郡准教員養成所 40
和気郡准教員養成所 40
公設小学校教員養成所
赤磐郡准教員養成所 30
阿哲郡准教員養成所 37
私設小学校教員養成所
金川中学教員養成所 80 90
興譲館中学教員養成所 34 29
上房郡准教員養成所 40
小計 30 141 40
小計 0 114 151
合計 205 405 385
春霞（女）学校教員養成所 不明 32
岡山女学校教員養成所 不明
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し
た
役
割
を
ふ
ま
え
、
当
該
期
に
お
け
る
代
表
的
事
例
で
あ
る
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
を
取
り
上
げ
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
に
お
け
る
教
員
養
成
の
実
相
を
み
て
い
く
。 
 
（
一
）
中
学
校
の
経
営
改
善
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所 
 
財
政
難
に
苦
し
む
私
立
学
校
が
経
営
改
善
を
め
ざ
し
、
小
学
校
教
員
養
成
所
を
設
置
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
興
譲
館
中
学
校
も
同
様
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
設
置
さ
れ
た
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
は
、
中
学
校
の
経
営
に
資
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
所
在
地
で
あ
る
後
月
郡
に
お
け
る
教
員
不
足
の
改
善
に
も
寄
与
し
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
興
譲
館
中
学
校
は
、
一
八
五
三
（
嘉
永
六
）
年
、
旧
備
中
国
後
月
郡
に
開
学
し
た
郷
学
興
譲
館
を
淵
源
と
す
る
１
４
。
そ
の
開
学
は
、
領
主
一
橋
徳
川
家
の
意
向
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
郡
内
の
豪
農
層
が
維
持
運
営
を
担
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
館
は
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
機
関
と
し
て
位
置
づ
い
て
い
た
。
そ
し
て
、
明
治
以
降
も
存
続
し
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
に
は
私
立
学
校
興
譲
館
と
改
称
す
る
と
と
も
に
、
旧
小
田
県
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
小
学
校
教
員
伝
習
所
を
設
置
し
た
。
こ
う
し
た
実
績
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
経
営
改
善
を
め
ざ
す
手
立
て
と
し
て
、
小
学
校
教
員
養
成
所
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 
 
さ
て
、
興
譲
館
中
学
校
は
、
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
四
月
、「
郡
市
立
准
教
員
養
成
所
ニ
関
ス
ル
規
程
」
に
よ
り
、
小
学
校
教
員
養
成
所
を
設
置
し
た
。
同
校
が
岡
山
県
に
提
出
し
た
「
私
学
興
譲
館
付
属
教
員
養
成
部
設
置
ニ
付
申
請
」
１
５
を
引
用
す
る
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。 
 
近
年
、
小
学
教
育
大
ニ
普
及
増
進
、
学
齢
児
童
ニ
シ
テ
不
就
学
者
殆
ン
ド
跡
ヲ
絶
ツ
ニ
至
レ
リ
、
然
ル
ニ
、
一
方
ニ
於
テ
ハ
小
学
教
員
ノ
欠
乏
ヲ
来
シ
、
代
用
教
員
ヲ
以
テ
一
時
ヲ
弥
縫
セ
ル
モ
ノ
万
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
ニ
出
ズ
ル
ト
雖
モ
、
国
民
教
育
ノ
為
メ
遺
憾
措
ク
能
ハ
ザ
ル
処
ナ
リ
、
…
…
依
テ
明
治
三
十
四
年
岡
山
県
令
（
県
訓
令
）
第
八
十
五
号
ニ
基
キ
、
来
ル
本
年
（
一
九
〇
二
年
…
…
引
用
者
）
四
月
一
日
ヨ
リ
、
尋
常
小
学
校
准
教
員
養
成
部
ヲ
付
設
シ
、
聊
カ
国
民
教
育
ノ
為
メ
尽
シ
度
候
条
、
御
認
可
相
成
度
、
即
別
紙
教
員
養
成
部
規
則
、
并
ニ
図
面
相
添
ヘ
、
此
段
申
請
候
也
、 
  
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
興
譲
館
中
学
校
が
「
明
治
三
十
四
年
岡
山
県
令
（
県
訓
令
）
第
八
十
五
号
」、
す
な
わ
ち
「
郡
市
立
准
教
員
養
成
所
ニ
関
ス
ル
規
程
」
に
よ
り
、
岡
山
県
に
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
を
申
請
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
私
立
学
校
で
あ
る
同
校
が
な
ぜ
同
規
程
に
よ
り
、
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
を
申
請
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
岡
山
県
が
い
か
な
る
経
緯
や
根
拠
に
よ
り
、
そ
れ
を
認
可
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し
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
他
の
史
料
も
、「
後
月
郡
興
譲
館
に
は
本
県
訓
令
第
八
十
五
号
に
基
き
、
尋
常
小
学
校
准
教
員
養
成
所
を
新
設
し
」
１
６
と
、
興
譲
館
中
学
校
が
「
郡
市
立
准
教
員
養
成
所
ニ
関
ス
ル
規
程
」
に
よ
り
、
小
学
校
教
員
養
成
所
を
設
置
し
た
と
い
う
事
実
を
記
述
す
る
の
み
で
あ
る
。 
 
と
こ
ろ
で
、興
譲
館
中
学
校
が
小
学
校
教
員
養
成
所
を
設
置
し
た
理
由
は
、そ
の
経
営
改
善
に
あ
っ
た
。
同
校
の
経
営
は
、「
多
額
の
不
足
金
を
生
じ
、
山
下
秋
堂
（
館
長
…
…
引
用
者
）
の
私
債
に
よ
っ
て
漸
く
維
持
し
て
い
る
」１
７
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
同
校
に
と
っ
て
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
は
、
右
の
申
請
書
に
あ
る
よ
う
な
教
員
不
足
の
解
決
を
目
的
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
岡
山
県
や
後
月
郡
に
補
助
金
の
交
付
を
申
請
す
る
た
め
の
「
口
実
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
教
員
養
成
所
の
付
設
に
よ
り
、
…
…
こ
れ
を
積
極
的
に
生
徒
募
集
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
が
、
学
生
数
の
増
加
に
有
効
で
あ
っ
た
」
１
８
と
、
生
徒
募
集
、
ひ
い
て
は
授
業
料
収
入
増
加
の
た
め
の
「
材
料
」
で
も
あ
っ
た
。
一
例
と
し
て
、
興
譲
館
中
学
校
が
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
二
月
、
後
月
郡
に
提
出
し
た
「
郡
費
補
助
懇
願
書
」
１
９
を
引
用
す
る
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。 
 
本
館
、
…
…
小
学
校
教
員
養
成
部
付
設
致
度
候
条
、
郡
内
学
業
ノ
為
メ
、
明
治
三
十
五
年
度
ニ
於
テ
、
郡
費
ヨ
リ
金
七
百
円
御
補
助
被
成
下
度
、
別
紙
改
正
教
科
表
并
付
属
教
員
養
成
部
規
則
及
ビ
三
十
五
年
度
経
費
予
算
書
相
添
、
此
段
懇
請
候
也
、 
  
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
興
譲
館
中
学
校
が
小
学
校
教
員
養
成
所
規
則
も
併
せ
提
出
す
る
な
ど
、
そ
の
設
置
を
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
後
月
郡
に
補
助
金
の
交
付
を
申
請
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、「
本
館
ハ
、
…
…
小
学
校
教
員
養
成
部
ヲ
置
キ
、
…
…
由
テ
県
費
補
助
ノ
恩
恵
ヲ
蒙
ラ
ン
コ
ト
ヲ
偏
ニ
渇
望
ニ
堪
ヘ
サ
ル
ナ
リ
」
２
０
と
、
岡
山
県
に
も
補
助
金
の
交
付
を
申
請
し
た
。 
 
ま
た
、
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
の
設
置
は
、
そ
の
所
在
地
で
あ
る
後
月
郡
に
と
っ
て
も
有
益
で
あ
っ
た
。
興
譲
館
中
学
校
は
、
岡
山
県
の
み
な
ら
ず
同
郡
に
も
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
を
申
請
し
、「
其
館
ニ
教
員
養
成
部
設
置
ノ
件
、
本
月
（
一
九
〇
二
年
三
月
…
…
引
用
者
）
二
十
日
付
認
可
相
成
候
」
２
１
と
、
そ
の
認
可
を
得
た
。
そ
う
し
た
手
続
き
が
な
ぜ
必
要
で
あ
っ
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
後
月
郡
は
、
各
郡
が
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
に
苦
慮
す
る
な
か
、
教
員
が
揃
い
、
施
設
、
設
備
が
整
う
興
譲
館
中
学
校
に
准
教
員
の
養
成
を
一
任
し
、
軽
微
な
負
担
に
よ
り
、
郡
下
教
員
不
足
の
改
善
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
降
、
同
郡
が
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
を
設
置
し
な
か
っ
た
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
は
後
月
郡
立
准
教
員
養
成
所
に
代
わ
る
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
前
述
の
よ
う
に
興
譲
館
中
学
校
が
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
機
関
と
し
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て
存
続
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
後
月
郡
は
、
同
校
に
補
助
金
を
交
付
し
、
ま
た
旧
郡
役
所
庁
舎
を
小
学
校
教
員
養
成
所
の
校
舎
と
し
て
無
償
貸
与
す
る
２
２
と
い
っ
た
便
宜
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
（
二
）
一
〇
代
後
半
、
高
等
小
学
校
卒
業
生
を
中
心
と
し
た
入
学
者 
 
で
は
、
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
へ
の
入
学
者
は
、
い
か
な
る
者
た
ち
で
あ
っ
た
の
か
。
あ
ら
か
じ
め
結
論
に
言
及
す
る
な
ら
ば
、
お
よ
そ
一
〇
代
後
半
の
高
等
小
学
校
卒
業
生
で
あ
っ
た
。 
 
表
一-
五
は
、興
譲
館
中
学
養
成
所
が
尋
常
小
学
校
准
教
員
を
養
成
し
た
一
九
〇
二(
明
治
三
五)
年
度
か
ら
一
九
〇
四(
明
治
三
七)
年
度
ま
で
の
入
学
者
一
二
三
名
２
３
の
う
ち
、
不
明
の
二
三
名
を
除
い
た
一
〇
〇
名
の
年
齢
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
五
歳
の
三
四
名
、、
一
六
歳
の
二
二
名
を
中
心
と
し
て
、
同
養
成
所
へ
の
入
学
者
は
お
よ
そ
一
〇
代
後
半
の
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
そ
し
て
、
そ
の
学
習
歴
は
、
高
等
小
学
校
卒
業
が
も
っ
と
も
多
く
を
占
め
た
。
表
一-
六
は
、
不
明
の
一
名
を
除
い
た
一
二
二
名
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
学
習
歴
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
高
等
小
学
校
卒
業
が
最
多
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
う
ち
に
は
、「
明
治
三
十
六
年
三
月
、
矢
掛
高
等
小
学
校
卒
業
、
同
年
（
一
九
〇
四
年
…
…
引
用
者
）
四
月
ヨ
リ
本
年
迄
、
片
岡
虎
太
郎
ニ
就
キ
修
学
ス
」
２
４
な
ど
、
高
等
小
学
校
卒
業
後
、
私
塾
や
独
学
に
よ
る
数
年
の
学
習
歴
を
有
す
る
者
も
含
ま
れ
た
。 
 
な
お
、
入
学
者
の
な
か
に
は
、
興
譲
館
中
学
校
中
退
者
も
認
め
ら
れ
た
。
再
び
表
一-
六
に
目
を
移
す
な
ら
ば
、
中
学
校
中
退
者
が
二
八
名
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
の
二
一
名
は
、
興
譲
館
中
学
校
中
退
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
は
、
生
徒
確
保
、
ひ
い
て
は
授
業
料
確
保
の
一
環
と
し
て
で
あ
ろ
う
、
興
譲
館
中
学
校
中
退
者
の
受
け
皿
的
役
割
も
果
た
し
た
の
で
あ
る
。 
 
（
三
）
広
範
化
し
た
入
学
者
の
住
所
地 
 
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
へ
の
入
学
者
は
、
お
よ
そ
一
〇
代
後
半
の
高
等
小
学
校
卒
業
生
で
あ
っ
た
。
 [註]　「第1回」、「第2回」（『学籍簿』第1号、興譲館
     高等学校所蔵）、「第3回」（『学籍簿』第2号、興譲
     館高等学校所蔵）より作成。
人数
21
7
（単位：名）
合計 その他中学校中退
88
28
6
122
学習歴
高等小学校卒業
中学校中退 学習歴
その他 興譲館中学校中退
人数
表1-6　興譲館中学教員養成所入学者の学習歴
（単位：名）
15歳
16歳
17歳
18歳
19歳
20歳以上
 [註]　「第1回」、「第2回」
　　 （『学籍簿』第1号、興
    譲館高等学校所蔵）、
   「第3回」（『学籍簿』第
    2号、興譲館高等学校所
    蔵）より作成。
3
合計 100
表1-5　興譲館中学教員
　　　 養成所入学者の
       年齢
34
22
12
11
7
（単位：名）
年齢 人数
14歳 11
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そ
し
て
、
そ
の
住
所
地
は
、
同
養
成
所
の
在
る
後
月
郡
が
つ
ね
に
最
多
を
占
め
た
も
の
の
、
次
第
に
広
範
化
し
た
。
こ
う
し
て
後
月
郡
近
隣
県
郡
お
よ
び
県
北
部
在
住
者
も
、
同
養
成
所
設
置
の
恩
恵
に
浴
し
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
へ
の
入
学
者
は
、
後
月
郡
在
住
者
が
中
心
で
あ
っ
た
。
表
一-
七
は
、
入
学
者
一
二
三
名
の
う
ち
、
不
明
の
三
名
を
除
い
た
一
二
〇
名
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
住
所
地
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
後
月
郡
在
住
者
が
最
多
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
が
後
月
郡
立
准
教
員
養
成
所
に
代
わ
る
役
割
を
果
た
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
当
然
の
結
果
と
言
え
る
。 
 
ま
た
、
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
は
、
近
隣
県
郡
か
ら
も
入
学
者
を
集
め
た
。
再
び
表
一-
七
に
目
を
移
す
な
ら
ば
、入
学
者
の
住
所
地
の
第
二
位
は
後
月
郡
に
隣
接
す
る
小
田
郡
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
第
三
位
は
他
道
府
県
、
こ
れ
は
、
主
に
後
月
郡
に
隣
接
す
る
広
島
県
東
部
に
あ
る
深
安
郡
、
神
石
郡
な
ど
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
浅
口
郡
、
吉
備
郡
、
川
上
郡
と
、
後
月
郡
と
同
じ
県
南
西
部
に
在
る
各
郡
が
続
い
た
。
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
は
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
ゆ
え
、
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
よ
う
に
「
本
郡
内
ニ
居
住
シ
」
２
５
と
居
住
条
件
を
定
め
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
後
月
郡
以
外
の
近
隣
県
郡
在
住
者
も
入
学
が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
再
び
表
一-
二
に
目
を
移
す
な
ら
ば
、
右
の
各
郡
が
い
ず
れ
も
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
を
設
置
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
て
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
不
在
の
近
隣
県
郡
在
住
者
も
、
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
設
置
の
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 
 
そ
う
し
た
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
は
、
次
第
に
県
下
広
域
か
ら
入
学
者
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
 [註]　「第1回」、「第2回」（『学籍簿』第1号、興譲館高等学校所蔵）、「第3回」（『学籍簿』
     第2号、興譲館高等学校所蔵）より作成。
図1-3　興譲館中学教員養成所入学者住所地の経年変化
26
9
5
2
1
0 0 0 0
16
13
7
2 2 2
1 1 1
11
10
6
2
0
1
2
0 0
0
5
10
15
20
25
30
後月郡 小田郡 他道府県 浅口郡 吉備郡 川上郡 勝田郡 真庭郡 苫田郡
（単位：名）
1902年
1903年
1904年
 [註]　「第1回」、「第2回」
　　 （『学籍簿』第1号、興
     譲館高等学校所蔵）、
    「第3回」（『学籍簿』
     第2号、興譲館高等学校
     所蔵）より作成。
真庭郡 1
苫田郡 1
合計 120
吉備郡 3
川上郡 3
勝田郡 3
小田郡 32
他道府県 18
浅口郡 6
（単位：名）
住所地 人数
後月郡 53
表1-7　興譲館中学教員
　　　 養成所入学者の
       住所地
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た
。
図
一-
三
は
、
入
学
者
住
所
地
の
経
年
変
化
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
二(
明
治
三
五)
年
度
こ
そ
、
後
月
郡
在
住
者
が
二
六
名
あ
り
、
第
二
位
の
小
田
郡
の
九
名
と
比
べ
て
突
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
後
月
郡
在
住
者
は
、
つ
ね
に
首
位
で
あ
り
な
が
ら
も
、
年
を
追
う
ご
と
に
二
六
名
、
一
六
名
、
一
一
名
と
減
少
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
年
々
勝
田
郡
、
真
庭
郡
、
苫
田
郡
か
ら
の
入
学
者
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
入
学
者
の
住
所
地
は
県
北
部
に
ま
で
お
よ
ん
だ
。 
 
（
四
）「
郡
市
立
准
教
員
養
成
所
ニ
関
ス
ル 
 
 
 
規
程
」
に
準
拠
し
た
養
成
内
容 
 
と
こ
ろ
で
、
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
は
、
い
か
な
る
教
員
養
成
を
行
っ
た
の
か
。「
郡
市
立
准
教
員
養
成
所
ニ
関
ス
ル
規
程
」
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
同
養
成
所
は
、
そ
れ
に
準
ず
る
養
成
内
容
を
定
め
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
の
教
員
養
成
は
、
興
譲
館
中
学
校
教
員
が
担
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
に
お
け
る
養
成
内
容
は
、「
郡
市
立
准
教
員
養
成
所
ニ
関
ス
ル
規
程
」
に
準
拠
し
た
。
表
一-
八
は
、
定
員
、
入
学
条
件
、
学
資
補
助
と
服
務
義
務
（
授
業
料
の
徴
収
）、
修
業
期
間
、
養
成
科
目
お
よ
び
教
授
時
数
と
い
っ
た
養
成
内
容
に
つ
い
て
、「
郡
市
立
准
教
員
養
成
所
ニ
関
ス
ル
規
程
」
と
「
私
学
興
譲
館
付
属
教
員
養
成
部
規
則
」
を
比
較
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
規
程
が
学
資
補
助
と
服
務
義
務
を
定
め
た
の
に
対
し
、
学
則
は
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
ゆ
え
に
授
業
料
の
徴
収
を
定
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
は
、
同
規
程
の
示
す
基
準
を
満
た
す
養
成
内
容
を
定
め
た
。
ま
た
、
年
度
に
よ
っ
て
、
基
準
を
上
回
る
内
容
も
加
え
ら
れ
た
。
後
述
す
る
よ
う
な
学
期
末
試
験
や
卒
業
試
験
の
科
目
を
み
る
と
、
表
一-
八
に
あ
る
養
成
科
目
の
ほ
か
、漢
学
科
や
農
第2条　生徒ノ定員ハ40名以内トス 第3条　生徒定員ハ30名以内トス
第3条　入学志望者ハ左ノ資格ヲ具フルコトヲ要ス 第9条　入学志望者ハ左ノ資格ヲ具フルヲ要ス
1.品行方正身体健全ニシテ小学校教員トナルノ志望確実ナルモノ  （1)品行方正身体健全ニシテ小学校教員トナルノ志望確
2.年齢満15年以上ニシテ修業年限4ケ年ノ高等小学校ヲ卒業シ若ハ      実ナルモノ
　之ト同等以上ノ学力ヲ有スルモノ  （2)年齢満15年以上ニシテ修業年限4ケ年ノ高等小学校ヲ
     卒業シ若クハ之ト同等以上ノ学力ヲ有スルモノ
第4条　生徒ニハ在学中学資ヲ補給スルコトヲ得 第17条　授業料ハ毎月金80銭トス
第5条　前条ニ依リ学資ノ補給ヲ受ケタル者ハ卒業後1ケ年以上其郡市
　　 内小学校ニ就職スル義務アルモノトス
第7条　修業期限ハ凡ソ6ケ月以上トス 第2条　修業期限ハ10ケ月トス
第8条　学科目及其ノ程度ハ小学校令施行規則第112条ニ拠ルモノトス 第4条　学科目及其程度ハ小学校令施行規則第112条ニ拠ル
第9条　毎週ノ教授時数ハ30時以上36時以下トシ各学科ノ配当時間ハ 第5条　毎週教授時間数ハ左ノ如シ
     概子左ノ例ニ依ルヘシ      修身2　教育5　国語10　算術6　地歴4 体操3
     修身2　教育5　国語10　算術6　地理歴史4　体操3　裁縫（女子）
[註]　『岡山県報』第61号、1901年11月30日、「私学興譲館付属教員養成部規則」（私立興譲館『進達書類綴』明治33年以降、興譲館高等学校所蔵）
　　より作成。
養成科目
および
教授時数
「郡市立准教員養成所ニ関スル規程」 「私学興譲館付属教員養成部規則」
表1-8　「郡市立准教員養成所ニ関スル規程」と「私学興譲館付属教員養成部規則」の比較
定員
入学条件
学資補助と服
務義務（授業
料の徴収）
修業期間
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林
科
な
ど
も
課
せ
ら
れ
て
い
た
２
６
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
養
成
科
目
は
、
興
譲
館
中
学
校
が
経
営
改
善
を
め
ざ
し
、
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
と
同
時
に
、
中
学
校
に
農
林
学
科
を
設
置
し
た
２
７
影
響
に
よ
り
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
そ
し
て
、
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
に
お
い
て
は
、
中
学
校
教
員
が
小
学
校
教
員
養
成
所
教
員
を
兼
ね
た
と
考
え
ら
れ
る
。
表
一-
九
は
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
度
を
例
と
し
て
、
興
譲
館
中
学
校
の
教
員
構
成
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
担
当
科
目
が
表
一-
八
の
学
則
に
お
け
る
養
成
科
目
を
網
羅
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
中
学
校
教
員
が
小
学
校
教
員
養
成
所
に
お
け
る
授
業
を
担
当
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
な
お
、
使
用
さ
れ
た
教
科
書
は
史
料
的
な
制
約
の
た
め
に
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
表
一-
一
〇
に
あ
る
岡
山
県
告
示
に
よ
る
検
定
用
参
考
図
書
が
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。 
 
（
五
）
無
試
験
検
定
受
検
の
資
格
付
与
に
よ
り
誇
っ
た
高
い
合
格
率 
 
で
は
、
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
は
、
小
学
校
教
員
検
定
に
ど
れ
ほ
ど
の
成
果
を
あ
げ
た
の
か
。
同
養
成
所
卒
業
生
の
う
ち
成
績
優
良
者
に
は
、
無
試
験
検
定
受
検
の
資
格
が
付
与
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
養
成
所
卒
業
生
は
、
尋
常
小
学
校
准
教
員
免
許
状
の
取
得
に
際
し
、
一
般
受
検
生
を
凌
ぐ
成
績
を
お
さ
め
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
は
、
学
力
お
よ
び
操
行
の
評
価
に
基
づ
き
、
卒
業
の
可
否
を
決
定
し
た
。
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
度
を
例
と
す
る
な
ら
ば
、
同
養
成
所
は
、
卒
業
の
可
否
を
決
定
す
る
た
め
、「
明
治
三
六
年
度
准
教
員
養
成
部
第
一
学
期
試
験
第
二
学
期
試
験
卒
業
試
験
総
平
均
点
表
」
２
８
を
作
成
し
た
。
そ
こ
に
は
、
学
力
お
よ
び
操
行
の
評
価
が
記
載
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ま
ず
学
力
の
評
価
方
法
を
み
よ
う
。
平
均
点
表
に
よ
れ
ば
、
倫
理
科
、
漢
学
科
、
国
語
科
、
地
理
科
、
歴
史
科
、
農
林
科
、
教
育
科
、
習
山下政吉 館長 倫理、漢学
木村忠彦 教師 国語
笠原恕一 教師 英語、法制
井本武之 教師 歴史、地理、習字
松野保太郎 教師 数学
川井甚平 教師 博物、農林
河合文林 教師 図画
長尾協 教師 教育
谷本藤作 教師 体操
柚利淳一 助手 国語、漢文、作文、習字
江原謙二 書記
[註]　井原市史編纂委員会編『井原市史』Ⅴ近現
　　代史料編、井原市、2003年、851―852頁より
    作成。
氏名 職名 担当学科
  表1-9　1903年度における興譲館中学校の
         教員構成
 表1-10　尋常小学校准教員免許状取得
         のための小学校教員試験検定用
　　　　 参考図書
修身 勅語衍義 井上哲次郎
教育　 実用小教育学 斉藤鹿太郎
算術 算術新教科書 沢田吾一
国語 記載されず
高橋兼吉
加藤竜次郎
岡山県地理書教員用 吉原裕太
日本史要 新保磐次
改訂増補普通体操法 坪井玄道
唱歌適用実験遊戯書 横地捨次郎
[註]　『岡山県報』第53号、1901年3月31日より
    作成。
歴史地理
普通新地理
体操
学科 書名 著訳編者
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字
科
、
数
学
科
、
作
文
科
、
図
画
科
、
体
操
科
の
合
計
一
二
科
目
に
つ
い
て
第
一
学
期
試
験
、
第
二
学
期
試
験
、
卒
業
試
験
が
実
施
さ
れ
、「
卒
業
試
験
平
均
点
ノ
二
倍
ニ
、
第
一
、
第
二
、
両
学
期
ノ
平
均
点
ヲ
加
へ
、
四
除
セ
シ
モ
ノ
」
で
あ
る
「
総
平
均
点
」
に
よ
り
、
学
力
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ぎ
に
、
操
行
の
評
価
方
法
を
み
よ
う
。
こ
れ
も
、
平
均
点
表
に
よ
れ
ば
、
操
行
に
つ
い
て
「
甲
」、「
乙
」
と
い
っ
た
評
価
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
て
学
力
お
よ
び
操
行
の
評
価
に
照
ら
し
、
学
力
が
五
六
点
以
上
、
操
行
が
「
乙
」
以
上
の
者
に
卒
業
が
許
可
さ
れ
た
。 
 
そ
し
て
、
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
は
、
無
試
験
検
定
へ
の
出
願
に
あ
た
り
、
岡
山
県
に
卒
業
試
験
の
結
果
を
報
告
し
た
。
同
養
成
所
は
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
三
月
、
同
県
に
「
私
立
興
譲
館
付
属
准
教
員
養
成
部
卒
業
試
験
ニ
関
ス
ル
報
告
」
２
９
を
提
出
し
た
。
同
報
告
を
引
用
す
る
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。 
  
 
一
、
試
験
執
行
期
間 
明
治
三
十
三
（
七
）
年
二
月
九
日
ヨ
リ
、
同
十
五
日
ニ
至
ル 
 
 
一
、
受
験
者
総
員 
三
十
三
名 
 
 
 
 
 
合
格
者 
二
十
九
名 
内
、
尋
常
小
学
校
准
教
員
無
試
験
検
定
ヲ
出
願
ス
ル
ニ
相
当
ノ
学
力 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヲ
有
シ
、
操
行
佳
良
ナ
リ
ト
認
ム
ル
モ
ノ 
二
十
名 
 
 
 
 
 
不
合
格
者 
四
名 
 
 
一
、
卒
業
証
書
授
与 
明
治
三
十
七
年
二
月
二
十
七
日
挙
行 
 
 
 
右
別
冊
卒
業
試
験
答
案
、
及
ヒ
成
績
表
相
添
、
及
報
告
候
也 
  
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
が
岡
山
県
に
卒
業
試
験
の
結
果
を
は
じ
め
、
そ
の
執
行
期
間
や
卒
業
証
書
授
与
式
の
日
程
の
ほ
か
、
卒
業
試
験
の
答
案
を
送
付
す
る
と
と
も
に
、
成
績
一
覧
表
を
報
告
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
と
と
も
に
「
本
県
尋
常
小
学
校
准
教
員
志
願
ニ
付
、
無
試
験
検
定
ノ
上
、
免
許
状
御
授
与
被
成
下
度
候
、
別
紙
成
績
調
表
、
並
ニ
医
師
ノ
体
格
検
査
書
相
添
、
此
段
奉
願
候
」
３
０
と
、
体
格
検
査
書
な
ど
も
併
せ
無
試
験
検
定
へ
と
出
願
し
た
。
そ
も
そ
も
岡
山
県
は
、「
郡
市
立
准
教
員
養
成
所
ニ
関
ス
ル
規
程
」に
お
い
て
、無
試
験
検
定
受
検
の
資
格
付
与
を
定
め
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
他
道
府
県
に
な
ら
い
、
同
規
程
の
示
す
基
準
を
満
た
す
小
学
校
教
員
養
成
所
の
卒
業
生
に
は
、
そ
う
し
た
資
格
を
付
与
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
そ
の
際
、
無
試
験
検
定
受
検
の
資
格
は
成
績
優
良
者
に
付
与
さ
れ
た
。
右
の
報
告
に
お
い
て
、
卒
業
試
験
の
受
験
者
は
三
三
名
、
そ
の
う
ち
合
格
者
は
二
九
名
、
さ
ら
に
「
尋
常
小
学
校
准
教
員
無
試
験
検
定
ヲ
出
願
ス
ル
ニ
相
当
ノ
学
力
ヲ
有
シ
、
操
行
佳
良
ナ
リ
ト
認
ム
ル
モ
ノ
二
十
名
」
と
記
載
さ
れ
た
。
こ
れ
に
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よ
れ
ば
、
卒
業
生
二
九
名
の
う
ち
、
無
試
験
検
定
受
検
の
資
格
を
付
与
さ
れ
た
者
は
二
〇
名
３
１
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
再
び
平
均
点
表
に
目
を
移
す
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
者
に
は
「
見
込
」
と
し
て
「
優
等
」、「
通
常
」
と
い
っ
た
評
価
が
付
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
具
体
的
に
「
優
等
」
の
者
は
学
力
が
八
〇
点
以
上
、
操
行
が
「
甲
」、「
通
常
」
の
者
は
学
力
が
六
三
点
以
上
、
操
行
が
「
乙
」
の
者
で
あ
っ
た
。「
通
常
」と
い
う
評
価
が
付
さ
れ
た
者
の
学
力
が
六
三
点
以
上
と
は
い
か
に
も
中
途
半
端
で
あ
る
が
、
史
料
的
な
制
約
の
た
め
、
そ
れ
が
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
を
卒
業
し
た
な
ら
ば
、
無
条
件
で
無
試
験
検
定
受
検
の
資
格
が
付
与
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
事
実
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 
 
そ
し
て
、
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
卒
業
生
は
、
小
学
校
教
員
検
定
に
好
成
績
を
お
さ
め
た
。
右
の
出
願
の
結
果
は
、「
岡
山
県
に
て
は
、
私
立
興
譲
館
准
教
員
養
成
所
卒
業
生
十
九
名
…
…
に
対
し
、
小
学
校
准
教
員
免
許
を
無
試
験
検
定
に
て
授
与
す
る
事
に
決
し
た
り
」
３
２
と
報
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
無
試
験
検
定
へ
の
出
願
者
が
二
〇
名
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
終
的
な
合
格
者
は
一
九
名
で
あ
り
、
不
合
格
に
な
る
者
も
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
一
般
受
検
生
の
合
格
率
が
七
七
・
二
％
３
３
で
あ
っ
た
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
卒
業
生
が
小
学
校
教
員
検
定
に
高
い
合
格
率
を
誇
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。 
 
註
 
１ 
『
岡
山
県
報
』
第
六
一
号
、
一
九
〇
一
年
一
一
月
三
〇
日
。 
２ 
神
辺
靖
光
『
明
治
前
期
中
学
校
形
成
史
』
府
県
別
編
Ⅱ
環
瀬
戸
内
海
、
梓
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
、
三
〇
七
頁
。 
３ 
岡
山
県
編
『
岡
山
県
統
計
書
（
岡
山
県
統
計
年
報
）』
明
治
三
四
年
巻
之
一
（
学
事
之
部
）、
一
九
〇
二
年
、
七
頁
。 
４ 
同
前
。 
５ 
文
部
省
普
通
学
務
局
編
『
文
部
省
普
通
学
務
局
例
規
類
纂
』
第
二
編
、
一
八
九
六
年
、
五
四
―
五
五
頁
。
な
お
、
花
井
信
は
、「
日
露
戦
後
教
員
養
成
史
研
究
の
課
題
―
―
静
岡
県
を
事
例
と
し
て
―
―
」（『
静
岡
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
（
人
文
・
社
会
科
学
編
）』
二
六
、
一
九
七
五
年
）
に
お
い
て
、
静
岡
県
で
の
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
、「
県
当
局
が
『
三
等
下
級
教
員
』
の
養
成
事
業
を
郡
・
市
・
私
人
に
委
ね
た
と
い
う
こ
と
と
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
（
七
九
頁
）」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
設
置
の
趨
勢
は
全
国
的
な
も
の
で
あ
り
、
岡
山
県
も
そ
れ
に
な
ら
っ
た
と
考
え
ら
れ
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る
。 
６ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
〇
三
年
一
月
二
九
日
。 
７ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
〇
二
年
二
月
一
六
日
。 
８ 
『
岡
山
県
報
』
第
一
〇
二
号
、
一
八
九
六
年
三
月
一
〇
日
。 
９ 
『
岡
山
県
報
』
第
七
六
号
、
一
九
〇
三
年
二
月
二
八
日
。 
１
０ 
前
掲
註
２
、『
明
治
前
期
中
学
校
形
成
史
』
府
県
別
編
Ⅱ
環
瀬
戸
内
海
、
三
〇
一
頁
。 
１
１ 
同
前
、
三
〇
四
頁
。 
１
２ 
男
子
講
習
科
が
尋
常
小
学
校
准
教
員
を
養
成
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
第
一
七
回
（
一
九
〇
一
年
六
月
三
日
開
始
）、
第
一
八
回
（
一
九
〇
一
年
九
月
九
日
開
始
）
の
二
回
に
す
ぎ
な
か
っ
た
（
岡
山
県
師
範
学
校
同
窓
会
編
『
創
立
五
〇
年
記
念
』、
一
九
二
四
年
、
三
九
頁
）。 
１
３ 
同
前
。 
１
４ 
興
譲
館
中
学
校
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
２
、『
明
治
前
期
中
学
校
形
成
史
』
府
県
別
編
Ⅱ
環
瀬
戸
内
海
ほ
か
、
興
譲
館
中
学
校
編
『
興
譲
館
沿
革
概
要
』、
一
九
三
〇
年
頃
、
岡
山
県
立
図
書
館
所
蔵
、
山
下
敏
鎌
編
『
興
譲
館
一
二
〇
年
史
』「
興
譲
館
一
二
〇
年
史
」
記
念
刊
行
会
、
一
九
七
三
年
、
興
譲
館
高
等
学
校
編
『
創
立
一
五
〇
周
年
記
念
誌
』、
二
〇
〇
四
年
を
参
照
し
た
。 
１
５ 
「
私
学
興
譲
館
付
属
教
員
養
成
部
設
置
ニ
付
申
請
」（
私
立
興
譲
館
編
『
進
達
書
類
綴
』
明
治
三
三
年
以
降
、
興
譲
館
高
等
学
校
所
蔵
）。 
１
６ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
〇
二
年
三
月
三
〇
日
。 
１
７ 
井
原
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
井
原
市
史
』
Ⅱ
（
近
現
代
通
史
編
）、
井
原
市
、
二
〇
〇
五
年
、
三
七
八
頁
。 
１
８ 
同
前
、
三
八
五
頁
。 
１
９
「
郡
費
補
助
懇
願
書
」（
前
掲
註
１
５
、『
進
達
書
類
綴
』
明
治
三
三
年
以
降
）。 
２
０ 
「
私
立
興
譲
館
ヘ
県
費
御
補
助
之
儀
請
願
書
」（
同
前
）。 
２
１ 
「
学
第
六
号
」（
私
立
興
譲
館
編
『
令
達
書
類
綴
』
明
治
三
三
年
以
降
、
興
譲
館
高
等
学
校
所
蔵
）。 
２
２ 
「
御
請
書
」（
前
掲
註
１
５
、『
進
達
書
類
綴
』
明
治
三
三
年
以
降
）。 
２
３ 
「
第
一
回
」
、
「
第
二
回
」
（
『
学
籍
簿
』
第
一
号
、
興
譲
館
高
等
学
校
所
蔵
）
、
「
第
三
回
」
（
『
学
籍
簿
』
第
二
号
、
興
譲
館
高
等
学
校
所
蔵
）
。 
２
４ 
「
第
三
回
」
（
前
掲
註
２
３
、『
学
籍
簿
』
第
二
号
）
。 
２
５ 
真
庭
郡
編
『
真
庭
郡
誌
』
真
庭
郡
役
所
、
一
九
二
三
年
、
二
八
八
頁
。 
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２
６ 
「
明
治
三
六
年
度
准
教
員
養
成
部
第
一
学
期
試
験
第
二
学
期
試
験
卒
業
試
験
総
平
均
点
表
」（
私
立
興
譲
館
編
『
学
年
試
験
成
績
簿
』、
興
譲
館
高
等
学
校
所
蔵
）。 
２
７ 
前
掲
註
１
４
、『
創
立
一
五
〇
周
年
記
念
誌
』、
三
二
五
頁
。 
２
８ 
「
明
治
三
六
年
度
准
教
員
養
成
部
第
一
学
期
試
験
第
二
学
期
試
験
卒
業
試
験
総
平
均
点
表
」（
前
掲
註
２
６
、『
学
年
試
験
成
績
簿
』）。 
２
９ 
「
私
立
興
譲
館
付
属
准
教
員
養
成
部
卒
業
試
験
ニ
関
ス
ル
報
告
」（
前
掲
註
１
５
、『
進
達
書
類
綴
』
明
治
三
三
年
以
降
）。 
３
０ 
「
小
学
校
教
員
検
定
願
」（
同
前
）。 
３
１ 
「
明
治
三
六
年
度
准
教
員
養
成
部
第
一
学
期
試
験
第
二
学
期
試
験
卒
業
試
験
総
平
均
点
表
」（
前
掲
註
２
６
、『
学
年
試
験
成
績
簿
』）
に
よ
る
と
無
試
験
検
定
へ
の
出
願
者
は
二
一
名
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
「
私
立
興
譲
館
付
属
准
教
員
養
成
部
卒
業
試
験
ニ
関
ス
ル
報
告
」（
前
掲
註
１
５
、『
進
達
書
類
綴
』
明
治
三
三
年
以
降
）
の
記
載
に
よ
っ
た
。 
３
２ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
〇
四
年
七
月
六
日
。 
３
３ 
岡
山
県
編
『
岡
山
県
統
計
書
（
岡
山
県
統
計
年
報
）』
明
治
三
六
年
、
一
九
〇
四
年
、
一
五
四
頁
。
こ
こ
で
は
、
同
年
度
に
お
け
る
尋
常
小
学
校
准
教
員
免
許
状
の
取
得
を
目
的
と
し
た
小
学
校
教
員
無
試
験
検
定
の
合
格
率
を
示
し
て
い
る
。 
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第
二
章 
日
露
戦
争
時
の
岡
山
県
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所 
 
 
 
 
―
―
師
範
学
校
講
習
科
の
休
止
を
補
完
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
―
― 
  
本
章
の
課
題
は
、
日
露
戦
争
時
（
主
に
一
九
〇
四
年
度
か
ら
一
九
〇
七
年
度
ま
で
）
の
岡
山
県
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
実
相
に
迫
る
こ
と
に
あ
る
。
当
該
期
に
お
い
て
は
、
日
露
戦
争
に
伴
う
緊
縮
財
政
の
影
響
に
よ
る
師
範
学
校
の
規
模
縮
小
の
な
か
、
小
学
校
教
員
養
成
所
制
度
が
拡
充
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
が
正
式
に
認
め
ら
れ
た
。
そ
う
し
て
設
置
さ
れ
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
師
範
学
校
講
習
科
の
休
止
を
補
完
し
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
第
一
節 
小
学
校
教
員
養
成
所
制
度
に
正
式
な
位
置
を
占
め
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所 
 
日
露
戦
争
時
の
岡
山
県
は
、
そ
れ
に
伴
う
緊
縮
財
政
に
よ
り
、
師
範
学
校
の
規
模
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
を
制
定
し
、
小
学
校
教
員
養
成
所
の
役
割
を
拡
充
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
に
準
じ
存
続
し
て
い
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
を
正
式
に
認
め
た
。
本
節
で
は
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
い
か
な
る
経
緯
に
よ
り
、
そ
う
し
た
制
度
上
の
位
置
を
占
め
た
の
か
を
み
て
い
こ
う
。 
 
（
一
）
日
露
戦
争
時
の
緊
縮
財
政
に
よ
り
規
模
を
縮
小
し
た
師
範
学
校 
 
右
の
課
題
に
つ
い
て
、
岡
山
県
が
い
か
な
る
教
員
の
需
給
状
況
の
も
と
、
小
学
校
教
員
養
成
所
制
度
を
拡
充
し
た
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
よ
う
。
同
県
は
、
教
員
不
足
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、
日
露
戦
争
の
影
響
に
よ
り
師
範
学
校
の
規
模
縮
小
を
迫
ら
れ
、
そ
の
解
決
が
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
日
露
戦
争
時
、岡
山
県
に
お
け
る
教
員
不
足
は
、深
刻
化
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
表
二-
一
は
、
尋
常
小
学
校
に
お
け
る
教
員
充
足
率
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
日
露
戦
争
時
、
教
員
充
足
率
が
年
々
低
下
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
様
相
は
、「
教
員
の
不
足
数
は
毫
も
減
少
す
る
事
な
く
、
剰
へ
…
…
不
足
を
逓
加
せ
る
の
現
象
を
呈
せ
り
、
教
員
補
充
の
困
難
な
る
実
に
言
語
の
外
に
絶
す
」
１
と
評
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
教
員
不
足
の
理
由
と
し
て
、
つ
ぎ
の
二
つ
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
予
想
を
越
え
る
就
学
率
の
急
上
昇
に
伴
い
、
学
級
数
が
急
増
し
、
教
員
の
需
要
が
高
ま
っ
た
２
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
露
戦
争
に
伴
う
緊
縮
財
政
を
理
由
と
し
て
、
教
員
の
採
用
控
え
教員充足率
[註]　『岡山県統計書（岡山県統計年報）』各年度
　　より作成。
1904 1905 1906 1907
68.1 67.5 64.9 64.8
年度
（単位：％）
表2-1　尋常小学校における教員充足率の推移
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や
人
員
削
減
、
あ
る
い
は
待
遇
の
悪
化
に
よ
る
転
退
職
が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
３
こ
と
で
あ
る
。 
 
し
か
し
、
本
来
教
員
不
足
に
対
処
す
べ
き
師
範
学
校
も
、
日
露
戦
争
に
伴
う
緊
縮
財
政
の
影
響
を
受
け
、
そ
の
規
模
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
表
二-
二
は
、
師
範
学
校
予
算
額
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
日
露
戦
争
時
、
予
算
額
が
年
々
削
減
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
臨
時
岡
山
県
会
に
お
い
て
、「
師
範
学
校
ノ
講
習
科
ノ
如
キ
、
時
局
中
、
休
廃
ス
ル
モ
敢
テ
妨
ア
ル
ヲ
見
ズ
」
４
と
、
師
範
学
校
講
習
科
の
休
廃
止
が
論
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
岡
山
県
は
、
同
年
三
月
、「
従
来
男
女
両
師
範
学
校
ニ
於
テ
、
小
学
校
教
員
講
習
科
ヲ
開
設
シ
、
正
教
員
ヲ
養
成
シ
タ
ル
モ
、
本
年
（
一
九
〇
四
年
…
…
引
用
者
）
ハ
県
費
節
約
ノ
為
メ
、
講
習
科
ヲ
休
止
シ
タ
リ
」
５
と
、
師
範
学
校
講
習
科
を
休
止
し
た
。 
 
そ
う
し
た
講
習
科
の
休
止
は
、
教
員
不
足
の
解
決
を
ま
す
ま
す
困
難
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。表
二-
三
は
、師
範
学
校
講
習
科
卒
業
生
数
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
男
子
講
習
科
は
、
現
職
教
育
と
併
せ
、
時
宜
に
応
じ
て
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
、
あ
る
い
は
尋
常
小
学
校
准
教
員
を
養
成
し
た
。
ま
た
、
女
子
講
習
科
は
、
甲
種
に
お
け
る
現
職
教
育
と
併
せ
、
乙
種
に
お
い
て
尋
常
小
学
校
准
教
員
を
養
成
し
た
。
さ
て
、
再
び
表
二-
三
に
目
を
移
す
な
ら
ば
、
講
習
科
卒
業
生
数
が
年
々
増
加
し
、
休
止
直
前
に
は
二
〇
〇
名
に
迫
る
勢
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
講
習
科
の
休
止
は
、
教
員
の
供
給
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
場
合
、
京
都
府
や
宮
城
県
な
ど
、
他
道
府
県
に
お
い
て
は
、
道
府
県
教
育
会
が
し
ば
し
ば
そ
の
欠
を
補
っ
た
６
。
し
か
し
、
岡
山
県
に
お
い
て
、
現
時
点
で
そ
の
理
由
が
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
県
教
育
会
が
教
員
養
成
を
活
発
に
行
う
こ
と
は
な
か
っ
た
７
。
そ
の
た
め
、
同
県
は
、
他
の
養
成
機
関
に
教
員
不
足
解
決
の
方
途
を
求
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 
 
（
二
）「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
の
制
定
に
よ
り
拡
充
さ
れ
た
小
学
校
教
員
養
成
所
制 
     
度 
 
で
は
、岡
山
県
は
、い
か
に
し
て
講
習
科
の
休
止
に
み
ら
れ
る
師
範
学
校
の
規
模
縮
小
を
補
っ
た
の
か
。
同
県
は
、
既
設
の
教
員
養
成
機
関
で
あ
っ
た
小
学
校
教
員
養
成
所
を
拡
充
し
、
そ
れ
を
補
お
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
伴
い
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
を
正
式
に
認
め
た
の
で
あ
っ
た
。 岡山県師範学校費
[註]　岡山県編『岡山県会史』第2編、1906年、762頁、
    776頁、790頁、804頁より作成。
年度
（単位：円）
表2-2　師範学校予算額の推移
1904 1905
50184
1906 1907
433964628249142講習科卒業生数
[註]　『岡山県統計書（岡山県統計年報）』各年度
　　より作成。　
表2-3　師範学校講習科卒業生数の推移
77 175 150 194
（単位：名）
年度 1900 1901 1902 1903
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岡
山
県
は
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
県
令
第
二
七
号
に
よ
り
、「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
を
制
定
し
た
。
こ
れ
よ
り
前
、
同
県
が
「
郡
市
立
准
教
員
養
成
所
ニ
関
ス
ル
規
程
」
を
制
定
し
て
い
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
小
学
校
教
員
養
成
所
制
度
の
拡
充
を
め
ざ
し
、「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
を
制
定
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
原
則
と
し
て
尋
常
小
学
校
准
教
員
に
限
定
し
て
い
た
養
成
教
員
種
を
小
学
校
本
科
正
教
員
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
と
い
っ
た
正
教
員
に
ま
で
広
げ
た
。
そ
の
う
え
で
、
養
成
教
員
種
ご
と
の
入
学
条
件
、
修
業
期
間
、
養
成
科
目
お
よ
び
程
度
、
教
授
時
数
、
講
師
の
資
格
お
よ
び
配
置
基
準
を
示
し
、
そ
れ
を
満
た
し
た
小
学
校
教
員
養
成
所
の
卒
業
生
に
は
無
試
験
検
定
、
あ
る
い
は
臨
時
試
験
検
定
受
検
の
資
格
を
付
与
す
る
と
定
め
た
８
。 
 
そ
し
て
、
岡
山
県
は
、「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
の
制
定
を
機
と
し
て
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
を
正
式
に
認
め
た
。
同
県
は
、
同
規
程
に
お
い
て
「
小
学
校
教
員
養
成
所
ヲ
設
置
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
、
此
規
程
ニ
拠
リ
、
設
立
者
ニ
於
テ
…
…
知
事
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ
」
９
と
定
め
、
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
者
に
制
限
を
設
け
て
い
な
か
っ
た
。そ
し
て
、そ
の
う
ち
に
私
立
学
校
が
含
ま
れ
た
こ
と
は
、
文
部
省
に
申
請
し
た
「
小
学
校
教
員
養
成
所
設
置
認
可
施
行
方
」（
一
九
〇
四
年
岡
山
県
申
請
学
甲
第
二
〇
四
号
）
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
申
請
理
由
部
分
を
引
用
す
る
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
１
０
。 
 
本
県
小
学
校
教
員
ハ
多
数
不
足
シ
、
師
範
学
校
本
科
及
講
習
科
卒
業
生
、
其
他
教
員
検
定
等
ノ
方
法
ニ
依
リ
補
充
致
居
候
得
共
、
到
底
俄
カ
ニ
其
充
実
ヲ
期
シ
難
ク
候
ニ
就
テ
ハ
、
公
立
、
私
立
ニ
於
テ
別
紙
ノ
規
程
ニ
適
合
候
者
ニ
ハ
、
小
学
校
教
員
養
成
所
ノ
設
置
ヲ
認
可
シ
、
教
員
補
充
ノ
方
法
ヲ
画
策
致
度
候
条
、
別
ニ
前
例
モ
無
之
事
ニ
付
、
右
ニ
テ
差
支
可
無
之
歟
、
一
応
御
指
揮
相
仰
度
、
此
段
申
請
候
也
、 
  
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
岡
山
県
が
「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
の
制
定
に
よ
り
、「
公
立
、
私
立
…
…
小
学
校
教
員
養
成
所
」、
す
な
わ
ち
公
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
師
範
学
校
本
科
お
よ
び
講
習
科
卒
業
生
、
な
ら
び
に
小
学
校
教
員
検
定
合
格
者
に
よ
っ
て
も
補
う
こ
と
の
で
き
な
い
教
員
不
足
の
解
決
を
め
ざ
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
申
請
に
対
し
、
文
部
省
は
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
に
つ
い
て
は
何
ら
疑
義
を
示
さ
ず
、「
御
規
定
ノ
通
リ
施
行
セ
ラ
レ
差
支
無
之
ト
存
候
」
１
１
と
回
答
し
た
。
私
立
各
種
学
校
で
あ
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
岡
山
県
が
認
可
さ
え
す
れ
ば
設
置
可
能
で
あ
っ
た
１
２
か
ら
で
あ
る
。 
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（
三
）
私
立
学
校
の
小
学
校
教
員
養
成
事
業
へ
の
参
入
を
主
導
し
た
国
民
党 
 
と
こ
ろ
で
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
に
み
ら
れ
る
私
立
学
校
の
小
学
校
教
員
養
成
事
業
へ
の
参
入
に
つ
い
て
、
岡
山
県
会
に
お
い
て
、
い
か
な
る
議
論
が
な
さ
れ
た
の
か
。
現
時
点
で
は
史
料
的
な
制
約
の
た
め
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
県
会
に
お
い
て
隆
盛
を
誇
っ
た
国
民
党
が
、
そ
の
主
導
的
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
私
立
学
校
の
小
学
校
教
員
養
成
事
業
へ
の
参
入
は
、
岡
山
県
会
に
お
け
る
国
民
党
一
党
独
占
と
い
う
政
治
状
況
の
も
と
で
行
わ
れ
た
１
３
。
岡
山
県
会
に
お
い
て
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
の
改
選
時
、
進
歩
党
が
絶
対
的
多
数
を
形
成
し
た
。
以
降
一
九
一
〇
年
代
末
に
至
る
ま
で
、
進
歩
党
、
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
鶴
鳴
会
、
さ
ら
に
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
国
民
党
が
、
岡
山
県
会
の
議
席
を
独
占
し
た
。
そ
の
様
相
は
、「
我
岡
山
県
の
政
界
は
国
民
党
多
数
を
占
む
。
即
ち
強
者
也
」
１
４
と
評
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
同
党
の
強
勢
は
、「
県
下
国
民
党
の
結
合
は
甚
だ
堅
く
、
…
…
其
の
結
合
勢
力
の
中
心
は
党
首
た
る
犬
養
氏
に
在
る
と
は
何
人
も
疑
ふ
も
の
な
し
」
１
５
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
岡
山
県
出
身
で
中
央
政
界
で
活
躍
し
た
党
首
犬
養
毅
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。 
 
国
民
党
は
、
民
党
の
流
れ
を
く
み
、「
政
費
節
減
」、「
民
力
休
養
」
を
唱
え
、
教
育
予
算
に
つ
い
て
も
公
立
学
校
費
の
抑
制
を
主
張
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
私
立
学
校
へ
の
補
助
、
育
成
を
主
張
し
、
そ
の
発
達
を
促
す
こ
と
が
結
果
と
し
て
県
経
済
に
有
益
で
あ
る
と
訴
え
た
。
そ
う
し
た
主
張
は
、
教
員
養
成
に
も
お
よ
び
、
師
範
学
校
の
規
模
縮
小
、
他
方
で
私
立
学
校
の
小
学
校
教
員
養
成
事
業
へ
の
参
入
を
主
導
し
た
。
国
民
党
は
、
た
と
え
ば
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
通
常
岡
山
県
会
に
お
い
て
、「（
師
範
学
校
…
…
引
用
者
）
一
年
生
募
集
百
五
名
ヲ
八
十
名
ニ
減
シ
、
自
費
生
二
十
五
名
ヲ
四
十
名
」
１
６
と
す
る
動
議
を
提
出
し
、
日
露
戦
争
時
の
緊
縮
財
政
を
理
由
と
し
て
、
定
員
の
削
減
お
よ
び
自
費
生
の
拡
大
に
よ
り
、
師
範
学
校
費
を
抑
制
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
削
減
さ
れ
た
師
範
学
校
の
定
員
は
「
私
立
学
校
ニ
於
ケ
ル
教
員
養
成
、
…
…
世
ノ
進
歩
ニ
伴
ヒ
私
立
学
校
ノ
数
ヲ
増
シ
、
従
ツ
テ
完
全
ナ
ル
」
１
７
と
、
私
立
学
校
が
発
達
す
る
に
つ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
教
員
養
成
の
質
も
向
上
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
卒
業
生
に
よ
り
補
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
訴
え
た
。
こ
れ
に
対
し
、
他
党
は
、「
不
完
全
な
る
学
校
、
即
関
西
中
学
、
又
は
金
川
中
学
の
如
き
私
立
学
校
出
身
者
に
（
教
員
の
…
…
引
用
者
）
地
位
を
与
へ
ん
と
す
る
者
に
し
て
、
其
結
果
、
県
の
教
育
上
に
大
打
撃
を
与
ふ
る
者
な
り
」
１
８
と
反
論
し
た
。
ま
た
、
岡
山
県
も
、
教
員
養
成
に
お
け
る
師
範
学
校
の
正
当
性
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
訴
え
１
９
、
原
案
の
執
行
を
強
行
し
た
。 
 
師
範
学
校
生
徒
定
員
ヲ
減
ズ
ル
ハ
、
国
民
教
育
ノ
源
泉
タ
ル
教
員
養
成
ノ
根
底
ヲ
変
革
ス
ル
モ
ノ
ニ
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シ
テ
実
ニ
容
易
ナ
ラ
ザ
ル
問
題
、
…
…
縦
令
師
範
学
校
生
徒
ノ
定
員
ヲ
減
ズ
ル
モ
、
他
ニ
検
定
試
験
及
私
立
学
校
ノ
教
員
養
成
所
ア
ル
ヲ
以
テ
差
支
ナ
シ
ト
云
フ
ニ
ア
ル
モ
、
…
…
小
学
教
育
ノ
目
的
ヲ
秩
序
正
シ
ク
遂
行
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
ハ
、
相
当
ノ
順
序
ア
ル
ヲ
要
ス
、
而
シ
テ
其
順
序
ト
ハ
、
即
チ
師
範
学
校
ノ
教
育
ニ
依
リ
テ
適
当
ノ
教
育
者
ヲ
得
ル
ニ
ア
リ
、
…
…
故
ニ
将
来
ニ
於
ケ
ル
小
学
教
育
ヲ
完
全
ナ
ラ
シ
ム
ル
ニ
ハ
、
師
範
学
校
ニ
重
キ
ヲ
置
キ
、
之
レ
ニ
依
ツ
テ
教
員
ノ
欠
員
ヲ
補
助
ス
ル
ノ
道
ヲ
立
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、 
  
こ
う
し
て
国
民
党
に
よ
る
動
議
は
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
同
党
が
同
様
の
主
張
を
こ
の
前
後
に
も
し
ば
し
ば
繰
り
返
し
た
２
０
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
私
立
学
校
の
小
学
校
教
員
養
成
事
業
へ
の
参
入
は
、
そ
の
主
導
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 
 
ま
た
、
国
民
党
に
は
私
立
学
校
関
係
者
が
多
数
所
属
し
て
い
た
事
実
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
同
党
の
教
育
主
張
は
、
自
党
私
立
学
校
関
係
者
へ
の
便
宜
供
与
も
目
的
と
し
て
い
た
。
関
西
中
学
教
員
養
成
所
を
例
と
す
る
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
証
言
に
よ
り
２
１
、
同
党
と
関
西
中
学
校
関
係
者
が
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
関
西
中
学
は
、
犬
養
毅
と
の
関
係
が
深
く
、
世
は
政
友
会
が
全
盛
を
迎
え
て
も
、
県
議
会
多
数
で
あ
っ
た
国
民
党
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
現
に
白
河
次
郎
校
長
は
、
国
民
党
代
議
士
で
あ
り
、
佐
藤
富
三
郎
校
長
時
代
も
、
校
長
室
に
犬
養
毅
の
後
援
会
組
織
が
あ
っ
た
と
言
う
ほ
ど
で
す
。
鉄
幹
大
塚
香
校
長
も
、
県
議
会
で
は
国
民
党
系
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。 
  
こ
の
よ
う
に
国
民
党
が
私
立
学
校
の
小
学
校
教
員
養
成
事
業
へ
の
参
入
を
主
導
し
た
こ
と
は
、
自
党
私
立
学
校
関
係
者
を
利
す
る
た
め
で
も
あ
っ
た
。 
 
（
四
）
尋
常
小
学
校
正
准
教
員
の
養
成
に
成
果
を
あ
げ
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所 
 
で
は
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
教
員
養
成
に
ど
れ
ほ
ど
の
成
果
を
あ
げ
た
の
か
。
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
尋
常
小
学
校
正
准
教
員
の
養
成
を
ほ
ぼ
独
占
し
、
師
範
学
校
講
習
科
の
休
止
を
補
っ
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
制
定
後
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
増
加
し
た
。
表
二-
四
は
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
状
況
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
従
前
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
た
四
校
に
加
え
、
関
西
中
学
教
員
養
成
所
な
ど
九
校
が
新
設
さ
れ
、
当
該
期
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
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が
合
計
一
三
校
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
こ
う
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
増
加
は
、
私
立
学
校
が
師
範
学
校
講
習
科
の
休
止
に
経
営
的
活
路
を
見
い
出
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
岡
山
県
は
、
そ
も
そ
も
私
立
学
校
隆
盛
の
地
で
あ
っ
た
２
２
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
は
、「
本
校
ハ
全
ク
創
業
資
金
ナ
キ
為
ニ
借
金
政
策
ヲ
執
リ
」
２
３
と
、
財
政
難
に
苦
し
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
、
私
立
学
校
は
、
師
範
学
校
講
習
科
の
休
止
を
契
機
と
し
て
、
そ
の
経
営
改
善
を
め
ざ
し
、「
積
極
的
な
学
校
経
営
を
模
索
す
る
中
で
、
い
く
つ
か
の
案
が
浮
び
上
が
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
教
員
養
成
所
の
開
設
」
２
４
で
あ
っ
た
と
小
学
校
教
員
養
成
所
を
設
置
し
た
。 
 
そ
れ
は
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
地
域
的
分
布
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
図
二-
一
は
、
新
設
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
地
域
的
分
布
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
九
校
中
四
校
が
師
範
学
校
の
在
る
岡
山
市
に
集
中
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
ま
た
、
師
範
学
校
講
習
科
の
休
止
を
契
機
と
し
て
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
増
加
し
た
こ
と
は
、
そ
1 金川中学教員養成所 尋本正/尋准 御津郡 1902.4→1919.3 男子 私立金川中学校ほか
2 興譲館中学教員養成所 尋本正/尋准 後月郡 1902.4→1908.3 男子 私立興譲館中学校
（1905.4→1907.3を除く）
3 春霞（女）学校教員養成所 尋准 都窪郡 1902.4→1908.4まで存続確認 男女子 私立春霞（女）学校
→吉備郡
4 岡山女学校教員養成所 尋本正/尋准 岡山市 1903.4→1905.3 女子 私立岡山女学校
5 関西中学教員養成所 小本正/尋本正/尋准 御津郡 1904.4→1912.3 男子 私立関西中学校
6 岡山実科女学校教員養成所 小本正/尋本正/尋准/ 岡山市 1904.5→1920.3 女子 私立岡山実科女学校ほか
小裁専正
7 有漢教員養成所 尋准 上房郡 1904.7→1928.3 男女子 公立有漢高等女学校ほか
8 岡山教員養成所 小本正/尋本正/尋准 岡山市 1904.10→1918.4 男子 私立中学閑谷黌岡山分黌ほか
9 順正女学校教員養成所 不明 上房郡 1905.3頃→1910.1まで存続確認 女子 私立順正女学校
10 岡山女子職業学校教員養成所 尋本正/尋准/小裁専正 岡山市 1905.4→1907.3 女子 私立岡山女子職業学校
11 作西教員養成所 尋本正/尋准 真庭郡 1905.5→1909.3 男女子 私立作西学舎
12 八濱准教員養成所 尋准 児島郡 1905.6頃→不明 女子
13 斉家女学校教員養成所 尋本正/尋准/小裁専正 岡山市 1907.4→1907.8まで存続確認 女子 私立斉家女学校
[註](1)　『山陽新報』各号、『岡山県統計書（岡山県統計年報）』各年度、『岡山市統計年報』各年度、『岡山県学事関係職員録』各年度、岡山県教
       育史刊行会編『岡山県教育史』下巻、岡山市史編集委員会編『岡山市史（宗教・教育編）』岡山市役所、八〇周年記念誌編集委員会編『臥龍』
　　　 岡山県立金川高等学校創立八〇周年記念事業推進期成会、1958年、36―38頁、岡山県立金川高等学校創立一二〇周年記念事業実行委員会編『岡
       山県立金川高等学校創立一二〇周年記念誌』、2004年、296―302頁、山下敏鎌編『興譲館一二〇年史』、1973年、641頁、関西学園編『関西学園
       一〇〇年史』、1987年、109―111頁、就実学園創立一〇〇周年記念事業実行委員会編『就実学園一〇〇年史』、2005年、503―509頁、蛭田禎男
       『有漢教員養成所』有漢町教育委員会、1985年、88―91頁より作成。　　
    (2)  春靄（女）学校教員養成所は、1907（明治40）年4月に都窪郡から吉備郡に移転した。 
（設置順）
表2-4　私設小学校教員養成所の設置状況
私設小学校教員養成所名称 性別所在地 開閉設年月養成教員種 付設（関連）する中等程度の学校
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の
時
期
的
分
布
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
図
二-
二
は
、
新
設
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
時
期
的
分
布
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
斉
家
女
学
校
教
員
養
成
所
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
新
設
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
師
範
学
校
講
習
科
休
止
一
年
以
内
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
そ
し
て
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
尋
常
小
学
校
正
准
教
員
の
養
成
に
成
果
を
あ
げ
、
師
範
学
校
講
習
科
の
休
止
を
補
完
し
た
。表
二-
五
は
、
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
度
の
男
子
を
例
と
し
て
、
養
成
教
員
種
ご
と
の
機
関
別
卒
業
生
数
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
小
学
校
本
科
正
教
員
の
場
合
、
一
二
一
名
中
、
師
範
学
校
卒
業
生
が
八
一
名
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
卒
業
生
は
四
〇
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
の
場
合
、
一
一
六
名
全
員
が
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
卒
業
生
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
尋
常
小
学
校
准
教
員
の
場
合
、
二
五
一
名
中
、
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
卒
業
生
が
五
七
名
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
卒
業
生
は
一
九
四
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
小
学
校
教
員
養
成
所
卒
業
生
が
か
な
ら
ず
し
も
教
員
免
許
状
取
得
者
で
は
な
い
と
い
っ
た
史
料
的
な
制
約
が
あ
る
も
の
の
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
尋
常
小
学
校
正
准
教
員
の
養
成
を
ほ
ぼ
独
占
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
も
、
当
該
期
に
お
い
て
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
以
外
の
養
成
[註]　表2-4「私設小学校教員養成所の設置状況」より作成。
07.4
04.7
07.3
07.807.4
05.5作西教員養成所
八濱准教員養成所
斉家女学校教員養成所
男子講習科
女子講習科
私設小学校教員養成所
関西中学教員養成所
岡山実科女学校教員養成所 04.5
04.4
04.3
04.3
図2-2　新設私設小学校教員養成所の時期的分布
04.10
05.3頃
05.4
05.6頃
有漢教員養成所
岡山教員養成所
順正女学校教員養成所
岡山女子職業学校教員養成所
年度 1903 1904 1905 1906 1907
岡山県師範学校
男子本科
女子本科
・岡山県師範学校:■
・私設小学校教員養成所:
  ①関西中学教員養成所
  ②岡山実科女学校教員養成所
  ③有漢教員養成所
  ④岡山教員養成所
  ⑤順正女学校教員養成所
  ⑥岡山女子職業学校教員養成所
  ⑦作西教員養成所
  ⑧八濱准教員養成所
  ⑨斉家女学校教員養成所
[註]　表2-4「私設小学校教員養成所の設置状況」より作成。
図2-1　新設私設小学校教員養成所の地域的分布
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機
関
が
皆
無
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
、
そ
の
養
成
を
独
占
し
た
。 
    
第
二
節 
師
範
学
校
講
習
科
の
休
止
を
補
完
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
実
相 
 
 
 
 
―
―
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
を
事
例
と
し
て
―
― 
 
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
尋
常
小
学
校
正
准
教
員
の
養
成
に
成
果
を
あ
げ
、
師
範
学
校
講
習
科
の
休
止
を
補
完
し
た
。
ま
た
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
養
成
も
独
占
し
た
。
で
は
、
そ
こ
で
は
、
い
か
な
る
教
員
養
成
が
行
わ
れ
た
の
か
。
そ
れ
を
探
る
た
め
、
本
節
で
は
当
該
期
に
お
け
る
代
表
的
な
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
で
あ
る
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
の
実
相
を
み
て
い
こ
う
。 
 
（
一
）
女
学
校
の
経
営
改
善
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所 
 
岡
山
実
科
女
学
校
は
、
他
の
私
立
学
校
と
同
様
、
財
政
難
に
苦
し
む
な
か
、
師
範
学
校
講
習
科
の
休
止
に
経
営
的
活
路
を
見
い
出
し
、
小
学
校
教
員
養
成
所
を
設
置
し
た
。
そ
う
し
て
設
置
さ
れ
た
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、
女
学
校
の
期
待
に
応
え
、
そ
の
経
営
改
善
に
寄
与
し
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
岡
山
実
科
女
学
校
は
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
四
月
、
岡
山
市
に
開
校
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
経
営
は
困
難
で
あ
っ
た
。同
校
開
校
時
に
お
け
る
「
教
育
ノ
趣
旨
」
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
２
５
。 
 
本
校
ハ
、
…
…
主
ト
シ
テ
婦
徳
ヲ
修
養
シ
、
実
用
ニ
適
切
ナ
ル
技
芸
科
及
学
科
ヲ
授
ケ
、
常
ニ
体
育
、
衛
生
ニ
注
意
シ
、
以
テ
身
体
健
全
、
操
行
確
実
ニ
シ
テ
、
実
地
有
用
ノ
女
子
ヲ
造
ラ
ム
コ
ト
ヲ
期
ス
、 
  
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
岡
山
実
科
女
学
校
が
「
実
地
有
用
ノ
女
子
ヲ
造
ラ
ム
」
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
開
校
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
経
営
は
、
開
校
当
初
か
ら
す
で
に
「
本
校
創
立
当
時
は
資
金
全
く
な
く
、
全
部
借
入
金
に
て
」
２
６
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。 
岡山県男子師範学校
本科
小計
公設小学校教員養成所
川上郡准教員養成所
小計
私設小学校教員養成所
金川中学教員養成所
関西中学教員養成所
有漢教員養成所
岡山教員養成所
作西教員養成所
小計
合計
[註](1)　『山陽新報』各号、岡山県教育史刊行
       会編『岡山県教育史』下巻、1961年、
       291頁、岡山県教育会編「戦時岡山県教育
       状況」（『岡山県教育会誌』第69号第1付
       録、1905年9月15日）16頁、八〇周年記念
       誌編集委員会編『臥龍』岡山県立金川高
       等学校創立八〇周年記念事業推進期成会、
       1963年、20―22頁、有漢教員養成所同窓
       会編『会誌』第3号、1914年、43頁より作
       成。      
    (2)　作西教員養成所は、在学生数で女子も
       含む。
    (3)　川上郡准教員養成所は、女子も含む。
40
40 116 194
121 116 251
40 36 31
22
44 53
81
81
57
57
36 48
（単位：名）
小本正 尋本正 尋准
表2-5　1905年度における養成教員種
     ごとの機関別男子卒業生数
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そ
こ
で
、
岡
山
実
科
女
学
校
は
、
経
営
改
善
を
め
ざ
し
、
小
学
校
教
員
養
成
所
を
設
置
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
設
置
の
目
的
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
２
７
。 
 
女
子
ハ
天
性
教
育
者
タ
ル
ニ
適
セ
リ
、
男
子
ハ
社
会
ノ
発
展
ニ
伴
ヒ
、
他
ノ
業
務
ニ
従
事
ス
ル
ノ
必
要
多
ク
シ
テ
、
教
育
事
業
ハ
女
子
ノ
手
ヲ
借
ル
ノ
必
要
益
々
多
カ
ラ
ン
ト
ス
、
故
ニ
女
教
員
ノ
養
成
ハ
甚
緊
要
ノ
施
設
タ
ル
ヲ
以
テ
、
茲
ニ
女
教
員
養
成
科
ヲ
付
設
シ
、
国
家
教
育
上
ニ
貢
献
ス
ル
所
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
、 
  
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
が
女
性
教
員
の
社
会
的
需
要
の
高
ま
り
に
応
ず
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。再
び
表
二-
四
に
目
を
移
す
な
ら
ば
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
そ
う
し
た
需
要
を
受
け
、
一
三
校
の
う
ち
の
九
校
が
女
子
に
門
戸
を
開
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
な
岡
山
実
科
女
学
校
の
経
営
状
況
に
照
ら
せ
ば
、
同
校
は
、
そ
の
改
善
も
主
た
る
目
的
と
し
て
小
学
校
教
員
養
成
所
を
設
置
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
そ
う
し
た
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、
女
子
師
範
学
校
を
凌
ぐ
教
員
養
成
を
行
っ
た
。
表
二-
六
は
、
女
子
師
範
学
校
と
同
養
成
所
の
養
成
教
員
種
別
卒
業
生
数
を
比
較
し
て
い
る
。こ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
養
成
所
が
小
学
校
本
科
正
教
員
の
養
成
数
こ
そ
女
子
師
範
学
校
に
お
よ
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、
養
成
教
員
種
は
四
種
に
の
ぼ
り
、
そ
れ
に
伴
い
卒
業
生
数
も
師
範
学
校
を
圧
倒
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。ま
た
、
再
び
表
二-
四
に
目
を
移
す
な
ら
ば
、四
種
も
の
教
員
を
養
成
す
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
同
養
成
所
が
県
下
唯
一
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。 
 
そ
し
て
、岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、女
学
校
の
期
待
ど
お
り
の
成
果
を
あ
げ
た
。表
二-
七
は
、
[註]　『岡山県統計書（岡山県統計年報）』各年度、就実学園創
　　立一〇〇周年記念事業実行委員会編『就実学園一〇〇年史』、
    2005年、474頁、私立岡山実科女学校内姉妹会編『つくづくし』
    第2号、1906年、134頁、就実高等学校所蔵、私立岡山実科女学
　　校内姉妹会編『つくづくし』第5号、1907年、41頁、43頁、就
　　実高等学校所蔵、私立実科高等女学校内姉妹会編『土筆』第8
　　号、1908年、113頁、就実高等学校所蔵より作成。
   表2-6　女子師範学校と岡山実科女学校教員養成所
          の養成教員種別卒業生数の比較
尋常小学校准教員養成部
小計 86
29
120
44
177
41
50
171
尋常小学校本科正教員養成部
小学校裁縫専科正教員養成部
40
42
41
50
47
66
17
63
岡山実科女学校教員養成所
小学校本科正教員養成部 4 20
本科（小学校本科正教員）
小計
28
28
31
31
31
31
31
31
年度
岡山県女子師範学校
1904 1905 1906 1907
（単位：名）
表2-7　1906年度における岡山実科
　　　 女学校本科と小学校教員
       養成所の授業料収入および
       入学料収入の比較
授業料収入
入学料収入
[註](1)　『山陽新報』1907年8月15日より
       作成。
    (2)　銭以下の金額は切り捨てた。
100 120
 （単位：円）
本科 小学校教員養成所
2838 3052
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一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
度
を
例
と
し
て
、
岡
山
実
科
女
学
校
の
主
た
る
収
入
源
で
あ
る
授
業
料
収
入
と
入
学
料
収
入
に
つ
い
て
、
女
学
校
本
科
と
小
学
校
教
員
養
成
所
を
比
較
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
科
の
授
業
料
収
入
が
二
八
三
八
円
、
入
学
料
収
入
が
一
〇
〇
円
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
小
学
校
教
員
養
成
所
の
授
業
料
収
入
は
三
〇
五
二
円
、
入
学
料
収
入
は
一
二
〇
円
と
、
小
学
校
教
員
養
成
所
が
い
ず
れ
も
本
科
を
上
回
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
（
二
）
開
校
の
趣
旨
に 
 
 
 
基
づ
い
た
特 
 
 
 
色
あ
る
教
員 
 
 
 
養
成 
 
で
は
、
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、
い
か
な
る
教
員
養
成
を
行
っ
た
の
か
。
同
養
成
所
は
、
開
校
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
裁
縫
教
育
を
重
視
し
、
本
科
教
員
の
み
な
ら
ず
、
と
り
わ
け
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
養
成
に
成
果
を
あ
げ
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、
裁
縫
教
育
を
重
視
す
る
教
員
養
成
を
行
っ
た
。
表
二-
八
は
、「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
と
「
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
学
則
」
を
比
較
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
定
員
へ
の
言
及
に
相
違
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
第26条　教員養成科ノ定員左ノ如シ
1.小学校裁縫専科正教員　80名
第2条　入学志願者ハ身体健全品行方正ニシテ各部左ノ資格ノ一ヲ 第27条　教員養成科ニ入学セント欲スルモノハ身体健全品行方正ニシ
     具フルコトヲ要ス 　　　テ左ノ資格ノ一ヲ具フルコトヲ要ス
　 1.小学校裁縫専科正教員養成部 　 1.小学校裁縫専科正教員
　 (イ)尋常小学校准教員ノ資格ヲ有スル者 (イ)尋常小学校准教員ノ資格ヲ有スル者
(ロ)修業年限4ケ年ノ高等小学校卒業生、若クハ高等女学校第2学 (ロ)修業年限4個年ノ高等小学校卒業生若クハ高等女学校第2学年
　　年修了以上ノ者ニシテ尋常小学校准教員検定試験ノ程度ニ拠 　　修了以上ノ者ニシテ尋常小学校准教員検定試験ノ程度ニヨリ
　　リ修身、国語、算術、理科、地理、歴史、裁縫ノ入学試験ニ 　　修身、国語、算術、理科、地理、歴史、裁縫ノ入学試験ニ合
    合格シタル者     格シタル者
(ハ)高等小学校第2学年修了以上ノ者若クハ是レト同等以上ノ学 (ハ)高等小学校第2学年修了以上ノ者若クハ之レト同等以上ノ学
　　力ヲ有スル者ヲ入学セシメ修業年限3ケ年以上ニシテ裁縫科 　　力ヲ有スル者ヲ入学セシメ修業年限3ケ年以上ニシテ裁縫科
　　ヲ主トシ教授シタル学校ノ卒業生 　　 　ヲ主トシ教授シタル学校ノ卒業生
第3条　修業年限ヲ定ムルコト左ノ如シ 第28条　修業年限ヲ定ムルコト左ノ如シ
　 1.小学校裁縫専科正教員養成部1ケ年以上 1.小学校裁縫専科正教員　1ケ年
第4条　学科目及其程度ヲ定ムルコト左ノ如シ 第29条　教科目課程及毎週教授時数ヲ定ムルコト別表ノ如シ
　 1.小学校裁縫専科正教員養成部 修身2　教育ニ関スル勅語ニ基キタル人倫道徳ノ要旨、作法
　 小学校令施行規則第110条ノ規定ニ拠リ修身、教育、国語、算術、 教育5　教育学、教授法、管理法、実地授業
裁縫、体操トス 国語5　講読、文法、作文
第5条　毎週教授時数ハ28時以上36時以下トシ各学科ノ配当時間ハ概 算術3　四則、分数、小数、比例、百分算
     子左ノ例ニ拠ルヘシ 裁縫17 普通衣服ノ積リ方、裁方、縫方、繕方、保存法、洗濯法
1.小学校裁縫専科正教員養成部 体操2　普通体操、遊戯
　 修身2　教育5　国語5　算術3　裁縫11　体操2 計34
[註]　『岡山県報』第89号、1904年3月31日、「私立岡山実科女学校学則」（私立岡山実科女学校財団編『沿革史』、1909年、就実高等学校所蔵）より作
     成。
定員
入学条件
修業期間
養成科目
および
教授時数
表2-8　「小学校教員養成所規程」と「岡山実科女学校教員養成所学則」の比較
「岡山実科女学校教員養成所学則」「小学校教員養成所規程」
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学
則
が
同
規
程
の
示
す
基
準
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
学
則
は
、
毎
週
教
授
時
数
の
う
ち
、
裁
縫
科
に
一
七
時
間
を
充
て
、
同
規
程
の
一
一
時
間
を
上
回
る
時
数
を
定
め
た
。
こ
う
し
た
裁
縫
教
育
を
重
視
す
る
時
間
配
当
は
、
小
学
校
本
科
正
教
員
お
よ
び
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
と
い
っ
た
本
科
教
員
の
養
成
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
２
８
。
そ
れ
は
、「
実
地
有
用
ノ
女
子
ヲ
造
ラ
ム
」
と
い
う
開
校
の
趣
旨
を
反
映
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。 
 
そ
し
て
、
女
学
校
教
員
が
中
心
に
な
り
、
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
に
お
け
る
教
員
養
成
を
行
っ
た
。表
二-
九
は
、
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
度
に
お
け
る
岡
山
実
科
女
学
校
の
教
員
構
成
を
示
し
て
い
る
。こ
れ
に
よ
れ
ば
、
女
学
校
教
員
の
担
当
科
目
が
表
二-
八
の
学
則
に
お
け
る
養
成
科
目
を
ほ
ぼ
網
羅
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。な
か
で
も
、
裁
縫
科
教
員
の
人
選
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
意
が
用
い
ら
れ
た
２
９
。 
 
岡
山
市
内
に
て
裁
縫
科
に
て
は
矢
部
、
片
山
、
山
本
、
山
根
の
各
裁
縫
教
授
所
あ
り
て
、
何
れ
も
名
高
く
…
…
本
校
の
裁
縫
教
師
に
は
此
四
人
の
方
々
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
技
能
の
あ
る
人
を
採
用
せ
な
け
れ
ば
仲
々
以
て
裁
縫
上
に
於
て
評
判
を
執
る
こ
と
は
出
来
ぬ
、 
  
な
お
、
使
用
さ
れ
た
教
科
書
は
史
料
的
な
制
約
の
た
め
に
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
表
二-
一
〇
に
あ
る
岡
山
県
告
示
に
よ
る
検
定
用
参
考
図
書
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
そ
し
て
、
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、
と
り
わ
け
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
養
成
に
好
成
績
を
お
さ
め
た
。
表
二-
一
一
は
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
度
を
例
と
し
て
、
同
養
成
所
卒
業
生
と
一
般
受
検
生
の
小
学
校
教
員
試
験
検
定
の
合
格
率
を
比
較
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
他
の
教
員
種
も
一
般
国富友次郎 校長
山上峰次 主幹 修身、教育
岡本剛 教師 理科、算術 本科2年担任
牧野玽 教師 修身、国語、漢文 本科2年担任
山本亀能 教師 算術、国語、家事、割烹 本科1年担任
松井亀四郎 教師 算術、地理、歴史 本科教員養成部担任
山田満寿 教師 裁縫 専科教員養成部担任
得光小銀 教師 裁縫 選科担任
原久 教師 図画、造花 本科1年担任
和田シカ子 教師 刺繍 選科担任
森安鶴 教師 裁縫 選科担任
菊池家江 教師 細工、裁縫 選科担任
大倉建子 教師 音楽
片山剛太 教師 生花
小野亀紫 教師 茶儀
小泉栄次郎 嘱託教師 染色 岡山県立工業学校教諭
村上芳樹 嘱託教師 国語、漢文 岡山県中学校教諭
和田留治 嘱託教師 英語
河本亮 嘱託教師 教育
森谷愛野 嘱託教師 体操、遊戯 私立山陽高等女学校教師
渡辺げん 嘱託教師 割烹 県立岡山高等女学校助教諭
久保田春一 嘱託教師 習字 私立山陽高等女学校教師
[註](1)　私立岡山実科女学校内姉妹会編『つくづくし』第1号、1905年、79―
       81頁、就実高等学校所蔵より作成。
    (2)　所属校名および職名は、原文どおり記載した。
氏名 職名 担任/所属担当学科
表2-9　1905年度における岡山実科女学校の教員構成
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受
検
生
の
合
格
率
を
上
回
っ
た
も
の
の
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
場
合
、
卒
業
生
の
合
格
率
は
七
六
・
二
％
、
一
般
受
検
生
の
合
格
率
は
二
五
・
〇
％
と
、
卒
業
生
の
合
格
率
が
一
般
受
検
生
の
お
よ
そ
三
倍
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
        
   
註
 
１ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
〇
五
年
七
月
一
四
日
。 
２ 
岡
山
県
は
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
に
制
定
し
た
県
教
育
是
に
よ
り
、「
明
治
三
十
六
年
度
を
期
し
、
就
学
の
歩
合
を
九
十
人
以
上
に
達
せ
し
む
る
様
督
促
奨
励
す
る
事
」
を
目
標
に
掲
げ
た
。
し
か
し
、
就
学
率
の
上
昇
は
予
想
を
越
え
、
同
年
に
は
九
三
・
六
％
と
、
早
々
に
そ
の
目
標
を
達
成
し
た
。
そ
し
て
、
岡
山
県
に
お
け
る
就
学
率
は
、
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
に
は
全
国
平
均
に
さ
き
が
け
て
九
九
％
台
に
突
入
し
た
。
こ
う
し
た
就
学
率
の
急
上
昇
に
よ
り
、
学
級
数
も
急
増
し
、
ひ
い
て
は
教
員
の
需
要
が
高
ま
っ
た
（『
教
育
時
論
』
第
五
七
九
号
、
一
九
〇
一
年
五
月
一
五
日
、
三
五
頁
、
岡
山
県
教
育
史
刊
行
会
編
『
岡
山
県
教
育
史
』
下
巻
、
一
九
六
一
年
、
二
八
三
―
二
八
四
頁
）。 
３ 
岡
山
県
は
、
日
露
戦
争
に
前
後
し
て
経
費
緊
縮
を
目
的
に
、
一
学
級
の
収
容
児
童
数
を
増
や
し
学
級
数
を
圧
縮
す
る
と
と
も
に
、
二
部
教
授
を
採
用
し
た
。
そ
の
結
果
、
新
規
教
員
の
採
用
は
も
と
よ
り
、
余
剰
人
員
と
し
て
高
齢
正
教
員
や
、
正
教
員
に
代
替
し
て
い
た
准
教
員
、
代
用
教
員
が
罷
免
さ
れ
た
。
し
か
し
、
い
ざ
時
局
が
安
定
す
る
や
、
岡
山
県
は
、「
節
減
し
た
る
経
費
も
稍
旧
に
復
し
、
加
ふ
る
に
二
部
教
授
の
如
き
続
々
之
を
廃
止
し
た
る
等
の
情
況
に
因
り
、
教
員
の
需
用
俄
に
多
数
に
上
り
」
と
い
う
教
員
不
足
に
陥
っ
た
（
岡
山
県
教
育
会
編
「
戦
時
岡
山
県
教
育
状
況
」（『
岡
山
県
教
育
会
誌
』
第
六
九
号
第
一
付
録
、
一
 
            養成所卒業生と一般受検生の小学校教
            員試験検定合格率の比較     　　 
小学校本科正教員
尋常小学校本科正教員
小学校裁縫専科正教員
[註](1)　『岡山県統計書（岡山県統計年報）』明治37年、
　　   153頁、私立岡山実科女学校内姉妹会編『つくづく
　　　 し』第2号、1906年、134―138頁、就実高等学校所
       蔵より作成。
    (2)　小学校本科正教員は無試験検定、尋常小学校本
       科正教員は（臨時）試験検定、小学校裁縫専科正
       教員は（臨時）試験検定の合格率を示す。　　　 
    (3)　当該年度において尋常小学校准教員の養成は行
       われなかった。
52.5 48.9
76.2 25.0
   表2-11　1904年度における岡山実科女学校教員
  （単位：％）
岡山実科女学
校教員養成所
卒業生
一般受検者
100.0 98.0
 表2-10　小学校裁縫専科正教員免許状
         取得のための小学校教員試験
　　　　 検定用参考図書
裁縫 裁縫教科書 谷田部順子
裁縫教授法 同上
裁縫教授新論 長尾糸子
西島富寿
吉村千鶴
裁縫教科書 渡辺辰五郎
[註]　『岡山県報』第99号、1905年2月10日
    より作成。
学科 書名 著者
尋常高等小学裁縫教程
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九
〇
五
年
九
月
一
五
日
）
一
一
頁
、
三
八
頁
）。 
４ 
岡
山
県
編
『
岡
山
県
会
史
』
第
二
編
、
一
九
〇
六
年
、
二
四
〇
頁
。 
５ 
岡
山
県
編
『
岡
山
県
統
計
書
（
岡
山
県
統
計
年
報
）』
明
治
三
七
年
、
一
九
〇
四
年
、
一
一
頁
。 
６ 
梶
山
雅
史
「
京
都
府
教
育
会
の
教
員
養
成
事
業
」（
本
山
幸
彦
編
『
京
都
府
会
と
教
育
政
策
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
〇
年
）、
笠
間
賢
二
「
地
方
教
育
会
の
教
員
養
成
講
習
会
に
関
す
る
研
究
―
―
講
習
会
に
よ
る
教
員
養
成
―
―
」（『
宮
城
教
育
大
学
紀
要
』
四
四
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
し
た
。 
７ 
岡
山
県
教
育
会
は
、
年
に
数
回
、
数
日
程
度
の
小
学
校
教
員
養
成
を
目
的
と
し
た
講
習
会
を
開
催
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
（
岡
山
県
教
育
会
編
『
岡
山
県
教
育
会
五
〇
年
史
』、
一
九
三
六
年
、
一
三
―
一
五
頁
）。 
８ 
『
岡
山
県
報
』
第
八
九
号
、
一
九
〇
四
年
三
月
三
一
日
。 
９ 
同
前
。 
１
０ 
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
編
『
自
明
治
三
十
年
至
大
正
十
二
年
文
部
省
例
規
類
纂
』、
一
九
二
四
年
、
四
五
四
頁
。 
１
１ 
同
前
、
四
五
七
頁
。 
１
２ 
私
立
学
校
の
設
置
は
、
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
勅
令
第
三
五
九
号
「
私
立
学
校
令
」
第
一
条
「
私
立
学
校
ハ
、
…
…
地
方
長
官
ノ
監
督
ニ
属
ス
」
お
よ
び
第
二
条
「
私
立
学
校
ヲ
設
立
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
、
監
督
官
庁
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ
」
に
よ
り
、
道
府
県
の
認
可
制
で
あ
っ
た
。 
１
３ 
以
下
、
岡
山
県
会
に
お
け
る
政
治
状
況
に
関
す
る
記
述
は
、
①
岡
山
県
編
『
岡
山
県
政
史
』
明
治
・
大
正
編
・
昭
和
前
期
編
、
一
九
六
七
年
、
②
小
山
博
也
『
明
治
政
党
組
織
論
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
六
七
年
、
③
岡
山
県
広
報
協
会
編
『
岡
山
県
政
百
年
の
歩
み
』、
一
九
七
一
年
、
④
蓮
郷
巌
『
岡
山
の
県
政
史
』
日
本
文
教
出
版
、
一
九
七
六
年
、
⑤
蓮
郷
巌
『
岡
山
県
議
会
も
の
が
た
り
』
日
本
文
教
出
版
、
一
九
七
八
年
、
⑥
岡
山
県
史
編
纂
委
員
会
編
『
岡
山
県
史
』
一
〇
（
近
代
Ⅰ
）、
岡
山
県
、
一
九
八
六
年
、
⑦
岡
山
県
史
編
纂
委
員
会
編
『
岡
山
県
史
』
一
一
（
近
代
Ⅱ
）、
岡
山
県
、
一
九
八
七
年
、
⑧
坂
本
忠
次
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
経
済
社
会
運
動
―
―
岡
山
県
地
域
を
中
心
に
―
―
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
〇
年
、
⑨
升
味
準
之
輔
『
日
本
政
党
史
論
（
新
装
版
）』
四
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
を
参
照
し
た
。 
１
４ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
一
一
年
六
月
一
七
日
。 
１
５ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
一
六
年
九
月
一
四
日
。 
１
６ 
前
掲
註
４
、『
岡
山
県
会
史
』
第
二
編
、
二
五
一
頁
。 
１
７ 
岡
山
県
会
編
『
岡
山
県
会
々
議
録
』
明
治
三
七
年
通
常
、
一
九
〇
四
年
、
四
四
二
頁
。 
１
８ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
〇
四
年
一
一
月
三
〇
日
。 
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１
９ 
前
掲
註
１
７
、『
岡
山
県
会
々
議
録
』
明
治
三
七
年
通
常
、
四
四
〇
頁
。 
２
０ 
た
と
え
ば
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
度
通
常
岡
山
県
会
に
お
い
て
、
河
田
繁
穂
議
員
が
「
中
学
校
卒
業
生
に
（
中
学
校
に
設
置
さ
れ
た
小
学
校
教
員
養
成
所
に
お
い
て
…
…
引
用
者
）
六
箇
月
間
も
教
育
上
の
智
識
を
与
ふ
れ
ば
優
に
之
（
小
学
校
教
員
不
足
…
…
引
用
者
）
に
充
た
す
を
得
べ
し
（『
山
陽
新
報
』
一
九
〇
六
年
一
一
月
二
〇
日
）」
と
発
言
し
た
の
に
対
し
、
岡
山
県
は
「
中
学
校
卒
業
生
に
僅
に
六
箇
月
の
訓
練
を
加
へ
て
正
教
員
と
為
す
の
勇
気
な
し
（
同
前
）」
と
回
答
し
た
。 
２
１ 
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
三
月
、
関
西
高
等
学
校
教
頭
青
木
康
嘉
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
。 
２
２ 
神
辺
靖
光
『
明
治
前
期
中
学
校
形
成
史
』
府
県
別
編
Ⅱ
環
瀬
戸
内
海
、
梓
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
、
一
九
三
―
一
九
五
頁
。 
２
３ 
山
上
峯
次
『
就
実
高
等
女
学
校
沿
革
誌
補
遺
』、
一
九
四
七
年
、
頁
な
し
、
就
実
高
等
学
校
所
蔵
。 
２
４ 
関
西
学
園
編
『
関
西
学
園
一
〇
〇
年
史
』、
一
九
八
七
年
、
一
〇
九
頁
。 
２
５ 
私
立
岡
山
実
科
女
学
校
財
団
編
『
沿
革
史
』、
一
九
〇
九
年
、
頁
な
し
、
就
実
高
等
学
校
所
蔵
。 
２
６ 
山
上
峯
次
『
就
実
高
等
学
園
第
二
回
沿
革
誌
補
遺
』、
一
九
五
三
年
、
頁
な
し
、
就
実
高
等
学
校
所
蔵
。 
２
７ 
前
掲
註
２
５
、『
沿
革
史
』、
頁
な
し
。 
２
８ 
「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
は
、
小
学
校
本
科
正
教
員
の
養
成
に
裁
縫
科
を
課
さ
ず
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
の
養
成
に
裁
縫
科
を
三
時
間
課
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、「
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
学
則
」
は
、
小
学
校
本
科
正
教
員
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
の
養
成
に
そ
れ
ぞ
れ
裁
縫
科
を
四
時
間
課
し
た
（
前
掲
註
８
、『
岡
山
県
報
』
第
八
九
号
、「
私
立
岡
山
実
科
女
学
校
学
則
」（
前
掲
註
２
５
、『
沿
革
史
』）
頁
な
し
）。 
２
９ 
前
掲
註
２
６
、『
就
実
高
等
学
園
第
二
回
沿
革
誌
補
遺
』、
頁
な
し
。 
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第
三
章 
「
師
範
学
校
規
程
」
制
定
時
の
岡
山
県
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所 
 
 
 
 
―
―
女
子
師
範
学
校
裁
縫
講
習
科
の
欠
を
補
完
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
―
― 
  
本
章
の
課
題
は
、「
師
範
学
校
規
程
」
制
定
時
（
主
に
一
九
〇
八
年
度
か
ら
一
九
一
二
年
度
ま
で
）
の
岡
山
県
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
に
注
目
し
、
そ
こ
で
の
教
員
養
成
の
実
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
当
該
期
に
お
い
て
は
、
同
規
程
の
制
定
に
よ
り
、
師
範
学
校
が
整
備
さ
れ
る
一
方
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
淘
汰
さ
れ
、
そ
の
県
下
教
員
養
成
に
果
し
た
役
割
が
低
下
し
た
。
し
か
し
、
な
か
に
は
、裁
縫
講
習
科
を
設
置
せ
ず
に
い
た
女
子
師
範
学
校
を
補
完
す
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
も
あ
っ
た
。 
 
第
一
節 
淘
汰
さ
れ
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
と
低
下
し
た
役
割 
 
文
部
省
は
、
六
年
制
義
務
教
育
制
度
の
実
施
に
伴
い
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
省
令
第
一
二
号
「
師
範
学
校
規
程
」
を
制
定
し
た
。
岡
山
県
も
、
こ
れ
を
受
け
、
師
範
学
校
制
度
、
そ
し
て
小
学
校
教
員
養
成
所
制
度
を
整
備
し
て
い
く
。
本
節
で
は
、
こ
う
し
た
新
制
度
に
よ
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
状
況
、
な
ら
び
に
そ
の
県
下
教
員
養
成
に
果
た
し
た
役
割
を
み
て
い
こ
う
。 
 
（
一
）
師
範
学
校
制
度
の
整
備
に
よ
り
改
善
し
た
教
員
不
足 
 
ま
ず
、
岡
山
県
に
お
け
る
師
範
学
校
制
度
整
備
の
様
相
と
教
員
不
足
の
状
況
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
同
県
は
、「
師
範
学
校
規
程
」
の
制
定
を
機
と
し
て
師
範
学
校
制
度
を
一
新
し
、
六
年
制
義
務
教
育
制
度
の
実
施
に
伴
い
激
し
さ
を
増
し
て
い
た
教
員
不
足
の
緩
和
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
岡
山
県
は
、「
師
範
学
校
規
程
」の
制
定
を
受
け
、
師
範
学
校
制
度
を
全
面
的
に
改
め
た
１
。
こ
れ
に
よ
り
、
師
範
学
校
は
、
本
科
第
一
部
、
第
二
部
、
予
備
科
、
講
習
科
を
備
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
表
三-
一
は
、そ
う
し
た
新
規
則
に
よ
る
師
範
学
校
卒
業
生
数
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。こ
れ
に
よ
れ
ば
、
い
ず
れ
の
部
科
も
年
々
多
く
の
卒
業
生
を
供
給
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
こ
う
し
て
教
員
不
足
は
改
善
に
向
か
っ
た
。
表
三-
二
は
、尋
常
小
学
校
に
お
け
る
教
員
充
足
率
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
六
年
制
[註]　岡山県教育史刊行会編『岡山県教育史』下巻、
　  1961年、290頁、302頁より作成。
103
82
116本科第一部
年度 1908 1909 1910 1911 1912
36 37 54 82
121
57
表3-1　師範学校卒業生数の推移
（単位：名）
乙種講習科
53 120
27
114
53
97
47
予備科
本科第二部
[註]　『岡山県統計書（岡山県統計年報）』各年度より
　　作成。
59.3 59.5 62.5 66.0 68.9
年度 1908 1909 1910 1911
教員充足率
1912
（単位：％）
表3-2　尋常小学校における教員充足率の推移
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義
務
教
育
制
度
の
実
施
に
伴
い
下
降
傾
向
に
あ
っ
た
教
員
充
足
率
が
一
九
一
〇（
明
治
四
三
）年
度
以
降
、
上
昇
に
転
じ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
し
か
し
、
師
範
学
校
制
度
が
整
備
さ
れ
た
と
は
い
え
、
専
科
教
員
の
養
成
は
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
た
。
岡
山
県
が
女
子
師
範
学
校
に
裁
縫
講
習
科
を
設
置
す
る
の
は
、
一
九
一
五(
大
正
四)
年
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
後
述
す
る
よ
う
に
師
範
学
校
に
よ
る
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
養
成
の
欠
を
補
完
す
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
現
出
す
る
こ
と
に
な
る
。 
 
（
二
）「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
の
改
正
に
よ
り
引
き
あ
げ
ら
れ
た
小
学
校
教
員
養
成 
 
 
 
所
の
設
置
基
準 
 
で
は
、
岡
山
県
は
、
師
範
学
校
制
度
整
備
の
一
方
で
、
小
学
校
教
員
養
成
所
制
度
を
い
か
に
改
め
、
ま
た
何
を
め
ざ
し
た
の
か
。
同
県
は
、「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
を
改
正
し
、
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
基
準
を
引
き
あ
げ
、
乱
立
の
き
ら
い
の
あ
っ
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
淘
汰
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
岡
山
県
は
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
県
令
第
七
号
に
よ
り
、「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
を
改
正
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
制
定
時
期
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
師
範
学
校
制
度
の
整
備
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
岡
山
県
は
、
す
で
に
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
県
訓
令
第
八
五
号
「
郡
市
立
准
教
員
養
成
所
ニ
関
ス
ル
規
程
」、
な
ら
び
に
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
県
令
第
二
七
号
「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
を
制
定
し
て
い
た
。
同
規
程
の
改
正
は
、
こ
の
両
者
を
統
合
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
以
降
、
す
べ
て
の
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
同
規
程
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 
 
こ
れ
を
機
と
し
て
、
岡
山
県
は
、
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
基
準
を
引
き
あ
げ
た
。「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
改
正
の
理
由
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
た
２
。 
 
一
、
小
学
校
令
及
同
令
施
行
規
則
等
改
正
の
結
果
、
並
従
来
検
定
の
結
果
に
依
れ
ば
、
従
前
の
規
程 
に
て
は
修
業
年
限
八
ケ
月
、
又
は
一
ケ
年
以
上
と
規
定
せ
る
を
以
て
、
多
く
は
一
ケ
年
と
な
せ
り
故
に
、
修
業
年
限
短
き
為
め
、
学
力
の
修
養
足
ら
ず
と
認
む
る
に
よ
り
、
其
年
限
を
一
ケ
年
、
又
は
二
ケ
年
に
延
長
す
る
の
必
要
あ
る
こ
と
、 
二
、
養
成
所
の
修
業
年
限
を
延
長
す
る
と
同
時
に
、
教
員
も
相
当
の
資
格
あ
る
も
の
を
採
用
せ
し
め 
ざ
れ
ば
、
同
町
（
所
）
卒
業
生
の
学
力
を
増
進
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
に
よ
り
、
教
員
の
資
格
、
人
員
を
厳
重
に
規
定
す
る
の
必
要
あ
る
こ
と
、 
三
、
従
前
の
規
程
は
、
一
は
訓
令
と
し
て
郡
市
立
准
教
員
養
成
所
規
程
を
定
め
、
一
は
県
令
と
し
て 
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小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
を
定
め
あ
り
て
運
用
上
不
便
な
る
に
よ
り
、
之
を
一
括
に
す
る
必
要
あ
る
こ
と
、 
四
、
其
他
、
多
少
形
式
上
不
備
な
る
点
を
変
更
す
る
必
要
あ
る
こ
と
、 
五
、
従
前
の
規
程
に
て
は
、
各
学
科
の
毎
週
教
授
時
数
は
、
単
に
其
例
を
示
せ
る
の
み
な
り
し
を
以 
て
、
こ
れ
を
確
定
す
る
の
必
要
あ
る
に
依
れ
り
、 
  
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
岡
山
県
が
「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
に
お
い
て
、
運
用
上
、
形
式
上
の
不
備
を
改
め
た
ほ
か
、「
小
学
校
令
及
同
令
施
行
規
則
等
改
正
」、
す
な
わ
ち
六
年
制
義
務
教
育
制
度
の
実
施
に
伴
い
、
教
員
に
求
め
ら
れ
る
学
力
程
度
が
高
め
ら
れ
た
こ
と
、
な
ら
び
に
従
前
の
小
学
校
教
員
検
定
に
よ
っ
て
も
小
学
校
教
員
養
成
所
卒
業
生
の
成
績
が
芳
し
く
な
か
っ
た
こ
と
に
照
ら
し
、
修
業
期
間
の
延
長
、
講
師
の
資
格
お
よ
び
定
員
を
厳
重
に
定
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
標
準
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
教
授
時
数
を
明
確
に
定
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
て
引
き
あ
げ
ら
れ
た
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
基
準
に
つ
い
て
、
厳
格
に
す
ぎ
る
と
の
批
判
も
あ
っ
た
。
一
例
と
し
て
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
通
常
岡
山
県
会
に
お
い
て
、
岡
崎
柾
次
郎
（
鶴
鳴
会
）
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
発
言
し
た
３
。 
 
本
年
（
一
九
〇
八
年
…
…
引
用
者
）
教
員
養
成
所
ノ
規
則
ヲ
改
正
セ
ラ
レ
、
修
業
年
限
ヲ
延
長
シ
、
入
学
者
ノ
資
格
ヲ
規
定
セ
ラ
レ
、
其
ノ
他
色
々
窮
屈
ナ
ル
箇
条
ヲ
設
ケ
ラ
レ
タ
ル
ガ
之
ガ
タ
メ
、
某
教
員
養
成
所
ノ
如
キ
、
殆
ン
ド
入
学
者
皆
無
ノ
状
況
ヲ
呈
セ
リ
、
…
…
当
局
ハ
私
立
教
員
養
成
所
撲
滅
ノ
方
針
ヲ
以
テ
、
該
規
則
ノ
改
正
ヲ
行
ヒ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
、 
  
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
岡
崎
が
「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
の
改
正
に
よ
り
、
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
基
準
が
引
き
あ
げ
ら
れ
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
に
よ
っ
て
は
入
学
者
が
激
減
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
目
的
が
「
私
立
教
員
養
成
所
撲
滅
」
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
を
示
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
し
か
し
、
淘
汰
を
要
す
べ
き
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
岡
崎
の
発
言
に
対
し
、
丸
山
熊
男
（
事
務
官
）
は
、「
教
員
養
成
所
規
則
ノ
改
正
ハ
、
従
来
養
成
所
ヨ
リ
学
力
不
足
ノ
モ
ノ
ヲ
出
シ
…
…
タ
ル
ヲ
以
テ
、
十
分
学
力
ヲ
積
マ
シ
メ
ン
ガ
タ
メ
ナ
リ
」
４
と
、「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
改
正
の
理
由
と
し
て
卒
業
生
の
学
力
不
足
を
あ
げ
た
。
さ
ら
に
、「
養
成
所
ニ
テ
ハ
監
理
不
行
届
ノ
為
メ
、
生
徒
ノ
品
性
面
白
カ
ラ
ズ
」
５
と
、
小
学
校
教
員
養
成
所
の
管
理
不
足
に
よ
る
生
徒
の
不
品
行
を
指
摘
し
た
。
前
述
の
よ
う
に
日
露
戦
争
時
の
師
範
学
校
は
、
緊
縮
財
政
を
理
由
に
講
習
科
を
休
止
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す
る
な
ど
、
規
模
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
経
営
的
活
路
を
見
い
出
し
た
私
立
学
校
が
、
こ
ぞ
っ
て
小
学
校
教
員
養
成
所
を
設
置
し
て
い
た
。
そ
の
な
か
に
は
、
経
営
や
管
理
が
不
十
分
な
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
も
あ
り
、
学
力
が
低
く
、
品
性
に
悖
る
生
徒
が
在
籍
す
る
場
合
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
（
三
）
県
下
教
員
養
成
に
お
い
て
低
下
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
役
割 
 
小
学
校
教
員
養
成
所
制
度
整
備
の
目
的
は
、
乱
立
す
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
淘
汰
に
あ
っ
た
。
で
は
、
そ
の
結
果
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
県
下
教
員
養
成
に
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
た
の
か
。
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
岡
山
県
の
目
論
み
ど
お
り
に
淘
汰
さ
れ
、
ま
た
師
範
学
校
の
充
実
に
つ
れ
て
減
少
し
、
ほ
ぼ
尋
常
小
学
校
准
教
員
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
を
養
成
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
の
改
正
に
伴
い
、
淘
汰
さ
れ
た
。
表
三-
三
は
、私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
状
況
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
該
期
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
九
校
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
春
霞
（
女
）
学
校
教
員
養
成
所
は
、
そ
の
最
初
期
に
廃
止
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
実
質
的
な
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
数
は
八
校
で
あ
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
日
露
戦
争
時
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
一
三
校
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
照
ら
せ
ば
、
当
該
期
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
、
そ
の
六
割
程
度
に
ま
で
減
少
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。 
 
そ
う
し
た
な
か
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
を
設
置
し
た
の
は
、
県
下
で
も
有
力
な
私
立
学
校
で
あ
っ
1 金川中学教員養成所 尋准 1902.4→1919.3 私立金川中学校ほか
2 春霞（女）学校教員養成所 尋准 1902.4→1908.4まで存続確認 私立春霞（女）学校
3 関西中学教員養成所 小本正/尋本正/尋准 1904.4→1912.3 私立関西中学校
4 岡山実科女学校教員養成所 小裁専正 1904.5→1920.3 私立岡山実科女学校ほか
5 有漢教員養成所 尋准 1904.7→1928.3 公立有漢高等女学校ほか
6 岡山教員養成所 小本正/尋本正/尋准 1904.10→1918.4 私立中学閑谷黌岡山分黌ほか
7 順正女学校教員養成所 不明 1905.3頃→1910.1まで存続確認 私立順正女学校
8 作西教員養成所 尋本正/尋准 1905.5→1909.3 私立作西学舎
9 佐藤和洋裁縫女学校教員養成所 小裁専正 1913.3→1932.3 私立佐藤和洋裁縫女学校ほか
[註]　『山陽新報』各号、『岡山県統計書（岡山県統計年報）』各年度、『岡山市統計年報』各年度、『岡山県学事関係職員録』
    各年度、岡山県教育史刊行会編『岡山県教育史』下巻、岡山市史編集委員会編『岡山市史（宗教・教育編）』岡山市役所、八
　　〇周年記念誌編集委員会編『臥龍』岡山県立金川高等学校創立八〇周年記念事業推進期成会、1958年、36―38頁、岡山県立金
　　川高等学校創立一二〇周年記念事業実行委員会編『岡山県立金川高等学校創立一二〇周年記念誌』、2004年、296―302頁、関
　　西学園編『関西学園一〇〇年史』、1987年、109―111頁、就実学園創立一〇〇周年記念事業実行委員会編『就実学園一〇〇年
　　史』、2005年、503―509頁、蛭田禎男『有漢教員養成所』有漢町教育委員会、1985年、88―91頁、ベル学園高等学校編『創立
　　一二〇年のあゆみ　2004』、2004年、210―211頁より作成。
表3-3　私設小学校教員養成所の設置状況
（設置順）
私設小学校教員養成所名称 養成教員種 開閉設年月 付設（関連）する中等程度の学校
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た
。
再
び
表
三-
三
に
目
を
移
す
な
ら
ば
、
当
該
期
に
新
設
さ
れ
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
一
校
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。そ
れ
も
、当
該
期
の
最
末
期
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
実
質
的
に
新
設
さ
れ
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
一
方
、
残
り
の
八
校
は
、
以
前
か
ら
続
く
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
当
該
期
を
代
表
す
る
私
立
学
校
に
付
設
し
た
。
そ
う
し
た
私
立
学
校
の
多
く
は
、
現
在
に
ま
で
連
な
っ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
後
述
す
る
岡
山
実
科
女
学
校
は
、
現
在
も
就
実
高
等
学
校
、
就
実
大
学
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
有
力
な
私
立
学
校
の
み
が
、
後
述
す
る
よ
う
な
教
員
の
兼
務
、
あ
る
い
は
施
設
、
設
備
の
共
有
に
よ
り
、
引
き
あ
げ
ら
れ
た
設
置
基
準
を
満
た
し
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。 
 
し
か
し
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
師
範
学
校
の
充
実
に
伴
い
減
少
し
た
。
図
三-
一
は
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
時
期
的
分
布
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
年
々
設
置
数
を
減
ら
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
う
ち
、
関
西
中
学
教
員
養
成
所
は
、「
師
範
学
校
の
充
実
に
つ
れ
て
次
第
に
入
学
生
も
減
る
傾
向
と
な
っ
た
の
で
、
明
治
四
五
年
三
月
を
も
っ
て
教
員
養
成
所
は
廃
止
し
た
」
６
と
、
廃
止
の
理
由
を
説
明
し
て
い
る
。
他
の
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
も
、
同
様
の
理
由
に
よ
り
、
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
、
大
正
元
）
年
度
に
は
、
前
述
の
よ
う
な
理
由
か
ら
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
を
除
く
と
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
四
校
に
ま
で
減
少
し
た
。 
 
そ
し
て
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
県
下
教
員
養
成
に
果
た
し
た
役
割
は
低
下
し
た
。
表
三-
四
は
、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
、
大
正
元
）
年
度
を
例
と
し
て
、
養
成
教
員
種
ご
と
の
機
関
別
卒
業
生
数
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
師
範
学
校
が
小
学
校
本
科
正
教
員
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
と
い
っ
た
本
科
正
教
員
の
養
成
を
ほ
ぼ
独
占
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
尋
常
小
学
校
准
教
員
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
養
成
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
た
。
前
述
の
よ
う
に
日
露
戦
争
時
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
小
学
校
本
科
正
教
員
の
養
成
に
も
一
定
の
成
果
を
あ
げ
、
尋
常
小
学
校
正
准
教
員
の
養
成
を
独
占
す
る
こ
と
で
、休
止
し
た
師
範
学
校
講
習
科
を
補
完
し
て
い
た
。ま
た
、
[註]　表3-3「私設小学校教員養成所の設置状況」より作成。
1911 1912 1913
金川中学教員養成所
春霞（女）学校教員養成所 08.4
年度 1907 1908 1909 1910
関西中学教員養成所 12.3
岡山実科女学校教員養成所
有漢教員養成所
岡山教員養成所
13.3
図3-1　私設小学校教員養成所の時期的分布
順正女学校教員養成所 10.1
作西教員養成所 09.3
佐藤和洋裁縫女学校教員養成所
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こ
れ
は
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
養
成
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
照
ら
せ
ば
、
当
該
期
に
至
り
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
県
下
教
員
養
成
に
果
た
し
た
役
割
を
低
下
さ
せ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。 
       
第
二
節 
女
子
師
範
学
校
裁
縫
講
習
科
の
欠
を
補
完
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
実 
 
 
 
 
相 
 
 
 
 
―
―
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
を
事
例
と
し
て
―
― 
 
本
節
で
は
、
前
節
で
明
ら
か
に
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
状
況
と
果
た
し
た
役
割
を
ふ
ま
え
、
前
章
と
同
様
、
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
そ
の
県
下
教
員
養
成
に
果
た
し
た
役
割
が
低
下
す
る
な
か
で
も
、
裁
縫
講
習
科
を
設
置
せ
ず
に
い
た
女
子
師
範
学
校
を
補
完
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
実
相
を
み
て
い
こ
う
。 
 
（
一
）
女
学
校
の
経
営
に
占
め
た
重
要
な
位
置 
 
岡
山
実
科
女
学
校
は
、
師
範
学
校
が
充
実
し
、
他
の
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
淘
汰
さ
れ
る
な
か
、
な
ぜ
小
学
校
教
員
養
成
所
を
存
続
さ
せ
た
の
か
。
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
に
お
け
る
教
員
養
成
の
実
相
を
み
る
に
あ
た
り
、
そ
の
理
由
を
探
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
、「
一
私
立
学
校
に
過
ぎ
ざ
れ
ば
経
費
も
潤
沢
な
ら
ず
」
７
と
い
う
女
学
校
に
と
っ
て
、
小
学
校
教
員
養
成
所
が
貴
重
な
収
入
源
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 
 
岡
山
実
科
女
学
校
が
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
四
月
、「
実
地
有
用
ノ
女
子
ヲ
造
ラ
ム
」
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
岡
山
市
に
開
校
し
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
女
学
校
は
本
科
、
補
習
科
、
選
科
を
備
え
る
８
と
と
も
に
、
小
学
校
本
科
正
教
員
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
、
尋
常
小
学
校
准
教
員
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
四
教
員
を
養
成
す
る
県
下
唯
一
の
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
で
あ
っ
た
岡
山
[註]　表3-1「師範学校卒業生数の推移」、岡山県立金川高等学校創立
　　一〇〇周年記念会編『玉松』、1984年、42頁、岡山市編『岡山県
　　統計年報』大正元年、1913年、51頁、岡山大学付属図書館所蔵、
　　蛭田禎男『有漢教員養成所』有漢町教育委員会、1985年、26頁よ
　　り作成。
合計 198 76 153 42
岡山実科女学校教員養成所 42
有漢教員養成所 75
岡山教員養成所 19 57
小計 0 19 153 42
乙種講習科 57
小計 198 57 0 0
私設小学校教員養成所
金川中学教員養成所 21
（単位：名）
小本正 尋本正 尋准 小裁専正
岡山県師範学校
本科 198
表3-4　1912年度における養成教員種ごとの機関別卒業生数
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実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
を
設
置
し
て
い
た
こ
と
も
前
述
し
た
。
そ
う
し
た
岡
山
実
科
女
学
校
は
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
四
月
、
大
幅
に
組
織
を
改
め
た
。
そ
の
目
的
は
、「
本
科
ノ
修
業
年
限
ヲ
延
長
シ
テ
四
ケ
年
ト
シ
、
高
等
女
学
校
ノ
規
程
ニ
準
拠
シ
テ
学
則
ヲ
定
メ
、
私
立
実
科
高
等
女
学
校
ト
称
シ
、
教
育
程
度
ヲ
高
メ
テ
、
一
層
完
全
ナ
ル
高
等
普
通
教
育
ヲ
施
ス
」
９
と
、
従
来
の
本
科
を
「
私
立
実
科
高
等
女
学
校
」
と
改
称
し
、
高
等
女
学
校
と
し
て
独
立
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
な
お
、
私
立
実
科
高
等
女
学
校
は
、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
に
再
び
「
就
実
高
等
女
学
校
」
と
改
称
す
る
。
一
方
、
岡
山
実
科
女
学
校
は
、
従
来
の
選
科
を
裁
縫
部
、
刺
繍
部
、
造
花
部
に
改
め
て
存
続
し
た
。 
 
ま
た
、
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
も
、
女
学
校
の
組
織
改
編
と
軌
を
一
に
し
て
、
ま
た
師
範
学
校
の
充
実
に
伴
い
、
そ
の
規
模
を
縮
小
し
た
。
同
養
成
所
は
、
そ
の
理
由
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
１
０
。 
 
こ
た
び
其
（
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
の
…
…
引
用
者
）
大
部
を
廃
す
る
こ
と
ゝ
な
り
し
は
、
県
立
女
子
師
範
学
校
の
拡
張
せ
ら
れ
て
数
多
の
生
徒
を
募
り
、
且
つ
は
講
習
科
を
も
設
け
て
短
期
の
教
員
養
成
を
も
せ
ら
る
ゝ
よ
し
な
れ
ば
、
本
校
養
成
科
存
続
の
必
要
大
に
減
し
た
れ
ば
な
り
、 
 
 
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
女
子
師
範
学
校
の
充
実
を
理
由
と
し
て
、
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
が
規
模
を
縮
小
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
て
県
下
最
大
を
誇
っ
た
同
養
成
所
も
、「
た
ゞ
裁
縫
専
科
の
み
は
他
に
養
成
の
機
関
い
と
乏
し
け
れ
は
、
我
か
校
奮
つ
て
其
経
営
に
任
じ
、
県
下
教
育
の
為
め
に
渝
る
と
こ
ろ
な
く
尽
さ
ん
と
は
す
る
な
り
」
１
１
と
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
養
成
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 
 
し
か
し
、
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、
依
然
と
し
て
女
学
校
の
経
営
に
重
要
な
位
置
を
占
め
た
。
表
三-
五
は
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
度
を
例
と
し
て
、
岡
山
実
科
女
学
校
の
主
た
る
収
入
源
で
あ
る
授
業
料
お
よ
び
入
学
料
に
つ
い
て
、
各
部
の
予
算
額
を
比
較
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
の
授
業
料
収
入
お
よ
び
入
学
料
収
入
が
い
ず
れ
も
裁
縫
部
に
つ
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
小
学
校
教
員
養
成
所
へ
の
期
待
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
需
要
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
１
２
。 
 
近
時
、
女
子
教
育
の
気
運
大
に
勃
興
し
、
到
る
処
、
女
学
校
、
若
く
は
女
子
裁
縫
学
校
、
実
業
補
習
学
校
等
の
設
け
あ
ら
ざ
る
な
く
、
…
…
県
下
各
郡
を
通
じ
て
尤
も
困
難
を
感
ぜ
る
は
、
裁
縫
専
科
正
[註]　「明治四一年度私立岡山実科女学校
　　財団経費予算書」（私立岡山実科女学
　　校財団編『沿革史』、1909年、就実高
    等学校所蔵）より作成。
合計 4250 165
表3-5　1908年度における岡山実科
        女学校予算額の比較
造花部 130 5
教員養成部 1260 50
裁縫部 2600 100
刺繍部 260 10
（単位：円）
授業料収入 入学料収入
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教
員
有
資
格
者
の
得
難
き
現
象
な
り
、 
  
こ
う
し
て
岡
山
実
科
女
学
校
は
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
養
成
に
経
営
的
活
路
を
見
い
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
そ
し
て
、
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、
女
学
校
の
期
待
ど
お
り
に
入
学
志
願
者
を
集
め
た
。
表
三-
六
は
、
同
養
成
所
入
学
倍
率
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
願
書
受
付
順
ニ
依
リ
、
無
試
験
入
学
ヲ
許
ス
」
１
３
と
無
試
験
で
入
学
者
を
確
保
す
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
も
あ
る
な
か
、
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
が
つ
ね
に
入
学
試
験
を
実
施
す
る
だ
け
の
志
願
者
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
（
二
）
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
養
成
に
立
ち
遅
れ
た
女
子
師
範
学
校
の
補
完 
 
で
は
、
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、
県
下
教
員
養
成
に
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
た
の
か
。
同
養
成
所
は
、
実
質
的
に
当
該
期
唯
一
の
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
養
成
機
関
と
し
て
、
裁
縫
講
習
科
を
設
置
せ
ず
に
い
た
女
子
師
範
学
校
を
補
完
し
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
前
述
の
よ
う
に
岡
山
県
が
女
子
師
範
学
校
に
裁
縫
講
習
科
を
設
置
す
る
の
は
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
方
、
再
び
表
三-
三
に
目
を
移
す
な
ら
ば
、
当
該
期
に
お
い
て
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
を
養
成
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
、
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
の
二
校
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
が
当
該
期
の
最
末
期
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、
実
質
的
に
当
該
期
に
お
け
る
唯
一
の
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
養
成
機
関
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
同
養
成
所
が
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
養
成
に
立
ち
遅
れ
た
女
子
師
範
学
校
を
補
完
し
た
わ
け
で
あ
る
。 
 
そ
し
て
、
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、
県
下
全
域
か
ら
生
徒
を
集
め
た
。
表
三-
七
は
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
度
か
ら
一
九
一
二
（
明
治
四
五
、
大
正
元
）
年
度
に
お
け
る
卒
業
生
一
五
五
名
の
出
身
地
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
岡
山
県
出
身
者
が
一
二
七
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、そ
の
内
訳
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、住
所
地
が
赤
磐
郡
や
小
田
郡
と
い
っ
た
県
南
部
を
中
心
と
し
つ
つ
、
阿
哲
郡
や
真
庭
郡
な
ど
の
県
北
部
を
含
め
た
県
下
す
べ
て
の
郡
市
に
お
よ
ん
だ
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
免
許
状
取
得
希
望
者
が
裁
縫
講
習
科
に
代
わ
り
、
岡
山
実
科
女
学
校
教
第1学年入学倍率
第2学年入学倍率
[註]　私立実科高等女学校内姉妹会編『土筆』
　　第14号、1910年、114頁、就実高等学校所
　　蔵、私立実科高等女学校内姉妹会編『土
　　筆』第16号、1911年、50頁、就実高等学
　　校所蔵、私立就実高等女学校姉妹会編
    『土筆』第19号、1912年、49頁、就実高
    等学校所蔵より作成。
1.6 1.4 1.4
3.2 1.7 1.6
年度 1910 1911 1912
  表3-6　岡山実科女学校教員養成所
         入学倍率の推移
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員
養
成
所
へ
と
県
下
全
域
か
ら
殺
到
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。 
 
ま
た
、岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、
県
外
か
ら
も
入
学
者
を
集
め
た
。再
び
表
三-
七
に
目
を
移
す
な
ら
ば
、
他
道
府
県
出
身
者
が
二
八
名
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
主
に
岡
山
県
に
隣
接
す
る
広
島
県
東
部
や
兵
庫
県
西
部
な
ど
の
出
身
者
で
あ
っ
た
。
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、
設
置
当
初
か
ら
「
裁
縫
科
教
員
養
成
部
卒
業
生
の
如
き
は
格
別
評
判
も
良
好
で
あ
つ
た
。
当
時
は
独
り
本
県
下
の
み
な
ら
ず
広
島
県
、
兵
庫
県
の
如
き
、
本
県
に
接
触
せ
る
地
方
に
は
相
当
数
就
任
す
る
に
至
つ
て
居
た
」
１
４
と
、
卒
業
生
を
近
隣
県
に
も
供
給
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
評
判
に
よ
り
、
同
養
成
所
に
は
県
外
か
ら
も
入
学
者
が
参
集
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
（
三
）
女
学
校
教
員
に
よ
る
開
校
の
趣
旨
に
基
づ
い
た
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
養
成 
 
と
こ
ろ
で
、
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、
い
か
な
る
教
員
養
成
を
行
っ
た
の
か
。
同
養
成
所
は
、
「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
を
順
守
し
つ
つ
、
独
自
の
養
成
内
容
も
加
え
た
。
そ
し
て
、
女
学
校
教
員
が
養
成
所
教
員
を
兼
ね
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
養
成
を
担
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
が
定
め
た
養
成
内
容
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
た
。
表
三-
八
は
、
定
員
、
入
学
条
件
、
修
業
期
間
、
養
成
科
目
お
よ
び
教
授
時
数
、
検
定
受
検
の
資
格
付
与
と
い
っ
た
養
成
内
容
に
つ
い
て
、「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
と
「
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
学
則
」
を
比
較
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
定
員
に
つ
い
て
相
違
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
は
同
規
程
と
学
則
が
ほ
ぼ
一
致
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
さ
ら
に
、
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、
開
校
の
趣
旨
に
照
ら
し
、
独
自
の
養
成
内
容
を
加
え
た
。
表
三-
八
に
お
け
る
「
養
成
科
目
お
よ
び
教
授
時
数
」
に
よ
れ
ば
、
学
則
が
独
自
に
各
学
年
に
随
意
科
目
と
し
て
週
二
時
間
の
手
芸
科
を
設
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
高
等
女
学
校
卒
業
程
度
の
者
に
は
そ
れ
ま
で
の
学
習
歴
に
照
ら
し
、
国
語
科
、
算
術
科
な
ど
を
省
略
し
、
代
わ
り
に
裁
縫
科
、
手
芸
科
を
学
習
す
る
道
を
開
い
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、
こ
う
し
て
裁
縫
科
、
手
芸
科
に
重
き
を
置
く
養
成
内
容
を
定
め
た
理
由
を
「
学
則
に
大
改
正
を
加
へ
、
殊
に
裁
縫
科
、
家
事
科
及
技
芸
科
の
時
間
数
の
比
較
的
多
き
は
同
校
の
特
色
に
て
、
創
設
当
時
に
於
け
る
趣
旨
、
目
的
は
終
始
一
貫
毫
も
異
岡山県
[註]　私立実科高等女学校内姉妹会編『土筆』第14号、19
　　10年、112頁、就実高等学校所蔵、私立実科高等女学校
　　内姉妹会編『土筆』第16号、1911年、49頁、就実高等
　　学校所蔵、私立就実高等女学校姉妹会編『土筆』第19
　　号、1912年、49頁、就実高等学校所蔵、私立就実高等
　　女学校姉妹会編『土筆』第21号、1913年、59頁、就実
　　高等学校所蔵より作成。
表3-7　岡山実科女学校教員養成所卒業生の出身地
（単位：名）
出身地 人数
人数
11
11
10
10
10
合計 155
他道府県 28
127 出身地
赤磐郡
小田郡
川上郡
吉備郡
6
6
児島郡
都窪郡
不明
9
9
7
阿哲郡
岡山市
真庭郡
邑久郡
2
（単位：名）
3
2
2
2
1
人数
6
6
5
3
久米郡
勝田郡
後月郡
苫田郡
上房郡
出身地
御津郡
和気郡
英田郡
浅口郡
上道郡
6
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る
無
し
」
１
５
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
右
の
よ
う
な
養
成
内
容
は
開
校
当
初
か
ら
の
教
育
の
趣
旨
を
反
映
し
た
結
果
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
そ
し
て
、
女
学
校
教
員
が
小
学
校
教
員
養
成
所
教
員
を
兼
務
の
う
え
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
を
養
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
表
三-
九
は
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
度
を
例
と
し
て
、
岡
山
実
科
女
学
校
お
よ
び
就
実
（
私
立
実
科
）
高
等
女
学
校
の
教
員
構
成
を
示
し
て
い
る
。こ
れ
は
、
本
章
の
時
期
区
分
か
ら
一
年
度
外
れ
は
す
る
も
の
の
、
そ
れ
に
よ
り
同
校
の
教
員
構
成
が
大
き
く
変
化
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
た
め
、
参
考
と
し
て
み
る
に
は
十
分
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
再
び
表
三-
九
に
目
を
移
す
な
ら
ば
、
女
学
校
教
員
の
担
当
科
目
が
表
三-
八
の
学
則
に
お
け
る
養
成
科
目
を
網
羅
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
女
学
校
教
員
が
小
学
校
教
員
養
成
所
教
員
を
兼
ね
、
そ
こ
で
の
教
員
養
成
を
担
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
な
お
、
使
用
さ
れ
た
教
科
書
は
史
料
的
な
制
約
の
た
め
に
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
表
三-
一
〇
に
あ
る
岡
山
県
告
示
に
よ
る
検
定
用
参
考
図
書
が
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。 
第6条　小学校教員養成所ニ於テハ1学級ノ人員正教員ニアリテハ40名 第32条　教員養成部ノ定員ヲ100名トス
第9条　小学校教員養成所ニ入学ヲ許可スヘキモノハ身体健全品行方正 第34条　教員養成部ニ入学セント欲スル者ハ品行方正身体健全ニシテ
 　　ニシテ第10条乃至第13条ノ学力ヲ有スルモノタルヘシ 　　　左ノ資格ノ一ヲ具フルコトヲ要ス
第13条　小学校裁縫専科正教員養成所ニ入学ヲ許可スヘキモノハ左ノ 1.尋常小学校准教員ノ資格アル者
　　　資格ノ一ヲ有スルモノタルヘシ 2.高等小学校若クハ高等女学校第2学年修了以上ノ者
1.尋常小学校准教員ノ資格アルモノ
2.高等小学校卒業 修業年限 若ハ高等女学校第2学年修
了以上ノモノ
第14条　小学校教員養成所ノ修業期間ハ……次ニ定ムル所ニ依ルヘシ 第33条　教員養成部ノ修業年限ヲ2ケ年トス
4.裁縫専科正教員　2箇年
第19条　小学校専科正教員養成所ノ学科目及其ノ程度ハ小学校令施行 第35条　学科課程并毎週教授時数ヲ定ムルコト左ノ如シ
　　　規則第110条ノ規定ニ依リ修身、教育、国語、算術、裁縫、体 第1学年　修身2　教育2　国語5　算術2　体操3　裁縫18　手芸
　　　操トス 　　計32
　　　修身国語算術ハ高等小学校ノ程度ニ準ジ更ニ補習ヲナスヘシ　 第2学年　修身2　教育2　国語5　算術2　体操3　裁縫18　手芸
第20条　小学校教員養成所各学科目ノ毎週教授時数ハ……第6号表ニ 　　計32
　　　依ルヘシ 　　　手芸ハ随意科トシ毎週2時間ヲ増シテ之ヲ課ス
第6号表　裁縫専科正教員 　　　高等女学校其他高等女学校ニ類スル各種学校卒業生ニシテ教員
第1学年　修身2　教育2　国語5　算術2　裁縫18　体操3　計32 　　　養成部ニ入学シタル者ハ国語算術家事ノ3科目ヲ省キ其時間ニ裁
第2学年　修身2　教育2　国語5　算術2　裁縫18　体操3　計32 　　　縫手芸ヲ学習スルコトヲ得
第21条　小学校教員養成所規程ノ学科ヲ修了シタルトキハ……試験検 第37条　規定ノ学業ヲ了ヘタル場合ニ於テハ学校長ヨリ本県小学校教
　　　定ヲ行ヒ相当ノ免許状ヲ授与ス 　　　員臨時試験検定ヲ申請ス
[註]　『岡山県報』第135号、1908年2月10日、「私立岡山実科女学校学則」（私立岡山実科女学校財団編『沿革史』、1909年、就実高等学校所蔵）より作
    成。
表3-8　「小学校教員養成所規程」と「岡山実科女学校教員養成所学則」の比較
「岡山実科女学校教員養成所学則」「小学校教員養成所規程」
定員
旧令4箇年
新令2箇年
修業期間
養成科目
および
教授時数
検定受検
の
資格付与
入学条件
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（
四
）
臨
時
試
験
検
定
受
検
の
資
格
付
与
に
よ
り
誇
っ
た
高
い
合
格
率 
 
そ
し
て
、
最
後
に
、
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
卒
業
生
の
小
学
校
教
員
検
定
に
お
け
る
成
績
を
み
て
み
よ
う
。
同
養
成
所
卒
業
生
の
う
ち
成
績
優
良
者
に
は
、
臨
時
試
験
検
定
受
検
の
資
格
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
養
成
所
卒
業
生
は
、
一
般
受
検
生
を
上
回
る
合
格
率
を
あ
げ
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、
毎
年
安
定
的
に
卒
業
生
を
供
給
し
た
。
表
三-
一
一
は
、
同
養
成
所
卒
業
生
数
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
養
成
所
が
毎
年
三
〇
か
ら
四
〇
名
程
度
の
卒
業
生
を
供
給
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
国富友次郎 校長 修身 就実/岡山 原久 教師 造花、図画 岡山実科
橋本ゆき 教師 修身、教育、地理、歴史 就実/岡山 鳥越イセ 教師 裁縫 岡山実科
原増次 教師 習字、図画 就実/岡山 得光小銀 教師 裁縫 岡山実科
大蔵トモ 教師 不明 就実/岡山 岡本ミツ 教師 袋物、裁縫 岡山実科
加藤琴 教師 不明 就実/岡山 岡崎とら 教師 不明 岡山実科
山本亀能 教師 割烹、算術、国語、家事 就実/岡山 小野亀紫 教師 茶事 岡山実科
大倉建子 教師 音楽 就実高女 渡辺イシ 教師 裁縫 岡山実科
大西いく 教師 英語 就実高女 八田規矩 教師 国語 岡山実科
亀田つち 教師 国語 就実高女 片山剛太 教師 生花 岡山実科
内田晶三 教師 理科、数学 就実高女 川元加津野 教師 裁縫 岡山実科
間野庫太 教師 修身、地理、歴史 就実高女 坪田タキ 教師 裁縫 岡山実科
牧野珦 教師 国語、漢文、修身 就実高女 中村秀野 教師 裁縫 岡山実科
小松原雄三郎 教師 体操 就実高女 村田なか 教師 裁縫 岡山実科
熱田孝 教師 裁縫 就実高女 山上徳次郎 教師 数学 岡山実科
北島正太郎 教師 博物 就実高女 森安鶴 教師 礼法、裁縫 岡山実科
須田ノエ 教師 礼法、家事 就実高女 湯浅真鬼太 教師 生花 岡山実科
末広寿夫 教師 数学、理科、国語 就実高女 池上伊之 教師 箏曲 岡山実科
[註]　私立岡山県教育会編『岡山県学事関係職員録』、1913年、9―10頁、岡山県立図書館所蔵、私立就実高等女
　　学校姉妹会編『都くづくし』創立満一〇周年記念号、1914年、157―159頁、就実高等学校所蔵、就実学園創立
　　一〇〇周年記念事業実行委員会編『就実学園一〇〇年史』、2005年、412―413頁より作成。
氏名 職名 担当学科 所属
      表3-9　1913年度における岡山実科女学校および就実（私立実科）高等女学校の教員構成
氏名 職名 担当学科 所属
 表3-10　小学校裁縫専科正教員免許状
         取得のための小学校教員試験
         検定用参考図書
教育 実用教育学要 小平高明
裁縫 裁縫教科書 谷田部順子
修訂裁縫教授法 同上
実験裁縫教授書 中村菊子
裁縫教授書 渡辺辰五郎
[註]　『岡山県報』第317号、1908年4月10日
    より作成。
学科 書名 著者
[註]　『岡山県統計書（岡山県統計年報）』
　　各年度、就実学園創立一〇〇周年記念事
　　業実行委員会編『就実学園一〇〇年史』、
    2005年、474頁より作成。
卒業生数 29 37 47 42
（単位：名）
年度 1909 1910 1911 1912
  表3-11　岡山実科女学校教員養成所
          卒業生数の推移
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も
っ
と
も
、
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
は
各
種
学
校
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
卒
業
生
が
免
許
状
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、
小
学
校
教
員
検
定
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
一
般
受
検
生
と
異
な
り
、臨
時
試
験
検
定
受
検
の
資
格
が
与
え
ら
れ
た
。岡
山
県
は
、「
小
学
校
教
員
試
験
検
定
ハ
、
毎
年
二
月
及
十
月
、
之
ヲ
施
行
ス
」１
６
と
、
年
二
回
の
定
期
試
験
検
定
を
実
施
し
て
い
た
。
こ
れ
に
加
え
、
表
三-
八
の
「
検
定
受
検
の
資
格
付
与
」
に
お
け
る
学
則
第
三
七
条
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
か
ら
の
申
請
を
受
け
、同
養
成
所
卒
業
生
を
対
象
と
し
た
臨
時
試
験
検
定
を
実
施
し
た
。 
 
そ
の
際
、
臨
時
試
験
検
定
受
検
の
資
格
は
、
成
績
優
良
者
に
与
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
度
を
例
と
す
る
な
ら
ば
、「
本
年
（
一
九
一
二
年
…
…
引
用
者
）
三
月
卒
業
せ
し
者
四
十
七
名
な
る
が
、
其
の
内
二
十
五
名
に
対
し
、
来
る
十
五
日
、
十
六
日
の
両
日
、
同
校
に
て
臨
時
裁
縫
検
定
試
験
を
執
行
す
る
」
１
７
と
報
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
臨
時
試
験
検
定
受
検
の
資
格
を
付
与
さ
れ
た
卒
業
生
は
四
七
名
の
う
ち
二
五
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
多
寡
を
論
ず
る
こ
と
は
、
比
較
対
象
が
な
い
こ
と
か
ら
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
史
料
的
な
制
約
の
た
め
、
い
か
な
る
基
準
を
も
っ
て
受
検
資
格
が
付
与
さ
れ
た
の
か
も
定
か
で
な
い
。し
か
し
、前
述
し
た
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
の
例
に
照
ら
せ
ば
、
学
力
お
よ
び
操
行
に
関
す
る
成
績
優
良
者
に
臨
時
試
験
検
定
受
検
の
資
格
が
付
与
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
臨
時
試
験
検
定
は
、「
申
請
ノ
上
、
臨
時
本
所
内
ニ
於
テ
施
行
シ
得
ル
コ
ト
ノ
特
典
ヲ
与
ヘ
ラ
レ
タ
リ
、
卒
業
生
ハ
之
ニ
ヨ
リ
多
大
ナ
ル
便
宜
ヲ
得
ル
コ
ト
ヽ
ナ
レ
リ
」
１
８
と
、
小
学
校
教
員
養
成
所
内
に
お
い
て
も
実
施
さ
れ
、
そ
の
卒
業
生
に
有
利
で
あ
っ
た
。 
 
そ
の
た
め
、
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
卒
業
生
は
、
小
学
校
教
員
検
定
に
好
成
績
を
お
さ
め
た
。
再
び
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
度
を
例
に
み
る
な
ら
ば
、
臨
時
試
験
検
定
受
検
の
資
格
が
与
え
ら
れ
た
二
五
名
の
う
ち
、
合
格
者
は
九
名
１
９
、
合
格
率
は
三
六
・
〇
％
で
あ
っ
た
。
一
方
、
一
般
受
検
生
の
合
格
率
は
一
八
・
九
％
２
０
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
卒
業
生
が
一
般
受
検
生
の
ほ
ぼ
二
倍
の
合
格
率
を
あ
げ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
註
 
１ 
岡
山
県
は
、「
師
範
学
校
規
程
」
の
制
定
を
受
け
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
県
令
第
七
一
号
「
岡
山
県
師
範
学
校
規
則
」
お
よ
び
第
七
二
号
「
岡
山
県
女
子
師
範
学
校
規
則
」
を
制
定
し
、
師
範
学
校
制
度
を
全
面
的
に
改
め
た
。 
２ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
〇
八
年
二
月
一
五
日
。 
３ 
岡
山
県
会
編
『
岡
山
県
会
々
議
録
』
明
治
四
一
年
通
常
、
一
九
〇
八
年
、
二
四
五
頁
。 
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４ 
同
前
、
二
四
六
頁
。 
５ 
同
前
、
二
四
九
頁
。 
６ 
関
西
学
園
編
『
関
西
学
園
一
〇
〇
年
史
』、
一
九
八
七
年
、
一
一
一
頁
。 
７ 
私
立
就
実
高
等
女
学
校
姉
妹
会
編
『
都
く
づ
く
し
』
創
立
満
一
〇
周
年
記
念
号
、
一
九
一
四
年
、
一
〇
頁
。 
８ 
史
料
に
よ
っ
て
は
、「
別
科
」
と
い
う
名
称
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
実
態
は
不
明
で
あ
る
。 
９ 
私
立
岡
山
実
科
女
学
校
内
姉
妹
会
編
『
土
筆
』
第
七
号
、
一
九
〇
八
年
、
付
一
七
頁
、
就
実
高
等
学
校
所
蔵
。 
１
０ 
同
前
、
一
七
頁
。 
１
１ 
同
前
。 
１
２ 
金
岡
助
九
郎
編
『
会
誌
』
第
二
号
、
有
漢
教
員
養
成
所
、
一
九
一
四
年
、
九
―
一
〇
頁
。 
１
３ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
一
〇
年
三
月
三
日
。 
１
４  
山
上
峯
次
『
就
実
高
等
学
園
第
二
回
沿
革
誌
補
遺
』、
一
九
五
三
年
、
頁
な
し
、
就
実
高
等
学
校
所
蔵
。 
１
５ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
一
三
年
三
月
二
一
日
。 
１
６ 
『
岡
山
県
報
』
一
三
七
号
、
一
九
〇
八
年
四
月
一
〇
日
。 
１
７ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
一
二
年
四
月
一
四
日
。 
１
８ 
黄
薇
青
年
社
編
『
岡
山
県
兵
庫
県
広
島
県
香
川
県
小
学
校
教
員
検
定
受
験
者
栞
』
大
久
保
翠
琴
堂
、
一
九
一
〇
年
、
付
二
三
頁
。 
１
９ 
私
立
就
実
高
等
女
学
校
姉
妹
会
編
『
土
筆
』
第
一
九
号
、
一
九
一
二
年
、
五
九
頁
、
就
実
高
等
学
校
所
蔵
。 
２
０ 
岡
山
県
編
『
岡
山
県
統
計
書
（
岡
山
県
統
計
年
報
）』
明
治
四
四
年
、
一
九
一
二
年
、
一
一
五
頁
。
な
お
、
こ
こ
で
は
、
史
料
的
な
制
約
の
た
め
、
同
年
度
に
お
け
る
裁
縫
科
に
か
ぎ
ら
な
い
小
学
校
女
子
専
科
正
教
員
免
許
状
の
取
得
を
目
的
と
し
た
小
学
校
教
員
試
験
検
定
の
合
格
率
を
示
し
て
い
る
。 
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第
四
章 
大
正
期
の
岡
山
県
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所 
 
 
 
 
―
―
師
範
学
校
予
備
科
の
休
止
を
補
完
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
と
そ
の 
 
 
 
 
撤
退
―
― 
  
本
章
で
は
、
大
正
期
（
主
に
一
九
一
三
年
度
か
ら
一
九
二
二
年
度
ま
で
）
を
対
象
と
し
て
、
岡
山
県
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
実
相
に
迫
り
た
い
。
当
該
期
に
お
い
て
は
、
第
一
次
大
戦
に
前
後
し
て
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
増
減
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
を
境
と
し
て
、
当
該
期
を
大
正
前
期
と
大
正
後
期
に
分
け
た
。
大
正
前
期
（
主
に
一
九
一
三
年
度
か
ら
一
九
一
九
年
度
）
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
三
大
臣
訓
令
に
よ
り
、
師
範
学
校
の
規
模
縮
小
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
欠
を
補
う
た
め
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
増
加
し
た
。
一
方
、
大
正
後
期
（
主
に
一
九
二
〇
年
度
か
ら
一
九
二
二
年
度
）
に
お
い
て
は
、「
大
戦
景
気
」
に
よ
る
「
小
学
校
教
員
離
れ
」
の
様
相
が
顕
著
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
相
つ
い
で
撤
退
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
な
か
で
も
、
中
等
教
員
試
験
検
定
受
検
資
格
認
定
学
校
と
し
て
存
続
の
危
機
を
回
避
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
も
あ
っ
た
。 
 
第
一
節 
三
大
臣
訓
令
に
伴
う
師
範
学
校
予
備
科
の
休
止
を
補
完
し
た
私
設
小
学
校
教
員 
 
 
 
 
養
成
所 
 
本
節
で
は
、
大
正
前
期
に
お
い
て
、
三
大
臣
訓
令
に
よ
り
規
模
を
縮
小
し
た
師
範
学
校
を
補
う
た
め
に
増
加
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
状
況
、
な
ら
び
に
県
下
教
員
養
成
に
果
た
し
た
役
割
を
み
て
い
こ
う
。 
 
（
一
）
三
大
臣
訓
令
に
よ
り
規
模
を
縮
小
し
た
師
範
学
校 
 
右
の
課
題
を
み
る
に
あ
た
り
、
三
大
臣
訓
令
に
よ
り
規
模
を
縮
小
し
た
師
範
学
校
の
様
相
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
よ
う
。
岡
山
県
は
、
同
訓
令
に
よ
る
緊
縮
予
算
編
成
の
結
果
、
師
範
学
校
予
備
科
な
ど
の
休
止
を
迫
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
九
月
、
第
二
次
西
園
寺
公
望
内
閣
は
、
内
務
大
臣
、
文
部
大
臣
、
農
商
務
大
臣
連
署
に
よ
る
地
方
費
整
理
に
関
す
る
訓
令
、
い
わ
ゆ
る
三
大
臣
訓
令
を
発
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
岡
山
県
は
、
緊
縮
予
算
の
編
成
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
八
月
、
第
二
次
西
園
寺
内
閣
が
成
立
し
た
。
同
内
閣
は
、
行
財
政
整
理
を
重
要
政
策
に
掲
げ
た
１
。
そ
し
て
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
日
露
戦
争
以
降
の
地
方
財
政
の
膨
張
を
背
景
に
、
教
育
費
の
節
約
、
土
木
費
の
緊
縮
、
府
県
事
業
費
の
節
減
、
地
方
費
補
助
の
矯
弊
、
地
方
基
金
の
活
用
、
府
県
金
庫
保
管
金
の
活
用
を
柱
と
し
た
三
大
臣
訓
令
を
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発
し
た
２
。
こ
れ
を
受
け
、
岡
山
県
は
、「
過
般
内
務
、
農
商
務
、
文
部
三
大
臣
ノ
訓
令
カ
ア
リ
マ
シ
テ
、
即
チ
本
予
算
編
成
ニ
方
ツ
テ
ハ
、
其
ノ
訓
令
ノ
主
旨
ヲ
体
シ
テ
編
成
致
シ
マ
シ
タ
」
３
と
、
同
訓
令
に
沿
っ
て
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
度
予
算
を
編
成
し
た
。 
 
こ
う
し
た
緊
縮
予
算
の
影
響
を
も
っ
と
も
受
け
た
の
は
、
師
範
学
校
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
師
範
学
校
が
「
地
方
に
於
て
最
多
額
の
経
費
を
要
す
る
学
校
」
４
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
表
四-
一
は
、
公
学
費
お
よ
び
師
範
学
校
費
と
、
そ
の
公
学
費
に
占
め
る
割
合
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
公
学
費
が
横
ば
い
、
も
し
く
は
増
加
す
る
一
方
で
、
師
範
学
校
費
は
一
貫
し
て
減
少
し
、
そ
の
占
め
る
割
合
も
縮
小
し
続
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。前
述
の
よ
う
に
岡
山
県
は
、「
師
範
学
校
規
程
」の
制
定
を
受
け
、
師
範
学
校
制
度
を
全
面
的
に
改
め
、
そ
こ
に
本
科
第
一
部
、
第
二
部
、
予
備
科
、
講
習
科
を
設
け
て
い
た
。
し
か
し
、
師
範
学
校
費
の
減
少
に
伴
い
、
師
範
学
校
予
備
科
を
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
三
月
、
女
子
師
範
学
校
本
科
第
一
部
を
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
三
月
に
休
止
し
た
。 
 
な
か
で
も
予
備
科
の
休
止
は
、
師
範
学
校
が
入
学
者
の
供
給
を
予
備
科
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
か
ら
深
刻
で
あ
っ
た
。
表
四-
二
は
、
師
範
学
校
本
科
第
一
部
入
学
者
の
学
習
歴
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
予
備
科
卒
業
生
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
「
修
業
年
限
三
ケ
年
ノ
高
等
小
学
校
卒
業
ノ
程
度
」
５
と
い
う
師
範
学
校
入
学
試
験
の
程
度
に
応
ず
る
三
年
制
高
等
小
学
校
が
岡
山
県
に
お
い
て
僅
少
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
こ
で
、
師
範
学
校
入
学
者
を
確
保
す
る
た
め
、
予
備
科
の
休
止
を
い
か
に
補
完
す
る
の
か
が
喫
緊
の
課
題
に
な
っ
た
。 
 
（
二
）
師
範
学
校
予
備
科
の
休
止
を
補
完
す
る
た
め
に
増
加
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所 
 
で
は
、
師
範
学
校
予
備
科
の
休
止
は
、
い
か
に
補
完
さ
れ
た
の
か
。
師
範
学
校
制
度
の
整
備
に
伴
い
明
治
末
期
に
淘
汰
さ
れ
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
再
び
増
加
し
、
そ
れ
を
補
完
し
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
大
正
前
期
に
お
い
て
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
新
設
が
相
つ
い
だ
。
表
四-
三
は
、
当
該
期
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
状
況
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
設
置
数
が
一
〇
校
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
の
天
城
中
学
教
員
養
成
所
を
は
じ
め
と
す
る
五
校
が
、
[註]　『岡山県統計書(岡山県統計年報)』各年度より作成。
1916 1917
17.9
 表4-1　公学費および師範学校費と、その公学費に占める
        割合の推移
割合（％） 23.5 21.4 20.8 19.0
430255
師範学校費（円） 93769 87079 83781 80238 77034
公学費（円） 399638 407837 403289 422116
年度 1913 1914 1915
[註]　『岡山県統計書(岡山県統計年報)』
    各年度より作成。
  表4-2　師範学校本科第一部入学者
         の学習歴
（単位：名）
年度 1910 1911 1912
予備科卒業生 119 118 97
高等小学校卒業生 2 0 1
その他 10 2 2
合計 131 120 100
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新
設
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
で
あ
っ
た
。 
 
そ
う
し
た
新
設
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
多
く
は
、
尋
常
小
学
校
准
教
員
の
養
成
を
と
お
し
、
予
備
科
の
休
止
を
補
完
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。再
び
表
四-
三
に
目
を
移
す
な
ら
ば
、
新
設
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
う
ち
四
校
が
尋
常
小
学
校
准
教
員
を
養
成
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
目
的
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
た
６
。 
 
元
来
師
範
学
校
入
学
者
は
、
高
等
小
学
二
ケ
年
程
度
の
修
業
者
に
し
て
直
に
受
験
す
る
の
学
力
に
乏
し
く
、
去
迚
三
ケ
年
の
高
等
小
学
は
県
下
に
も
稀
に
あ
る
の
み
な
れ
ば
予
備
教
育
の
必
要
を
感
ず
る
よ
り
、
各
養
成
所
に
て
十
分
教
育
を
施
し
得
ら
る
ゝ
と
す
れ
ば
、
師
範
予
備
科
廃
止
も
痛
苦
を
感
ぜ
ざ
る
が
如
し
、 
  
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
尋
常
小
学
校
准
教
員
を
養
成
す
る
新
設
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
予
備
科
に
代
わ
り
、
師
範
学
校
入
学
の
た
め
の
予
備
教
育
を
担
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
そ
の
た
め
、
尋
常
小
学
校
准
教
員
を
養
成
す
る
新
設
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
予
備
科
休
止
直
後
に
設
置
さ
れ
た
。
図
四-
一
は
、
そ
れ
ら
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
時
期
的
分
布
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
二
校
が
予
備
科
休
止
直
後
で
あ
る
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
四
月
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
四
月
に
一
校
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
四
月
に
一
校
が
設
置
さ
れ
た
。 
 
ま
た
、
尋
常
小
学
校
准
教
員
を
養
成
す
る
新
設
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
予
備
科
の
在
っ
た
岡
山
市
を
中
心
に
設
置
さ
れ
た
。
図
四-
二
は
、
そ
う
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
地
域
的
分
布
を
示
し
て
1 金川中学教員養成所 尋准 御津郡 1902.4→1919.3 私立金川中学校ほか
2 岡山実科女学校教員養成所 小裁専正 岡山市 1904.5→1920.3 私立岡山実科女学校ほか
3 有漢教員養成所 尋准/小裁専正 上房郡 1904.7→1928.3 公立有漢高等女学校ほか
4 岡山教員養成所 尋本正/尋准 岡山市 1904.10→1918.4 私立中学閑谷黌岡山分黌ほか
5 佐藤和洋裁縫女学校教員養成所 小裁専正 岡山市 1913.3→1932.3 私立佐藤和洋裁縫女学校ほか
6 天城中学教員養成所 尋准 児島郡 1913.4→不明 私立天城中学校
7 養浩教員養成所 尋准 岡山市　1913.4→1918.6まで存続確認
8 岡山女子教員養成所 尋准 岡山市 1914.4→1919.3まで存続確認 私立清心高等女学校
9 津山高等裁縫学校教員養成所 小裁専正 苫田郡 1915.4→1927.3 私立津山高等裁縫学校ほか
10 平川准教員養成所 尋准 川上郡 1915.4→1916.3
[註]　『山陽新報』各号、『岡山県統計書（岡山県統計年報）』各年度、『岡山市統計年報』各年度、『岡山県学事関係職員録』
　　各年度、岡山県教育史刊行会編『岡山県教育史』下巻、岡山市史編集委員会編『岡山市史（宗教・教育編）』岡山市役所、八
　　〇周年記念誌編集委員会編『臥龍』岡山県立金川高等学校創立八〇周年記念事業推進期成会、1958年、36―38頁、岡山県立金
    川高等学校創立一二〇周年記念事業実行委員会編『岡山県立金川高等学校創立一二〇周年記念誌』、2004年、296―302頁、
    就実学園創立一〇〇周年記念事業実行委員会編『就実学園一〇〇年史』、2005年、503―509頁、蛭田禎男『有漢教員養成所』
    有漢町教育委員会、1985年、88―91頁、ベル学園高等学校編『創立一二〇年のあゆみ　2004』、2004年、210―211頁、清心学
    園一〇〇年史編纂委員会編『清心学園一〇〇年史』清心学園一〇〇周年記念事業委員会、1985年、291頁、599―600頁、創設七
    五周年記念史編集委員会編『美作学園七五年史』美作学園、 1991年、601―602頁、備中町史編集委員会編『備中町史』本編、
　　備中町史刊行委員会、1972年、874頁より作成。   
表4-3　大正前期における私設小学校教員養成所の設置状況
私設小学校教員養成所名称 養成教員種 所在地 開閉設年月 付設（関連）する中等程度の学校
（設置順）
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い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
四
校
中
二
校
が
岡
山
市
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
一
校
は
、
岡
山
市
近
隣
の
児
島
郡
に
設
置
さ
れ
た
。 
        
（
三
）
師
範
学
校
入
学
試
験
に
好
成
績
を
お
さ
め
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所 
 
 
 
―
―
養
（
よ
う
浩
こ
う
）
教
員
養
成
所
を
事
例
と
し
て
―
― 
 
と
こ
ろ
で
、
尋
常
小
学
校
准
教
員
を
養
成
す
る
新
設
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
予
備
科
の
休
止
を
補
完
す
る
に
際
し
、
ど
れ
ほ
ど
の
成
果
を
あ
げ
た
の
か
。
な
か
に
は
養
浩
教
員
養
成
所
の
よ
う
に
「
師
範
学
校
入
学
試
験
合
格
者
の
数
…
…
特
別
の
好
成
績
」
７
と
、
師
範
学
校
入
学
試
験
に
好
成
績
を
お
さ
め
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
も
あ
っ
た
。 
 
養
浩
教
員
養
成
所
は
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
四
月
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
経
緯
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
た
８
。 
1915
13.4
年度 1912 1913 1914 1918 1919
[註]　表4-3「大正前期における私設小学校教員養成所の設置状況」より作成。
図4-1　尋常小学校准教員を養成する新設私設小学校教員養成所の時期的分布
18.6
19.3
岡山女子教員養成所 14.4
平川准教員養成所 15.4 16.3
1916 1917
天城中学教員養成所 13.4
養浩教員養成所
[註]　表4-3「大正前期における私設小学校教員養
    成所の設置状況」より作成。
       布
図4-2　尋常小学校准教員を養成する新設
       私設小学校教員養成所の地域的分
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岡
山
県
師
範
学
校
に
て
は
、
本
年
度
（
一
九
一
二
年
度
…
…
引
用
者
）
限
り
予
備
科
を
廃
止
せ
る
よ
り
、
岡
山
市
の
有
志
者
、
跡
見
三
治
郎
氏
外
十
余
名
相
謀
り
、
養
浩
教
員
養
成
所
を
設
置
し
、
明
年
度
（
一
九
一
三
年
度
…
…
引
用
者
）
は
尋
常
科
准
教
員
養
成
科
を
置
き
准
教
員
を
養
成
す
と
い
ふ
、
同
科
は
専
ら
師
範
学
校
入
学
生
の
た
め
に
予
備
教
育
を
行
ふ
、 
  
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
養
浩
教
員
養
成
所
が
他
の
尋
常
小
学
校
准
教
員
を
養
成
す
る
新
設
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
と
同
様
、
師
範
学
校
予
備
科
の
休
止
を
補
完
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
も
っ
と
も
、
養
浩
教
員
養
成
所
は
、
中
等
程
度
の
学
校
に
付
設
せ
ず
に
い
た
こ
と
か
ら
、
困
難
な
経
営
を
強
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
再
び
表
四-
三
に
目
を
移
す
な
ら
ば
、
同
養
成
所
が
他
の
ほ
と
ん
ど
の
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
と
異
な
り
、
中
等
程
度
の
学
校
に
付
設
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
経
営
基
盤
は
脆
弱
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
「
同
（
養
浩
教
員
…
…
引
用
者
）
養
成
所
は
設
備
の
簡
素
な
る
」
９
と
い
っ
た
施
設
、
設
備
や
教
員
数
に
あ
ら
わ
れ
た
。
表
四-
四
は
、
養
浩
教
員
養
成
所
教
員
数
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
養
成
所
の
教
員
数
が
つ
ね
に
五
、
六
名
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
に
よ
っ
て
は
、
教
員
数
が
一
〇
名
程
度
に
の
ぼ
っ
て
い
た
１
０
。
そ
の
た
め
、
養
浩
教
員
養
成
所
の
教
員
数
が
い
か
に
少
数
で
あ
っ
た
の
か
が
確
認
さ
れ
る
。 
 
た
だ
し
、
養
浩
教
員
養
成
所
は
、
師
範
学
校
入
学
試
験
に
好
成
績
を
お
さ
め
た
。
一
例
と
し
て
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
度
に
お
け
る
そ
の
成
績
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
た
１
１
。 
 
養
浩
教
員
養
成
所
を
本
年（
一
九
一
七
年
三
月
…
…
引
用
者
）卒
業
し
た
る
も
の
は
四
十
三
名
な
る
、
…
…
同
養
成
所
を
出
で
岡
山
県
師
範
学
校
入
学
試
験
を
受
け
た
る
も
の
三
十
五
名
に
し
て
予
備
試
験
合
格
者
二
十
六
名
、
本
試
験
合
格
者
二
十
一
名
、 
  
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
養
成
所
卒
業
生
四
三
名
の
う
ち
、
本
試
験
合
格
者
、
す
な
わ
ち
最
終
的
な
男
子
師
範
学
校
本
科
第
一
部
入
学
試
験
の
合
格
者
は
二
一
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
同
年
度
の
入
学
者
が
七
八
名
１
２
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
四
分
の
一
程
度
に
相
当
し
た
。
さ
ら
に
入
学
者
の
学
習
歴
[註]　『岡山市統計年報』各年度より作成。
1913 1914 1915 1916 1917
5教員数 6
年度
6 6 5
（単位：名）
表4-4　養浩教員養成所教員数の推移
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１
３
を
み
る
な
ら
ば
、「
修
業
年
限
三
箇
年
ノ
高
等
小
学
校
卒
業
者
」
は
三
五
名
、「
其
他
」
は
四
三
名
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
其
他
」
の
約
半
分
が
同
養
成
所
卒
業
生
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。 
 
第
二
節 
第
一
次
大
戦
終
結
後
の
「
小
学
校
教
員
離
れ
」
と
存
続
の
危
機
を
回
避
し
た
私
設 
 
 
 
 
小
学
校
教
員
養
成
所 
 
大
正
後
期
に
至
り
、
第
一
次
大
戦
に
よ
り
発
生
し
た
「
大
戦
景
気
」
は
、
好
景
気
を
も
た
ら
す
一
方
、
物
価
高
騰
を
招
き
、
官
吏
や
教
員
と
い
っ
た
賃
金
労
働
者
の
生
活
を
圧
迫
し
た
。
そ
の
た
め
、
教
職
は
敬
遠
さ
れ
、
全
国
的
な
「
小
学
校
教
員
離
れ
」
の
様
相
を
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
節
で
は
、
そ
う
し
た
「
小
学
校
教
員
離
れ
」
が
岡
山
県
に
お
け
る
教
員
の
需
給
状
況
に
、
そ
し
て
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
状
況
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
を
み
て
い
こ
う
。 
 
（
一
）
岡
山
県
に
も
お
よ
ん
だ
「
小
学
校
教
員
離
れ
」
の
影
響 
 
右
の
課
題
に
際
し
、「
小
学
校
教
員
離
れ
」
が
岡
山
県
に
お
け
る
教
員
の
需
給
状
況
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
よ
う
。
同
県
に
お
い
て
も
、「
小
学
校
教
員
離
れ
」
の
様
相
は
顕
著
に
な
り
、
教
員
充
足
率
も
低
迷
し
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
第
一
次
大
戦
の
影
響
に
よ
り
、
一
九
一
〇
年
代
中
頃
か
ら
、「
大
戦
景
気
」
が
発
生
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
好
景
気
は
、
賃
金
の
上
昇
を
上
回
る
物
価
高
騰
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
た
め
、
教
員
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
生
活
苦
に
陥
っ
た
１
４
。 
 
物
価
異
常
の
暴
騰
に
よ
り
、
最
も
痛
烈
に
、
最
も
深
刻
に
、
生
活
上
の
圧
迫
と
、
不
安
と
を
感
（
甘
）
受
す
る
も
の
は
、
広
き
意
味
に
於
け
る
労
働
者
、
即
ち
尠
少
な
る
勤
労
所
得
に
衣
食
す
る
も
の
に
し
て
、
小
中
学
校
教
員
の
如
き
、
之
が
尤
た
る
も
の
と
認
む
べ
け
れ
ば
な
り
。 
  
こ
う
し
た
生
活
苦
は
、「
師
範
学
校
の
入
学
志
望
者
が
著
し
く
減
少
し
た
の
み
で
は
な
く
、
現
在
教
員
の
職
に
あ
る
も
の
が
続
々
他
の
職
業
に
転
ず
る
」
１
５
と
、
師
範
学
校
入
学
志
願
者
の
減
少
、
さ
ら
に
は
現
職
教
員
の
転
退
職
と
い
っ
た
「
小
学
校
教
員
離
れ
」
を
引
き
起
こ
し
た
。 
 
そ
し
て
、「
小
学
校
教
員
離
れ
」
の
影
響
は
、
岡
山
県
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
た
。
表
四-
五
は
、
男
子
師
範
学
校
本
科
第
一
部
入
学
志
願
者
数
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
[註]　『岡山県統計書（岡山県統計年報）』各年度より作成。
表4-5　男子師範学校本科第一部入学志願者数の推移
265
（単位：名）
志願者数 240 186 180 215
年度 1918 1919 1920 1921 1922
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
志
願
者
が
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
度
に
は
一
八
〇
名
に
ま
で
減
少
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
転
退
職
者
数
の
推
移
は
、
史
料
的
な
制
約
の
た
め
に
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、「
本
県
に
於
け
る
転
職
者
は
、
既
に
九
十
余
名
に
達
す
る
の
有
様
な
り
」１
６
と
報
じ
ら
れ
た
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
そ
れ
は
頻
繁
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
教
員
充
足
率
は
低
迷
し
た
。
表
四-
六
は
、
大
正
後
期
、
尋
常
小
学
校
に
お
け
る
教
員
充
足
率
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
教
員
充
足
率
が
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
度
に
は
七
四
・
六
％
に
ま
で
低
下
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
な
お
、
岡
山
県
は
、
こ
う
し
た
「
小
学
校
教
員
離
れ
」
に
際
し
、
教
員
の
待
遇
策
１
７
お
よ
び
養
成
策
１
８
を
講
じ
た
。
し
か
し
、
そ
の
終
息
は
、
教
員
の
待
遇
が
他
の
職
業
と
比
べ
て
「
ま
し
」
に
な
る
「
戦
後
恐
慌
」
１
９
の
発
生
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 
 
（
二
）
多
様
な
学
習
要
求
に
応
え
て
存
続
の
危
機
を
回
避
し
た
郡
部
私
設
小
学
校
教
員
養
成 
 
 
 
所 
 
で
は
、「
小
学
校
教
員
離
れ
」
は
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
状
況
に
い
か
な
る
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
の
か
。
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
そ
の
影
響
に
よ
り
相
つ
い
で
撤
退
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
の
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
養
成
を
目
的
と
す
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
存
続
し
た
。
と
り
わ
け
郡
部
に
お
け
る
そ
う
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
教
職
志
願
者
の
み
な
ら
ず
、
多
様
な
学
習
要
求
を
も
っ
た
入
学
者
を
集
め
る
こ
と
で
、
存
続
の
危
機
を
回
避
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、「
小
学
校
教
員
離
れ
」
の
影
響
を
受
け
て
撤
退
し
た
。
表
四-
七
は
、
大
正
後
期
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
状
況
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
該
期
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
三
校
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
述
の
よ
う
に
大
正
前
期
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
休
止
し
た
予
備
科
の
欠
を
補
う
た
め
に
増
加
し
、
一
〇
校
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
照
ら
せ
ば
、
そ
の
数
が
三
分
の
一
に
ま
で
減
少
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
も
っ
と
も
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
養
成
を
目
的
と
す
る
私
[註]　『岡山県統計書（岡山県統計年報）』各年度より作成。
表4-6　大正後期、尋常小学校における教員充足率の推移
（単位：％）
74.7 75.2 74.6 75.9 75.8
年度 1918 1919 1920 1921 1922
教員充足率
1 有漢教員養成所 尋准/小裁専正 1904.7→1928.3 上房郡
2 佐藤和洋裁縫女学校教員養成所 小裁専正 1913.3→1932.3 岡山市
3 津山高等裁縫学校教員養成所 尋准/小裁専正 1915.4→1927.3 苫田郡
[註]　『山陽新報』各号、『岡山県統計書（岡山県統計年報）』各年度、『岡山市統
　　計年報』各年度、『岡山県学事関係職員録』各年度、岡山県教育史刊行会編『岡
　　山県教育史』下巻、岡山市史編集委員会編『岡山市史（宗教・教育編）』岡山市
　　役所、蛭田禎男『有漢教員養成所』有漢町教育委員会、1985年、88―91頁、ベル
    学園高等学校編『創立一二〇年のあゆみ　2004』、2004年、210―211頁より作
    成。
私設小学校教員養成所名称 養成教員種 開閉設年月 所在地
表4-7　大正後期における私設小学校教員養成所の設置状況
（設置順）
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設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
存
続
の
危
機
を
回
避
し
た
。大
正
前
期
に
お
い
て
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
養
成
を
目
的
と
す
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
四
校
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
、
有
漢
教
員
養
成
所
、
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
、
津
山
高
等
裁
縫
学
校
教
員
養
成
所
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
再
び
表
四-
七
に
目
を
移
す
な
ら
ば
、
当
該
期
に
お
い
て
、
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
が
廃
止
さ
れ
た
も
の
の
、
残
り
三
校
は
存
続
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
図
四-
三
は
、
大
正
後
期
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
地
域
的
分
布
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
有
漢
教
員
養
成
所
、
津
山
高
等
裁
縫
学
校
教
員
養
成
所
が
郡
部
に
、
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
は
市
部
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。 
 
た
だ
し
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
養
成
に
際
し
て
も
、「
小
学
校
教
員
離
れ
」
の
影
響
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
需
要
は
、「
専
科
正
教
員
に
は
別
に
定
数
な
し
と
雖
、
我
県
の
現
状
上
、
従
来
よ
り
も
一
層
高
程
度
の
も
の
を
多
く
す
る
の
必
要
あ
り
、
殊
に
実
業
補
習
教
育
と
連
関
し
て
此
種
教
員
の
養
成
は
今
日
の
緊
要
事
た
り
」
２
０
と
、
実
業
補
習
学
校
の
発
達
に
も
伴
い
高
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
岡
山
県
は
、
す
で
に
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
四
月
、
女
子
師
範
学
校
に
裁
縫
講
習
科
を
設
置
し
て
い
た
。
し
か
し
、
同
講
習
科
の
定
員
を
四
〇
名
２
１
と
定
め
た
も
の
の
、
二
、
三
〇
名
程
度
の
入
学
者
を
集
め
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
２
２
。 
 
で
は
、
な
ぜ
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
養
成
を
目
的
と
す
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
存
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
な
か
で
も
郡
部
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
入
学
者
の
う
ち
に
「
小
学
校
教
員
離
れ
」
の
影
響
を
受
け
に
く
い
者
、
す
な
わ
ち
か
な
ら
ず
し
も
教
職
を
志
願
し
な
い
者
も
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
郡
部
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
う
ち
の
一
校
で
あ
っ
た
津
山
高
等
裁
縫
学
校
教
員
養
成
所
は
、
た
と
え
ば
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
度
に
「
養
生
（
成
）
部
二
年
十
三
人
、
同
一
年
五
十
五
人
」
２
３
と
、
裁
縫
講
習
科
を
上
回
る
入
学
者
を
集
め
た
。
そ
し
て
、
表
四-
八
は
、
一
年
次
入
学
者
五
五
名
が
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
度
末
に
卒
業
し
た
際
の
進
路
状
況
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
合
計
が
五
四
名
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
一
名
が
中
途
退
学
し
[註]　表4-7「大正後期における私設小学校教員養
　　成所の設置状況」より作成。
       養成所の地域的分布
図4-3　大正後期における私設小学校教員[註]　創立七五周年記念史編集委員会編『美作大学七五年史』
　　美作学園、1991年、126頁より作成。
54
 表4-8　1921年度における津山高等裁縫学校教員養成所
        卒業生の進路
人数 49 4 0 1
（単位：名）
進路 家事従事 教員就職 学校入学 死亡 合計
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た
た
め
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
家
事
従
事
者
の
四
九
名
が
教
職
従
事
者
の
四
名
を
圧
倒
し
、
教
職
従
事
者
は
む
し
ろ
少
数
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
郡
部
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
へ
の
入
学
者
の
う
ち
に
は
、
か
な
ら
ず
し
も
教
職
を
志
願
せ
ず
、
た
と
え
ば
裁
縫
修
業
の
た
め
、
あ
る
い
は
小
学
校
卒
業
後
、
女
子
の
中
等
程
度
の
教
育
機
関
が
乏
し
い
な
か
、
そ
れ
に
代
わ
る
学
習
の
機
会
を
求
め
て
進
学
す
る
者
も
含
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
市
部
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
こ
う
し
た
郡
部
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
と
は
様
相
が
異
な
っ
て
い
た
。 
 
第
三
節 
中
等
教
員
試
験
検
定
受
検
資
格
認
定
学
校
と
し
て
存
続
の
危
機
を
回
避
し
た
市 
 
 
 
 
部
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
実
相 
 
 
 
 
―
―
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
を
事
例
と
し
て
―
― 
 
で
は
、
市
部
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
い
か
に
し
て
「
小
学
校
教
員
離
れ
」
に
よ
る
存
続
の
危
機
を
回
避
し
た
の
か
。
本
節
で
は
、
大
正
後
期
に
お
け
る
唯
一
の
市
部
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
で
あ
っ
た
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
の
実
相
を
み
て
い
こ
う
。 
 
（
一
）
女
性
の
職
業
的
自
立
を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
た
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成 
 
 
 
所 
 
ま
ず
、
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
の
創
設
者
で
あ
る
佐
藤
伎
具
能
の
経
歴
と
、
そ
の
教
育
理
念
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
よ
う
。
高
名
な
裁
縫
師
匠
で
あ
っ
た
佐
藤
は
、
同
養
成
所
の
創
設
に
よ
る
裁
縫
科
教
員
の
養
成
を
と
お
し
、
裁
縫
技
術
に
よ
る
女
性
の
職
業
的
自
立
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
の
創
設
者
佐
藤
伎
具
能
は
、「
師
範
学
校
付
属
裁
縫
伝
習
所
の
卒
業
者
…
…
の
手
芸
技
術
が
、
嶄
然
と
し
て
頭
角
を
見
す
、
…
…
一
方
に
割
拠
せ
る
独
立
派
の
片
山
石
、
佐
藤
伎
具
能
の
率
ゐ
て
学
舎
の
相
対
峙
す
る
」
２
４
と
、
県
下
で
も
高
名
な
裁
縫
師
匠
の
一
人
で
あ
っ
た
。
佐
藤
は
、
一
八
六
六
（
慶
応
二
）
年
、
岡
山
県
赤
磐
郡
に
生
ま
れ
た
２
５
。
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
、
久
米
郡
に
裁
縫
私
塾
を
設
置
、
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
、
同
塾
を
岡
山
市
に
移
転
、
校
名
を
佐
藤
裁
縫
女
学
校
と
改
称
し
た
（
一
九
一
四
年
に
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
と
再
改
称
）。
そ
し
て
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
、
同
校
に
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
養
成
を
目
的
と
す
る
小
学
校
教
員
養
成
所
を
付
設
し
た
。
そ
れ
が
、
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
で
あ
っ
た
。 
 
そ
う
し
た
佐
藤
は
、裁
縫
技
術
を
生
か
し
た
女
性
の
職
業
的
自
立
を
目
的
と
し
て
学
校
経
営
を
行
っ
た
。
佐
藤
は
、
自
ら
の
人
生
を
振
り
返
り
、
そ
の
必
要
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
い
て
い
た
２
６
。 
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今
後
は
婦
人
も
男
子
と
同
様
に
相
当
の
職
を
求
め
て
家
庭
を
基
本
と
し
て
働
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
何
と
い
つ
て
も
裁
縫
が
第
一
だ
と
思
ひ
ま
す
。
私
の
こ
と
を
言
ふ
の
も
妙
で
す
が
七
歳
に
し
て
父
を
失
ひ
、
十
三
歳
に
し
て
母
を
失
つ
た
薄
幸
な
私
は
、
事
業
緒
に
つ
く
時
夫
を
喪
ひ
、
多
く
の
子
供
を
抱
へ
て
今
日
に
至
つ
た
こ
と
は
、
多
少
で
も
裁
縫
を
修
得
し
て
ゐ
た
お
陰
で
す
。
で
私
は
微
力
な
が
ら
世
の
多
く
の
婦
女
達
に
対
し
こ
う
し
た
立
場
に
あ
る
人
、
或
は
そ
う
し
た
場
合
に
於
け
る
為
め
に
供
ふ
る
為
め
に
も
と
、
私
は
力
を
尽
し
て
ゐ
る
わ
け
で
私
の
事
業
の
決
し
て
無
意
味
で
な
い
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
て
ゐ
る
次
第
で
す
、 
  
こ
う
し
た
佐
藤
が
女
性
の
職
業
選
択
の
幅
が
狭
い
当
時
に
あ
っ
て
、
裁
縫
技
術
を
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
職
業
と
し
て
裁
縫
科
教
員
に
注
目
し
、
そ
の
養
成
に
尽
力
し
た
こ
と
は
当
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
（
二
）
中
等
教
員
試
験
検
定
受
検
資
格
認
定
学
校
と
な
る
こ
と
で
回
避
し
た
存
続
の
危
機 
 
で
は
、
こ
う
し
て
創
設
さ
れ
た
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、
い
か
に
し
て
「
小
学
校
教
員
離
れ
」
に
よ
る
存
続
の
危
機
を
回
避
し
た
の
か
。
同
養
成
所
は
、
中
等
教
員
試
験
検
定
受
検
資
格
認
定
学
校
に
な
る
こ
と
で
、
そ
の
危
機
を
回
避
し
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、「
小
学
校
教
員
離
れ
」
の
影
響
に
よ
り
、
入
学
者
の
獲
得
に
苦
し
ん
で
い
た
。
表
四-
九
は
、
同
養
成
所
入
学
者
数
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、「
い
組
」
は
高
等
小
学
校
卒
業
生
、「
ろ
組
」
は
高
等
女
学
校
卒
業
生
が
入
学
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
小
学
校
教
員
離
れ
」
の
続
く
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
度
の
入
学
者
は
二
六
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
前
述
の
よ
う
に
生
徒
募
集
に
苦
心
し
た
女
子
師
範
学
校
裁
縫
講
習
科
と
同
程
度
、
一
方
、
順
調
に
生
徒
を
集
め
た
津
山
高
等
裁
縫
学
校
教
員
養
成
所
の
半
分
程
度
の
入
学
者
数
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、
女
子
の
中
等
程
度
の
学
校
の
ほ
か
、
多
様
な
学
習
要
求
に
応
え
る
教
育
機
関
が
多
数
あ
る
市
部
に
在
っ
た
。
そ
の
た
め
、
郡
部
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
よ
う
に
か
な
ら
ず
し
も
教
職
を
志
願
し
な
い
者
を
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
ず
、「
小
学
校
教
員
離
れ
」
の
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。 
[註](1)　『大正一〇年三月以降　卒業
       生名簿教員養成部い組』、『大
       正一一年三月以降　卒業生名簿
       　教員養成部ろ組』、創志学園
　　　 高等学校所蔵より作成。
　　(2)　ろ組は、1920（大正9）年度、
　　　 未だ入学者の募集を開始してい
       なかったことから空欄とした。　
（単位：名）
年度
合計 26 72 104
い組 26 49 48
ろ組 23 56
1920 1921 1922
  表4-9　佐藤和洋裁縫女学校
　　　　 教員養成所入学者数
         の推移
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そ
こ
で
、
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、
中
等
教
員
試
験
検
定
受
検
資
格
認
定
学
校
に
な
る
こ
と
で
、
生
き
残
り
を
め
ざ
し
た
。
こ
こ
で
、
行
論
上
必
要
な
範
囲
で
、
中
等
教
員
試
験
検
定
受
検
資
格
認
定
学
校
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。
同
校
は
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
文
部
省
令
第
三
二
号
「
教
員
検
定
ニ
関
ス
ル
規
程
」
第
六
条
第
二
号
（
一
九
二
一
年
文
部
省
令
第
一
四
号
に
よ
る
同
規
程
の
改
正
に
伴
い
、
第
五
条
第
九
号
に
変
更
）
に
よ
る
「
文
部
大
臣
ニ
於
テ
適
当
ト
認
定
シ
タ
ル
学
校
」
を
さ
す
。
そ
し
て
、
そ
の
卒
業
生
は
、「
数
学
科
、
物
理
及
化
学
科
、
博
物
科
、
裁
縫
科
、
手
芸
科
」
に
か
ぎ
り
、
中
等
教
員
試
験
検
定
の
受
検
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
で
は
、
そ
の
申
請
に
あ
た
り
、
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
に
お
い
て
、
い
か
な
る
議
論
が
な
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
い
か
な
る
手
続
き
や
審
査
を
経
て
、
認
可
を
得
る
に
至
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
史
料
的
な
制
約
の
た
め
に
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
一
例
と
し
て
、
愛
知
県
に
設
置
さ
れ
た
安
城
女
子
職
業
学
校
裁
縫
師
範
科
が
中
等
教
員
試
験
検
定
受
検
資
格
認
定
学
校
に
な
る
際
に
は
、
書
類
審
査
の
う
え
、
施
設
・
設
備
、
教
具
、
教
員
に
関
す
る
実
地
調
査
、
な
ら
び
に
小
学
校
教
員
検
定
に
お
け
る
合
格
実
績
に
関
す
る
事
情
聴
取
や
、
在
学
生
へ
の
学
力
試
験
な
ど
が
行
わ
れ
た
２
７
と
い
う
。
お
そ
ら
く
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
に
お
い
て
も
、
同
様
の
審
査
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
同
養
成
所
は
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
文
部
省
告
示
第
一
〇
号
に
よ
り
、「
右
（
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
…
…
引
用
者
）
ハ
、
裁
縫
科
ニ
付
、
教
員
検
定
ニ
関
ス
ル
規
程
第
五
条
第
九
号
ニ
依
リ
認
定
ス
、
但
シ
、
大
正
十
一
年
三
月
以
降
ノ
卒
業
者
ニ
限
ル
」
と
、
中
等
教
員
試
験
検
定
受
検
資
格
認
定
学
校
と
し
て
の
認
可
を
得
た
。 
 
そ
し
て
、
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、
中
等
教
員
試
験
検
定
受
検
資
格
認
定
学
校
で
あ
る
こ
と
を
「
看
板
」
と
し
て
入
学
者
を
集
め
、「
小
学
校
教
員
離
れ
」
に
よ
る
存
続
の
危
機
を
回
避
し
た
。
同
養
成
所
は
、「
本
県
の
誇
り
全
国
九
校
の
一 
中
等
教
員
受
験
資
格
の
認
定
」
２
８
と
、
全
国
に
九
校
あ
る
中
等
教
員
試
験
検
定
受
検
資
格
認
定
学
校
の
う
ち
の
一
校
で
あ
る
こ
と
を
宣
伝
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、「
新
学
期
（
一
九
二
一
年
四
月
…
…
引
用
者
）
か
ら
学
級
数
を
三
学
級
に
増
加
し
、
一
学
級
は
高
等
女
学
校
卒
業
生
の
み
を
以
て
組
織
す
る
」
２
９
と
、
従
来
か
ら
の
入
学
者
で
あ
る
高
等
小
学
校
卒
業
生
に
加
え
、
高
等
女
学
校
卒
業
生
に
も
入
学
を
働
き
か
け
た
３
０
。
そ
れ
が
功
を
奏
し
、「
本
校
教
員
養
成
部
ハ
、
曩
ニ
教
員
検
定
ニ
関
ス
ル
規
程
第
五
条
第
九
号
ニ
依
リ
御
認
定
相
受
候
処
、
其
ノ
後
入
学
志
願
者
激
増
」
３
１
と
、
入
学
者
が
殺
到
し
た
。
再
び
表
四-
九
に
目
を
移
す
な
ら
ば
、
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
へ
の
入
学
者
が
中
等
教
員
試
験
検
定
受
検
資
格
認
定
学
校
と
し
て
認
可
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
増
加
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
入
学
者
の
増
加
が
認
可
前
年
度
の
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
の
は
、
認
可
を
前
提
と
し
て
、
す
で
に
入
学
者
を
募
集
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 
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（
三
）
中
等
教
員
試
験
検
定
受
検
資
格
認
定
学
校
卒
業
生
と
し
て
付
与
さ
れ
た
無
試
験
検
定 
 
 
 
の
受
検
資
格 
 
と
こ
ろ
で
、
中
等
教
員
試
験
検
定
受
検
資
格
認
定
学
校
と
し
て
存
続
の
危
機
を
回
避
し
た
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、
い
か
な
る
教
員
養
成
を
行
っ
た
の
か
。
同
養
成
所
は
、「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
に
準
じ
て
養
成
内
容
を
定
め
つ
つ
、
そ
こ
に
独
自
の
内
容
も
加
え
た
。
し
か
し
、
何
よ
り
も
特
徴
的
で
あ
っ
た
の
は
、
同
養
成
所
が
中
等
教
員
試
験
検
定
受
検
資
格
認
定
学
校
と
な
る
に
伴
い
、
そ
の
卒
業
生
に
無
試
験
検
定
受
検
の
資
格
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。 
 
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
が
定
め
た
養
成
内
容
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
た
。
表
四-
一
〇
は
、
入
学
条
件
、
修
業
期
間
、
養
成
科
目
お
よ
び
教
授
時
数
、
検
定
受
検
の
資
格
付
与
と
い
っ
た
養
成
内
容
に
つ
い
て
、「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
と
「
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
学
則
」
を
比
較
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
両
者
の
入
学
条
件
と
修
業
期
間
が
一
致
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
も
っ
と
も
、
佐
藤
和
洋
第9条　小学校教員養成所ニ入学ヲ許可スヘキモノハ身体健全品行方正 第11条　本科ニ入学ヲ許可スヘキ者ハ品行方正身体健全ニシテ左ノ資
 　　ニシテ第10条乃至第13条ノ学力ヲ有スルモノタルヘシ 　　　格ノ一ヲ有スル者タルヘシ
第13条　小学校裁縫専科正教員養成所ニ入学ヲ許可スヘキモノハ左ノ 1.尋常小学校准教員ノ資格アル者
　　　資格ノ一ヲ有スルモノタルヘシ 2.高等小学校卒業若クハ高等女学校第2学年修了以上ノ者
1.尋常小学校准教員ノ資格アルモノ 3.小学校令施行規則第112条ノ学科目及程度ニ依リ施行シタル入学
試験ニ合格シタル者
2.高等小学校卒業 修業年限 若ハ高等女学校第2学年修
了以上ノモノ
3.小学校令施行規則第112条ノ学科目及程度ニ依リテ施行シタル
入学試験ニ合格シタルモノ
第14条　小学校教員養成所ノ修業期間ハ……次ニ定ムル所ニ依ルヘシ 第3条　教員養成部ノ修業年限ヲ2ケ年トス
4.裁縫専科正教員　2箇年
第20条　小学校教員養成所各学科目ノ毎週教授時数ハ……第6号表ニ 第7条　学科課程及毎週教授時数ヲ定ムルコト左ノ如シ
　　　依ルヘシ 第1学年　修身2　教育3　国語4　算術2　裁縫16　家事2　体操3
第6号表　裁縫専科正教員 　  手芸　英語　計32
第1学年　修身2　教育2　国語5　算術2　裁縫20　体操3　計34 第2学年　修身2　教育3　国語4　算術2　裁縫16　家事2　体操3
第2学年　修身2　教育2　国語5　算術2　裁縫20　体操3　計34     手芸　英語　計32
　　　    手芸、英語ハ随意科トシ毎週3時間ヲ増加シテ之ヲ課ス
　　　    高等女学校実科高等女学校卒業ノ経歴アル者ハ修身、国語、
    算術ノ3科目ヲ省キ其時間ニ裁縫手芸ヲ学修スルコトヲ得
第21条　小学校教員養成所規程（に定める小学校裁縫専科正教員養成 第10条　学校長ハ本科卒業者ノ……小学校裁縫専科正教員無試験検定
　　　所……引用者）ノ学科ヲ修了シタルトキハ……臨時試験検定ヲ 　　　ヲ本県知事ニ申請ス     
　　　行ヒ相当ノ免許状ヲ授与ス
[註]　『岡山県報』第135号、1908年2月10日、『岡山県報』第156号、1909年11月10日、『岡山県報』第32号、1915年4月10日、『岡山県報』第45号、1916年
     5月10日、『認定指定私立各種学校学則（三重、奈良、岡山、広島（第18冊）』（国立公文書館所蔵、請求番号3A-10-1-1098））より作成。
「小学校教員養成所規程」 「佐藤和洋裁縫女学校教員養成所学則」
表4-10　「小学校教員養成所規程」と「佐藤和洋裁縫女学校教員養成所学則」の比較
旧令4箇年
新令2箇年
入学条件
修業期間
検定受検
の
資格付与
養成科目
および
教授時数
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裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、
養
成
科
目
や
教
授
時
数
に
お
い
て
独
自
性
も
発
揮
し
た
。表
四-
一
〇
に
お
け
る「
養
成
科
目
お
よ
び
教
授
時
数
」
に
よ
れ
ば
、
学
則
が
独
自
に
裁
縫
科
の
教
授
時
数
を
四
時
間
減
ず
る
一
方
、
家
事
科
を
設
け
て
二
時
間
を
充
て
、
さ
ら
に
随
意
科
目
と
し
て
手
芸
科
な
ど
を
三
時
間
設
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
高
等
女
学
校
、
実
科
高
等
女
学
校
卒
業
生
に
は
そ
れ
ま
で
の
学
習
歴
に
照
ら
し
、
修
身
科
、
国
語
科
、
算
術
科
を
省
略
し
、
代
わ
り
に
裁
縫
科
、
手
芸
科
を
学
習
す
る
道
を
開
い
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。 
 
な
お
、
使
用
さ
れ
た
教
科
書
は
史
料
的
な
制
約
の
た
め
に
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、表
四-
一
一
に
あ
る
岡
山
県
告
示
に
よ
る
検
定
用
参
考
図
書
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
た
だ
し
、
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
は
、
検
定
受
検
の
資
格
付
与
に
つ
い
て
で
あ
る
。
中
等
教
員
試
験
検
定
受
検
資
格
認
定
学
校
と
な
っ
た
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
の
卒
業
生
に
は
、
一
般
受
検
生
は
も
と
よ
り
、
郡
部
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
養
成
所
卒
業
生
と
も
異
な
り
、
無
試
験
検
定
受
検
の
資
格
が
付
与
さ
れ
た
。
表
四-
一
〇
に
お
け
る
「
検
定
受
検
の
資
格
付
与
」
に
よ
れ
ば
、
同
規
程
が
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
養
成
を
目
的
と
す
る
養
成
所
、
す
な
わ
ち
郡
部
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
卒
業
生
に
臨
時
試
験
検
定
受
検
の
資
格
を
付
与
す
る
と
定
め
る
一
方
、
学
則
は
同
養
成
所
卒
業
生
の
無
試
験
検
定
受
検
を
県
知
事
に
申
請
す
る
と
定
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
無
試
験
検
定
受
検
の
資
格
付
与
は
、
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
が
中
等
教
員
試
験
検
定
受
検
資
格
認
定
学
校
と
し
て
認
可
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
い
か
な
る
根
拠
に
よ
り
、
ま
た
い
つ
か
ら
開
始
さ
れ
た
の
か
は
、
史
料
的
な
制
約
の
た
め
に
判
然
と
し
な
い
３
２
。 
 
で
は
、
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、
小
学
校
教
員
検
定
に
ど
れ
ほ
ど
の
成
果
を
あ
げ
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
史
料
的
な
制
約
の
た
め
、
合
格
者
数
や
合
格
率
な
ど
を
算
出
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
無
試
験
検
定
受
検
の
資
格
が
与
え
ら
れ
た
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
卒
業
生
は
、
一
般
受
検
生
や
郡
部
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
卒
業
生
と
比
べ
、
好
成
績
を
お
さ
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
註
 
１ 
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
三
一
年
五
月
七
―
九
日
、
神
戸
大
学
付
属
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
新
 
教育 教育科教科書教育学綱要　乙竹岩造
裁縫 新選裁縫教科書 今村順子
渡辺先生遺稿裁縫教科書 渡辺滋
三訂裁縫教授法 今村順子
[註]　『岡山県報』第82号、1919年6月10日より
    作成。
 表4-11　小学校裁縫専科正教員免許状取得
         のための小学校教員試験検定用
         参考図書
学科 書名 著者
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聞
記
事
文
庫
所
蔵
。 
２ 
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
一
二
年
一
〇
月
五
日
、
神
戸
大
学
付
属
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
新
聞
記
事
文
庫
所
蔵
。 
３ 
岡
山
県
編
『
岡
山
県
会
史
』
第
四
編
、
一
九
三
九
年
、
七
一
頁
。 
４ 
田
所
美
治
「
地
方
費
整
理
に
関
す
る
三
大
臣
連
署
の
訓
令
と
文
政
方
針
」（
帝
国
教
育
会
編
『
帝
国
教
育
』
第
三
六
四
号
、
再
興
第
四
五
号
、
一
九
一
二
年
一
一
月
一
日
（
帝
国
教
育
復
刻
版
刊
行
委
員
会
編
『
帝
国
教
育
（
復
刻
版
）』
明
治
四
二
年
三
月
～
大
正
四
年
一
二
月
（
三
二
〇
～
四
〇
一
号
）、
雄
松
堂
、
一
九
八
八
年
））
三
七
頁
所
収
。 
５ 
『
岡
山
県
報
』
第
六
号
、
一
九
一
三
年
二
月
一
〇
日
。 
６ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
一
三
年
三
月
八
日
。 
７ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
一
四
年
一
一
月
一
六
日
。 
８ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
一
三
年
二
月
三
日
。 
９ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
一
七
年
四
月
五
日
。 
１
０ 
一
例
と
し
て
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
度
に
お
け
る
有
漢
教
員
養
成
所
の
教
員
数
は
、
一
〇
名
に
の
ぼ
っ
た
（
岡
山
県
教
育
会
編
『
岡
山
県
学
事
関
係
職
員
録
』、
一
九
一
六
年
、
一
三
頁
）。 
１
１ 
前
掲
註
９
、
『
山
陽
新
報
』
一
九
一
七
年
四
月
五
日
。 
１
２ 
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
編
『
日
本
帝
国
文
部
省
第
四
五
年
報
』
下
巻
、
一
九
一
九
年
、
一
二
四
頁
。 
１
３ 
同
前
。 
１
４ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
一
九
年
七
月
四
日
。 
１
５ 
岡
山
県
教
育
会
編
『
備
作
教
育
』
第
一
五
一
号
、
一
九
一
九
年
六
月
二
五
日
、
一
頁
。 
１
６ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
一
八
年
一
二
月
四
日
。 
１
７ 
岡
山
県
は
、
小
学
校
教
員
の
待
遇
を
改
善
す
る
た
め
、
俸
給
表
の
改
訂
、
な
ら
び
に
臨
時
手
当
の
支
給
の
ほ
か
、
師
範
学
校
入
学
者
へ
の
準
備
金
の
支
給
、
ま
た
在
学
生
へ
の
給
与
額
の
引
き
あ
げ
な
ど
を
講
じ
た
。 
１
８ 
岡
山
県
は
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
二
月
か
ら
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
八
月
に
か
け
て
臨
時
小
学
校
教
員
養
成
講
習
を
開
催
し
、
中
学
校
や
高
等
女
学
校
卒
業
生
と
い
っ
た
中
等
程
度
の
学
校
の
卒
業
生
を
対
象
と
し
て
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
な
ど
を
養
成
し
た
。 
１
９ 
「
戦
後
恐
慌
」
と
は
、
第
一
次
大
戦
終
結
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
品
が
ア
ジ
ア
市
場
に
戻
り
、
日
本
商
品
が
一
転
過
剰
生
産
に
陥
っ
た
結
果
、
株
価
が
大
暴
落
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
不
景
気
を
さ
す
。
こ
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れ
が
岡
山
県
に
お
け
る
教
員
の
需
給
状
況
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
の
は
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
度
頃
か
ら
で
あ
っ
た
。 
２
０ 
岡
山
県
教
育
会
編
『
備
作
教
育
』
第
一
八
四
号
、
一
九
二
二
年
三
月
二
五
日
、
付
七
頁
。 
２
１ 
『
岡
山
県
報
』
第
三
一
号
、
一
九
一
五
年
三
月
一
〇
日
。 
２
２ 
裁
縫
講
習
科
へ
の
入
学
者
数
は
、
史
料
的
な
制
約
の
た
め
に
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、『
岡
山
県
統
計
書
（
岡
山
県
統
計
年
報
）』
各
年
度
に
よ
れ
ば
、
卒
業
生
数
が
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
度
の
二
〇
名
以
降
、
二
一
名
、
二
九
名
、
二
〇
名
と
推
移
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
と
同
程
度
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
２
３ 
「
大
正
九
年
四
月
二
日
」（
津
山
高
等
裁
縫
学
校
編
『
日
誌
』
大
正
八
年
度
、
美
作
大
学
、
美
作
大
学
短
期
大
学
部
所
蔵
）。 
２
４ 
岡
山
市
役
所
編
『
岡
山
市
史
』
六
、
一
九
二
八
年
、
四
八
八
七
―
四
八
八
八
頁
。 
２
５ 
以
下
、
佐
藤
伎
具
能
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
岡
山
市
史
編
集
委
員
会
編
『
岡
山
市
史
（
人
物
編
）』（
岡
山
市
役
所
、
一
九
六
八
年
）、
岡
山
県
歴
史
人
物
事
典
編
纂
委
員
会
編
『
岡
山
県
歴
史
人
物
事
典
』（
山
陽
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
）
を
参
照
し
た
。 
２
６ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
二
五
年
三
月
九
日
。 
２
７ 
井
上
惠
美
子
「
小
学
校
教
員
免
許
状
制
度
に
お
け
る
無
試
験
検
定
校
の
一
ル
ー
ト
」（
研
究
代
表
者
丸
山
剛
史
『
戦
前
日
本
の
初
等
教
員
養
成
に
お
け
る
初
等
教
員
検
定
の
意
義
と
役
割
に
関
す
る
通
史
的
事
例
研
究
』、
課
題
番
号
二
三
五
三
〇
九
八
四
、
平
成
二
三
年
度
～
平
成
二
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
一
四
年
）
三
六
―
三
八
頁
。 
２
８ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
二
二
年
三
月
一
日
。 
２
９ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
二
一
年
三
月
二
日
。 
３
０ 
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、
高
等
女
学
校
卒
業
生
の
入
学
を
促
す
た
め
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
養
成
を
目
的
と
す
る
本
科
に
加
え
、
そ
の
卒
業
生
な
ど
を
対
象
と
し
て
、
中
等
教
員
試
験
検
定
受
検
の
た
め
の
予
備
教
育
を
行
う
研
究
科
（
後
に
高
等
師
範
科
）
を
設
置
し
た
。 
３
１ 
『
認
定
指
定
私
立
各
種
学
校
学
則
（
三
重
、
奈
良
、
岡
山
、
広
島
（
第
一
八
冊
）』（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
請
求
番
号
三
Ａ-
一
〇-
一-
一
〇
九
八
）。 
３
２ 
中
等
教
員
試
験
検
定
受
検
資
格
認
定
学
校
卒
業
生
へ
の
無
試
験
検
定
受
検
の
資
格
付
与
が
、
い
か
な
る
法
的
根
拠
に
よ
る
の
か
。
文
部
省
の
指
令
な
ど
に
よ
る
の
か
。
道
府
県
独
自
の
判
断
に
よ
る
の
か
。
こ
れ
ら
は
、
史
料
的
な
制
約
の
た
め
に
判
然
と
し
な
い
。 
 
ま
た
、
そ
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
、
井
上
惠
美
子
は
、
前
掲
註
２
７
、『
戦
前
日
本
の
初
等
教
員
養
成
に
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お
け
る
初
等
教
員
検
定
の
意
義
と
役
割
に
関
す
る
通
史
的
事
例
研
究
』
に
お
い
て
、
安
城
女
子
職
業
学
校
裁
縫
師
範
科
の
場
合
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
三
月
に
中
等
教
員
試
験
検
定
受
検
資
格
認
定
学
校
と
し
て
許
可
さ
れ
、翌
四
月
よ
り
卒
業
生
に
無
試
験
検
定
受
検
の
資
格
が
付
与
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る（
三
六
―
三
七
頁
）。 
 
し
か
し
、
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
の
場
合
、
認
定
学
校
と
し
て
許
可
さ
れ
た
の
は
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
一
月
で
あ
っ
た
が
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
三
月
の
新
聞
広
告
に
は
「
本
校
卒
業
生
中
、
高
等
女
学
校
、
実
科
高
等
女
学
校
卒
業
の
経
暦
（
歴
）
あ
る
者
は
無
試
験
検
定
を
受
く
、
其
他
の
人
は
臨
時
試
験
検
定
に
依
り
て
本
県
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
免
許
状
を
得
ら
れ
ま
す
（『
山
陽
新
報
』
一
九
二
三
年
三
月
二
日
）」
と
掲
載
さ
れ
た
。 
 
認
定
学
校
卒
業
生
は
、入
学
時
の
学
習
歴
に
か
か
わ
ら
ず
、無
試
験
検
定
受
検
の
資
格
が
付
与
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
右
の
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
三
月
の
時
点
で
、
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
卒
業
生
に
は
認
定
学
校
卒
業
生
と
し
て
無
試
験
検
定
受
検
の
資
格
が
付
与
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
入
学
時
の
学
習
歴
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
養
成
所
卒
業
生
へ
の
資
格
付
与
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
一
月
、
同
養
成
所
が
学
則
変
更
の
伺
い
を
文
部
省
に
提
出
す
る
に
際
し
て
添
付
し
た
学
則
に
お
い
て
で
あ
っ
た
（
前
掲
註
３
１
、『
認
定
指
定
私
立
各
種
学
校
学
則
（
三
重
、
奈
良
、
岡
山
、
広
島
（
第
一
八
冊
）』）。 
 
こ
れ
に
照
ら
せ
ば
、
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
卒
業
生
に
中
等
教
員
試
験
検
定
受
検
資
格
認
定
学
校
卒
業
生
と
し
て
無
試
験
検
定
受
検
の
資
格
付
与
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
三
月
か
ら
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
一
月
ま
で
の
間
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
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第
五
章 
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
岡
山
県
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所 
 
 
 
 
―
―
師
範
学
校
講
習
科
の
休
廃
止
を
補
完
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
と
そ
の
終 
 
 
 
 
焉
―
― 
  
本
章
の
課
題
は
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
（
主
に
一
九
二
三
年
度
か
ら
一
九
三
一
年
度
ま
で
）
の
岡
山
県
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
を
事
例
と
し
て
、
そ
の
実
相
に
迫
る
こ
と
に
あ
る
。
当
該
期
に
お
い
て
は
、
第
一
次
大
戦
終
結
後
の
「
大
戦
景
気
」
に
伴
う
「
小
学
校
教
員
離
れ
」
の
終
息
以
降
、
教
員
志
願
者
の
増
加
を
受
け
、
師
範
学
校
が
規
模
を
拡
大
し
、
教
員
充
足
率
が
上
昇
軌
道
に
乗
っ
た
。
そ
し
て
、
正
教
員
の
充
足
が
見
込
ま
れ
、
師
範
学
校
卒
業
生
さ
え
も
供
給
過
剰
に
な
る
と
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
そ
の
役
割
を
終
え
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
第
一
節 
終
焉
を
迎
え
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所 
 
で
は
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
い
か
な
る
経
緯
に
よ
り
終
焉
を
迎
え
た
の
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
県
下
教
員
養
成
に
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
た
の
か
。
本
節
で
は
、
そ
う
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
終
焉
ま
で
の
経
緯
と
、
そ
の
果
た
し
た
役
割
を
み
て
い
こ
う
。 
 
（
一
）
師
範
学
校
の
規
模
拡
大
に
よ
り
上
昇
軌
道
に
乗
っ
た
教
員
充
足
率 
 
ま
ず
、
当
該
期
に
お
け
る
教
員
の
需
給
状
況
を
師
範
学
校
の
動
向
と
合
わ
せ
て
確
認
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
よ
う
。「
小
学
校
教
員
離
れ
」
終
息
以
降
の
教
員
充
足
率
は
、
し
ば
ら
く
低
迷
し
た
。
し
か
し
、
大
正
末
期
、
師
範
学
校
の
規
模
拡
大
の
成
果
が
あ
ら
わ
れ
る
と
、以
降
、順
調
に
上
昇
し
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
第
一
次
大
戦
終
結
後
、
岡
山
県
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
た
「
小
学
校
教
員
離
れ
」
は
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
度
末
頃
か
ら
終
息
に
向
か
っ
た
。
そ
の
後
、
一
転
「
戦
後
恐
慌
」
が
発
生
し
、
教
員
志
願
者
が
増
加
し
た
。
表
五-
一
は
、
一
九
二
〇
年
代
、
大
正
期
に
お
け
る
師
範
学
校
本
科
志
願
者
数
お
よ
び
入
学
者
数
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
志
願
者
数
の
推
移
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
「
小
学
校
教
員
離
れ
」
の
終
息
以
降
、
そ
の
数
が
年
々
増
加
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
し
か
し
、
教
員
志
願
者
の
増
加
が
、
直
ち
に
教
員
充
足
率
に
反
映
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
表
五-
二
は
、
尋
常
小
学
校
に
お
け
る
教
員
充
足
率
の
推
移
を
[註]　『岡山県統計書（岡山県統計年報）』各年度より作成。
表5-1　1920年代、大正期における師範学校本科
　　　        志願者数および入学者数の推移
（単位：名）
年度 1920 1921 1922 1923 1924 1925 1926
1304 1627 1064
入学者数 195 274 261 313 349 556 302
志願者数 489 637 742 841
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示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
志
願
者
数
の
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
員
充
足
率
が
八
〇
％
を
越
え
、
上
昇
軌
道
に
乗
る
に
は
大
正
末
期
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
た
と
え
ば
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
度
に
お
け
る
そ
の
様
相
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
評
さ
れ
た
１
。 
 
本
県
の
小
学
校
に
於
け
る
本
科
正
教
員
数
は
各
県
に
比
し
て
著
し
く
低
い
、
…
…
小
学
校
の
児
童
の
就
学
歩
合
は
日
本
一
で
、
之
れ
を
教
ふ
る
も
の
ゝ
素
質
は
全
国
に
於
け
る
最
下
で
あ
る
、
甚
だ
矛
盾
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、 
  
ま
た
、「
聞
く
処
に
依
れ
ば
、
政
府
は
大
正
十
二
年
度
以
降
、
十
四
年
度
迄
を
準
備
期
間
に
充
て
、
大
正
十
五
年
度
よ
り
愈
義
務
教
育
を
八
箇
年
に
延
長
す
る
筈
だ
と
い
ふ
」
２
と
報
じ
ら
れ
た
よ
う
に
義
務
教
育
年
限
の
延
長
も
取
り
沙
汰
さ
れ
、
教
員
需
要
の
さ
ら
な
る
高
ま
り
が
予
想
さ
れ
た
。 
 
そ
う
し
た
な
か
、
師
範
学
校
は
、
次
第
に
規
模
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
成
果
が
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
る
と
、
教
員
充
足
率
は
上
昇
軌
道
に
乗
っ
た
。
再
び
表
五-
一
に
目
を
移
し
、
師
範
学
校
本
科
入
学
者
数
の
推
移
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
数
が
年
々
増
加
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
岡
山
県
は
、
男
子
師
範
学
校
予
備
科
を
再
開
し
３
、
さ
ら
に
入
学
者
の
獲
得
を
め
ざ
し
た
。
そ
の
結
果
、
再
び
表
五-
二
に
目
を
移
す
な
ら
ば
、
教
員
充
足
率
が
「
小
学
校
教
員
離
れ
」
終
息
直
後
の
本
科
第
一
部
入
学
者
が
教
職
に
就
い
た
一
九
二
五(
大
正
一
四)
年
度
に
八
〇
％
を
越
え
、
以
降
、
順
調
に
上
昇
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。 
 
（
二
）
教
員
充
足
率
の
地
域
間
格
差
の
解
決
を
め
ざ
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所 
 
で
は
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
教
員
充
足
率
の
上
昇
に
際
し
、
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
た
の
か
。
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
師
範
学
校
講
習
科
の
休
廃
止
を
機
と
し
て
増
加
し
、
教
員
充
足
率
が
上
昇
す
る
過
程
に
お
い
て
生
じ
た
そ
の
地
域
間
格
差
の
解
決
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
岡
山
県
は
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
県
令
第
五
八
号
に
よ
り
、「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
を
改
正
し
た
。
そ
の
時
期
か
ら
も
、
同
規
程
の
改
正
は
師
範
学
校
の
規
模
拡
大
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
て
、
同
規
程
の
改
正
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
た
４
。 
 
本
県
小
学
校
教
員
養
成
所
規
定
は
…
…
改
正
さ
れ
た
が
、
そ
の
主
な
る
も
の
は
、
教
員
に
関
す
る
規
[註]　『岡山県統計書（岡山県統計年報）』各年度より作成。
表5-2　尋常小学校における教員充足率の推移
（単位：％）
1928 1929 1930 19311926
78.2
年度 1920 1921 1922 1923
年度
1924 1925
88.3 87.9
教員充足率 74.6 75.9 75.8
80.8 84.0教員充足率 85.5 86.6
1927
77.9 81.3
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定
を
改
正
し
て
、
小
正
養
成
所
は
中
等
、
高
等
女
学
校
の
例
に
準
じ
、
専
正
養
成
所
は
教
員
の
半
数
以
上
、
文
部
省
教
員
免
許
状
所
有
者
た
る
を
要
し
、
専
正
養
成
所
の
教
員
中
に
は
専
科
正
教
員
を
加
ふ
る
を
得
る
こ
と
に
改
め
、
入
学
資
格
に
関
す
る
規
定
に
於
て
、
尋
正
、
専
正
養
成
所
の
入
学
資
格
を
拡
張
し
、
卒
業
者
検
定
に
関
す
る
規
定
に
於
て
、
小
正
、
尋
正
養
成
所
卒
業
者
の
無
試
験
範
囲
を
拡
張
し
た
、 
  
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
改
正
の
目
的
は
「
教
員
に
関
す
る
規
定
」、「
入
学
資
格
に
関
す
る
規
定
」、「
卒
業
者
検
定
に
関
す
る
規
定
」
を
改
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
か
で
も
、
後
二
者
に
み
ら
れ
る
入
学
条
件
の
緩
和
や
無
試
験
検
定
受
検
資
格
の
拡
大
は
、「
小
学
校
教
員
離
れ
」
終
息
後
の
低
率
に
と
ど
ま
る
教
員
充
足
率
の
上
昇
を
ね
ら
い
と
し
た
。 
 
そ
し
て
、「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
改
正
後
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
増
加
し
た
。
表
五-
三
は
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
状
況
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
該
期
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
九
校
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
大
正
後
期
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、「
小
学
校
教
員
離
れ
」
の
影
響
に
よ
り
、
三
校
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
照
ら
せ
ば
、
六
校
の
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。 
 
こ
れ
に
よ
り
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
養
成
教
員
種
は
、
本
科
正
教
員
に
も
お
よ
ん
だ
。
前
述
の
よ
う
に
大
正
後
期
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
養
成
を
目
的
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
再
び
表
五-
三
に
目
を
移
す
な
ら
ば
、
当
該
期
に
お
い
て
、
生
石
教
員
養
成
所
や
高
梁
教
員
養
成
所
の
よ
う
に
本
科
正
教
員
の
養
成
も
目
的
と
す
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
既
設
の
有
漢
教
1
2
3
4
5
6
7
8
9
[註](1)　『山陽新報』各号、『岡山県統計書（岡山県統計年報）』各年度、『岡山市統計年報』各年度、『岡
　　　 山県学事関係職員録』各年度、岡山県教育史刊行会編『岡山県教育史』下巻、岡山市史編集委員会編
       『岡山市史（宗教・教育編）』岡山市役所、蛭田禎男『有漢教員養成所』有漢町教育委員会、1985年、
       88―91頁、ベル学園高等学校編『創立一二〇年のあゆみ　2004』、2004年、210―211頁、創設七五周年
       記念史編集委員会編『美作学園七五年史』美作学園、1991年、601―602頁、杉慎吾『春秋の賦――翠松
       教育一〇〇年の軌跡（倉敷翠松高等学校創立一〇〇周年記念誌）――』倉敷翠松高等学校、1983年、
       535―536頁、高梁市史（増補版）編纂委員会編『増補版　高梁市史』下巻、高梁市、2004年、271頁よ
　　　 り作成。
    (2)　中学岡山黌教員養成所は、1930（昭和5）年3月に岡山市から上道郡に移転した。
巨瀬農業専修学校農業教員養成所 小農専正 上房郡
→上道郡
中学岡山黌教員養成所 尋本正/尋准 岡山市 1929.4→1930.4まで存続確認
難波裁縫女学校教員養成所 小裁専正 都窪郡 1926.4→不明
1923.4→1925.2まで存続確認
高梁教員養成所 小本正/尋本正/尋准/小裁専正 上房郡 1924.4→1932.3
生石教員養成所 小本正/尋本正/尋准/小裁専正 浅口郡 1924.4→1932.3
岡山裁縫教員養成所 小裁専正 岡山市
津山高等裁縫学校教員養成所 小裁専正 苫田郡 1915.4→1927.3
佐藤和洋裁縫女学校教員養成所 小裁専正 岡山市 1913.3→1932.3
有漢教員養成所 小本正/尋本正/尋准/小裁専正 上房郡 1904.7→1928.3
私設小学校教員養成所名称 養成教員種 所在地 開閉設年月
1924.4→1932.3
表5-3　私設小学校教員養成所の設置状況
（設置順）
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員
養
成
所
も
、
本
科
正
教
員
の
養
成
を
開
始
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
小
学
校
本
科
正
教
員
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
、
尋
常
小
学
校
准
教
員
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
四
教
員
を
養
成
す
る
当
該
期
を
代
表
す
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
で
あ
っ
た
。 
 
と
こ
ろ
で
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
増
加
は
、
師
範
学
校
講
習
科
の
休
廃
止
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
図
五-
一
は
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
時
期
的
分
布
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
四
月
、
三
校
の
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
そ
の
時
期
に
何
が
起
き
た
の
か
。再
び
図
五-
一
に
目
を
移
す
な
ら
ば
、
そ
れ
と
前
後
し
て
、
岡
山
県
が
師
範
学
校
乙
種
講
習
科
５
お
よ
び
女
子
師
範
学
校
裁
縫
講
習
科
、
ま
た
臨
時
小
学
校
教
員
養
成
講
習
を
休
廃
止
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
従
来
講
習
科
が
行
っ
て
い
た
簡
便
な
教
員
養
成
を
担
う
た
め
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
新
設
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。 
 
そ
う
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
県
南
郡
部
に
偏
在
し
た
。
図
五-
二
は
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
地
域
的
分
布
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
県
南
部
に
集
中
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
か
で
も
、
当
該
期
を
代
表
す
る
有
漢
教
員
養
成
所
、
生
石
教
員
養
成
所
、
高
梁
教
員
養
成
所
は
、
い
ず
れ
も
県
南
郡
部
に
設
置
さ
れ
た
。 
 
で
は
、
そ
れ
ら
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
な
ぜ
県
南
郡
部
に
偏
在
し
た
の
か
。
そ
れ
は
、
教
員
充
足
率
の
地
域
間
格
差
を
解
決
す
る
た
め
の
で
あ
っ
た
。
表
五-
四
は
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
度
を
例
[註](1)　表5-3「私設小学校教員養成所の設置状況」、『岡山県報（岡山県公報）』各号、岡山県女子師範学校編『記念誌』岡山県女子
　　　 師範学校桂友会、1932年、4頁より作成。
    (2)　岡山県女子師範学校乙種講習科は、1918（大正7）年4月に休止し、1926（大正15）年3月に廃止された。
32.3
図5-1　私設小学校教員養成所の時期的分布
24.4
24.4
25.2
高梁教員養成所 24.4
難波裁縫女学校教員養成所
中学岡山黌教員養成所
26.4
32.3
32.3
29.4 30.4
岡山裁縫教員養成所
巨瀬農業専修学校農業教員養成所
佐藤和洋裁縫女学校教員養成所
津山高等裁縫学校教員養成所
有漢教員養成所
生石教員養成所
1925
岡山県師範学校
裁縫講習科
24.3
年度 1923 1924
32.3
23.8
私設小学校教員養成所
臨時小学校教員養成講習
19311926 1927 1928
27.3
28.3
24.3
26.3
1929 1930
男子乙種講習科
女子乙種講習科
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と
し
て
、
岡
山
県
各
郡
市
に
お
け
る
教
員
充
足
率
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
最
高
の
岡
山
市
と
最
低
の
英
田
郡
で
は
約
四
〇
％
の
差
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
教
員
充
足
率
の
地
域
間
格
差
は
、
そ
れ
が
上
昇
軌
道
に
乗
る
過
程
に
お
い
て
生
じ
、「（
市
部
と
郡
部
で
は
…
…
引
用
者
）
正
教
員
の
分
布
状
態
が
極
め
て
不
均
衡
で
あ
る
」
６
と
、
岡
山
県
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、「
県
下
の
教
育
機
関
が
南
部
に
偏
す
る
き
ら
ひ
あ
り
、
教
育
の
機
会
均
等
上
よ
り
、
又
県
下
北
部
の
政
治
、
交
通
の
中
枢
た
る
津
山
に
之
れ
（
師
範
学
校
…
…
引
用
者
）
を
設
置
の
必
要
あ
り
と
認
む
」
７
と
、
教
員
充
足
率
が
低
迷
す
る
県
北
郡
部
に
第
二
師
範
学
校
の
設
置
を
求
め
る
声
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
教
員
充
足
率
の
低
迷
は
、
た
ん
な
る
教
員
不
足
の
問
題
で
は
な
く
、「
町
村
の
経
済
状
態
に
も
依
る
」
８
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
い
く
ら
師
範
学
校
卒
業
生
を
供
給
し
て
も
、
経
済
的
に
困
窮
す
る
町
村
は
、
そ
れ
を
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
県
北
郡
部
に
お
い
て
は
、「
真
庭
郡
立
教
員
養
成
所
は
、
従
来
准
教
員
養
成
て
あ
つ
た
の
を
此
（
一
九
二
四
年
…
…
引
用
者
）
の
四
月
よ
り
正
教
員
養
成
に
引
き
直
し
」
９
と
、
郡
（
教
育
会
）
が
、
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
を
設
置
し
た
。
一
方
、
私
立
学
校
の
在
る
県
南
郡
部
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
中
心
に
な
り
１
０
、
小
学
校
教
員
養
成
所
を
設
置
し
た
。
そ
し
て
、
講
習
科
に
代
わ
っ
て
安
価
な
教
員
を
供
給
す
る
こ
と
で
、
教
員
充
足
率
の
地
域
間
格
差
の
解
決
を
め
ざ
し
た
。 
    
            
[註]　岡山県編『岡山県統計書（岡山県統計年報）』大正13年、1926年、
　　282頁、284頁より作成。
表5-4　1924年度における岡山県各郡市の教員充足率
教員充足率
郡市
勝田郡 英田郡
67.2 73.0 68.8 68.4 63.3
後月郡 吉備郡
久米郡真庭郡 苫田郡
72.9
88.1
71.7 85.9 89.3
72.1
都窪郡 浅口郡 小田郡
78.3 80.3100.4
83.4 86.6 75.0 77.8 70.6
郡市
教員充足率
郡市
教員充足率
（単位：％）
岡山市 御津郡 赤磐郡 和気郡 邑久郡
上房郡 川上郡
阿哲郡
上道郡 児島郡
75.4
①有漢教員養成所
②佐藤和洋裁縫女学校教員養成所
③津山高等裁縫学校教員養成所
④巨瀬農業専修学校農業教員養成所
⑤岡山裁縫教員養成所
⑥生石教員養成所
⑦高梁教員養成所
⑧難波裁縫女学校教員養成所
⑨中学岡山黌教員養成所
[註](1)　表5-3「私設小学校教員養成所の設置状況」より作成。
    (2)　中学岡山黌教員養成所は、1930（昭和5）年3月に岡山市から上道郡に移転した。
図5-2　私設小学校教員養成所の地域的分布
- 77 - 
 
（
三
）
正
教
員
の
充
足
に
伴
い
終
焉
を
迎
え
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所 
 
と
こ
ろ
で
、
岡
山
県
は
、
正
教
員
の
充
足
が
見
込
ま
れ
る
と
、
い
か
に
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
に
応
じ
た
の
か
。
昭
和
期
に
入
る
と
、
師
範
学
校
卒
業
生
も
供
給
過
剰
に
な
り
、
そ
の
全
廃
を
決
し
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
岡
山
県
は
、
大
正
末
期
に
正
教
員
の
充
足
が
見
込
ま
れ
る
と
、
小
学
校
教
員
養
成
所
へ
の
補
助
金
を
廃
止
し
た
。
同
県
は
、
一
九
二
六(
大
正
一
五
、
昭
和
元)
年
通
常
県
会
に
お
い
て
、
小
学
校
教
員
養
成
所
へ
の
補
助
金
を
廃
止
す
る
予
算
案
を
提
出
し
た
。
そ
の
質
疑
に
際
し
、
麻
生
亮
蔵
（
書
記
官
）
は
、「
本
県
ノ
正
教
員
ノ
充
実
計
画
ノ
上
ヨ
リ
申
シ
マ
ス
レ
バ
、
町
村
ノ
財
政
ガ
許
シ
得
ル
ナ
ラ
バ
、
大
正
十
八
年
度
乃
至
十
九
年
度
ニ
亘
リ
マ
シ
テ
、
全
部
充
実
ヲ
イ
タ
ス
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
１
１
と
、
三
、
四
年
後
に
は
県
下
に
お
い
て
正
教
員
が
充
足
さ
れ
る
と
の
見
と
お
し
を
示
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
小
学
校
教
員
養
成
所
へ
の
補
助
金
廃
止
の
理
由
を
説
明
し
た
１
２
。 
 
斯
ヤ
ウ
ナ
際
ニ
オ
キ
マ
シ
テ
ハ
、
…
…
男
女
両
師
範
学
校
共
ニ
ソ
レ
〴
〵
専
攻
科
ヲ
設
ケ
、
学
級
ノ
増
加
等
、
多
々
経
費
ヲ
要
シ
テ
ヰ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
斯
ヤ
ウ
ニ
正
規
ノ
教
員
養
成
機
関
ノ
完
備
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
ノ
必
要
ナ
ル
時
ニ
当
リ
マ
シ
テ
、
県
ト
シ
テ
最
早
ソ
ノ
必
要
モ
薄
ラ
イ
ダ
ト
コ
ロ
ノ
モ
ノ
ニ
対
シ
テ
マ
デ
補
助
ヲ
与
ヘ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
コ
レ
ハ
如
何
ナ
ル
モ
ノ
デ
ア
ラ
ウ
カ
ト
云
フ
考
ヘ
ヲ
モ
ツ
テ
ヰ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、 
  
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
麻
生
が
師
範
学
校
の
さ
ら
な
る
規
模
拡
大
１
３
を
要
す
る
予
算
多
端
の
な
か
、「
最
早
ソ
ノ
必
要
モ
薄
ラ
イ
ダ
ト
コ
ロ
ノ
モ
ノ
」
で
あ
る
小
学
校
教
員
養
成
所
に
補
助
金
を
交
付
す
る
必
要
は
な
い
と
、
そ
の
理
由
を
説
明
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
岡
山
県
は
、
こ
の
わ
ず
か
二
年
前
の
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
に
は
「
上
房
郡
高
梁
町
に
正
教
員
養
成
の
教
員
養
成
所
を
新
設
す
る
事
に
依
つ
て
、
正
教
員
充
実
歩
合
を
漸
次
高
め
」
１
４
と
、
正
教
員
の
充
足
を
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
義
務
教
育
年
限
の
延
長
が
見
込
ま
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
宙
に
浮
く
１
５
な
か
、
教
員
の
供
給
は
過
剰
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。 
 
そ
し
て
、
昭
和
期
に
入
る
と
、
師
範
学
校
卒
業
生
さ
え
も
供
給
過
剰
に
な
っ
た
。
再
び
表
五-
二
に
目
を
移
す
な
ら
ば
、
教
員
充
足
率
の
上
昇
が
昭
和
期
に
入
っ
て
も
衰
え
る
こ
と
な
く
、
次
第
に
九
〇
％
に
近
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
、
師
範
学
校
は
規
模
を
拡
大
す
る
に
伴
い
、
大
量
の
卒
業
生
を
供
給
し
続
け
、
そ
の
配
置
に
困
難
が
生
じ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
岡
山
県
会
に
お
い
て
、
師
範
学
校
の
学
級
整
理
が
取
り
沙
汰
さ
れ
た
。
一
例
と
し
て
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
通
常
岡
山
県
会
に
お
い
て
、
伊
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東
嘉
雄
（
政
友
会
）
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
発
言
し
た
１
６
。 
 
師
範
ノ
整
理
ヲ
断
行
シ
テ
貰
ヒ
タ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
即
チ
昨
年
（
一
九
二
七
年
…
…
引
用
者
）
ノ
県
会
ニ
オ
イ
テ
モ
、
多
数
希
望
ガ
出
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
…
…
斯
ク
多
数
ノ
教
員
（
師
範
学
校
卒
業
生
…
…
引
用
者
）
ガ
卒
業
シ
テ
ヰ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
コ
レ
ヲ
御
配
付
ニ
ナ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
ス
レ
バ
、
ド
ウ
シ
テ
モ
、
今
サ
ウ
沢
山
ノ
欠
員
ハ
ナ
イ
ト
思
フ
、
…
…
今
勤
メ
テ
ヰ
ル
ト
コ
ロ
ノ
教
員
ヲ
罷
メ
サ
セ
ナ
ケ
レ
バ
、
コ
レ
ヲ
十
分
ニ
本
県
ニ
配
付
ス
ル
コ
ト
ハ
出
来
ナ
イ
、 
  
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
伊
東
が
師
範
学
校
卒
業
生
を
配
置
す
る
た
め
に
現
職
教
員
が
罷
免
さ
れ
て
い
る
状
況
に
照
ら
し
、
師
範
学
校
の
学
級
整
理
を
主
張
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
そ
こ
で
、
岡
山
県
は
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
四
月
、
小
学
校
教
員
養
成
所
の
全
廃
を
決
し
た
１
７
。
平
敏
孝
学
務
部
長
は
、
そ
の
理
由
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
た
１
８
。 
 
本
県
で
年
々
教
員
の
過
剰
を
来
た
し
つ
ゝ
あ
る
の
で
、
教
員
養
成
所
の
廃
止
に
就
て
は
本
県
教
育
界
に
於
け
る
年
来
の
癌
で
あ
つ
た
の
で
、
愈
々
今
回
全
廃
す
る
こ
と
に
決
意
し
た
の
で
あ
る
。
最
近
認
可
し
た
養
成
所
は
昭
和
七
年
三
月
迄
と
言
ふ
条
件
付
で
あ
り
、
そ
の
他
高
梁
、
生
石
等
の
養
成
所
も
既
に
県
の
決
意
を
了
解
し
た
の
で
あ
る
が
、
只
片
山
の
み
は
交
渉
し
て
居
な
い
が
、
之
も
大
勢
に
従
ふ
だ
ら
う
と
思
つ
て
居
る
。
私
が
之
れ
を
決
意
し
た
の
は
過
般
、
児
島
郡
藤
戸
教
員
養
成
所
に
於
け
る
学
校
詐
欺
に
類
す
る
醜
事
件
が
あ
つ
て
、
そ
れ
以
来
何
ん
と
か
養
成
所
を
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
つ
て
居
た
の
で
今
回
愈
よ
決
意
し
た
訳
で
す
、 
  
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
平
が
小
学
校
教
員
養
成
所
を
「
本
県
教
育
界
に
於
け
る
年
来
の
癌
」
で
あ
る
と
し
て
、
教
員
の
供
給
過
剰
、
ま
た
詐
欺
事
件
１
９
を
理
由
に
、
そ
の
全
廃
を
決
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
果
た
し
て
、
そ
れ
に
際
し
、
学
務
部
内
外
に
お
い
て
、
い
か
な
る
議
論
が
な
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
史
料
的
な
制
約
の
た
め
に
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
右
の
平
の
決
断
に
よ
り
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
三
月
、
岡
山
県
に
お
け
る
す
べ
て
の
小
学
校
教
員
養
成
所
が
廃
止
さ
れ
た
。 
 
第
二
節 
師
範
学
校
講
習
科
の
休
廃
止
を
補
完
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
実
相 
 
 
 
 
―
―
有
漢
教
員
養
成
所
を
事
例
と
し
て
―
― 
 
前
節
で
み
た
よ
う
に
当
該
期
に
お
い
て
終
焉
を
迎
え
る
ま
で
の
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
師
範
学
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校
講
習
科
の
休
廃
止
を
補
完
し
、
教
員
充
足
率
が
上
昇
軌
道
に
乗
る
過
程
に
お
い
て
生
じ
た
そ
の
地
域
間
格
差
を
解
決
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。
本
節
で
は
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
、
当
該
期
を
代
表
す
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
一
つ
で
あ
る
有
漢
教
員
養
成
所
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
の
実
相
を
み
て
い
こ
う
。 
 
（
一
）
女
子
師
範
学
校
乙
種
講
習
科
に
代
わ
り
設
置
さ
れ
た
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成 
 
 
 
部 
 
ま
ず
、
有
漢
教
員
養
成
所
の
概
要
を
確
認
し
た
う
え
で
、
同
養
成
所
が
い
か
に
し
て
教
員
充
足
率
の
地
域
間
格
差
の
解
決
を
め
ざ
し
た
の
か
を
み
て
み
よ
う
。
同
養
成
所
は
、
女
子
師
範
学
校
乙
種
講
習
科
に
代
わ
り
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
部
を
設
置
し
、
右
の
解
決
に
努
め
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
有
漢
教
員
養
成
所
は
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
に
設
置
さ
れ
た
岡
山
県
を
代
表
す
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
で
あ
っ
た
。
同
養
成
所
は
、
上
房
郡
有
漢
村
に
お
い
て
、「
明
治
三
十
七
年
、
日
露
戦
争
が
始
ま
っ
て
、
若
い
教
員
が
次
々
に
軍
隊
に
行
く
こ
と
に
な
り
、
教
員
不
足
か
ら
教
員
養
成
は
緊
急
な
問
題
」２
０
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
同
郡
選
出
県
会
議
員
佐
藤
晋
一
、
同
郡
視
学
真
野
猪
惣
太
な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
設
置
さ
れ
た
２
１
。
そ
の
「
生
徒
募
集
広
告
」
は
、
同
養
成
所
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
紹
介
し
た
２
２
。 
 
本
所
の
創
立
は
明
治
三
十
七
年
で
、
既
に
二
十
余
年
の
長
い
歴
史
を
持
つ
て
ゐ
る
、
…
…
准
教
員
養
成
部
は
男
女
の
二
部
に
分
れ
、
裁
縫
専
科
正
教
員
養
成
部
、
女
子
尋
常
本
科
正
教
員
養
成
部
、
女
子
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
と
都
合
五
部
に
分
れ
、
…
…
本
年
（
一
九
二
八
年
三
月
…
…
引
用
者
）
将
に
第
二
十
四
回
の
卒
業
生
を
出
す
が
、
既
往
に
於
け
る
卒
業
生
は
実
に
三
千
余
名
の
多
数
を
算
し
て
ゐ
る
、
…
…
岡
山
県
下
は
勿
論
、
内
地
は
兵
庫
、
広
島
、
大
阪
、
京
都
、
香
川
、
愛
媛
、
高
知
、
山
口
、
鳥
取
、
島
根
、
長
野
、
新
潟
、
福
岡
、
佐
賀
、
熊
本
、
大
分
等
の
各
府
県
、
よ
り
遠
く
は
台
湾
の
八
十
名
を
始
め
と
し
、
満
州
、
朝
鮮
、
琉
球
、
北
海
道
よ
り
も
笈
を
負
て
遊
学
し
、
其
盛
況
、
日
本
全
国
的
唯
一
の
教
員
養
成
機
関
と
な
つ
て
ゐ
る
、 
  
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
有
漢
教
員
養
成
所
が
尋
常
小
学
校
准
教
員
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
、
小
学
校
本
科
正
教
員
の
四
教
員
を
養
成
し
、
こ
れ
ま
で
三
〇
〇
〇
人
を
越
え
る
卒
業
生
を
供
給
し
、
岡
山
県
を
中
心
と
し
た
内
地
は
も
ち
ろ
ん
、
台
湾
、
満
州
、
朝
鮮
な
ど
の
外
地
か
ら
も
入
学
者
を
集
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
そ
う
し
た
有
漢
教
員
養
成
所
は
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
四
月
２
３
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
養
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成
部
を
設
置
し
た
。
そ
れ
に
際
し
、
い
か
な
る
議
論
が
な
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
詳
細
は
、
史
料
的
な
制
約
の
た
め
に
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
設
置
ま
で
の
経
緯
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
た
２
４
。 
 
財
団
法
人
岡
山
県
有
漢
教
員
養
成
所
に
は
、
従
来
准
教
員
養
成
及
裁
縫
専
科
正
教
員
の
養
成
の
み
な
り
し
が
、
時
勢
の
趨
勢
に
よ
り
更
に
女
子
尋
常
正
教
員
養
成
所
を
新
設
せ
ん
と
し
、
設
立
者
金
岡
助
九
郎
氏
よ
り
認
可
申
請
中
の
処
、
去
る
一
日
付
、
香
川
県
知
事
よ
り
本
県
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
に
よ
り
設
立
認
可
と
な
り
し
故
、
来
る
（
一
九
二
一
年
…
…
引
用
者
）
四
月
一
日
よ
り
開
所
す
る
、
…
…
女
子
師
範
の
乙
講
の
復
活
と
も
云
ふ
べ
く
、県
下
此
種
の
養
成
は
他
に
な
く
唯
一
の
機
関
な
る
、 
 
 
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
が
「
乙
講
の
復
活
」
と
あ
る
よ
う
に
女
子
師
範
学
校
乙
種
講
習
科
に
代
わ
る
役
割
を
期
待
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
有
漢
教
員
養
成
所
は
、
同
部
の
設
置
に
よ
り
乙
種
講
習
科
に
よ
る
簡
便
な
教
員
養
成
を
引
き
継
ぎ
、
上
房
郡
内
を
は
じ
め
と
す
る
町
村
の
経
済
状
態
に
応
じ
た
安
価
な
教
員
を
供
給
す
る
こ
と
で
、
教
員
充
足
率
の
地
域
間
格
差
の
解
決
を
め
ざ
し
た
わ
け
で
あ
る
。 
 
ま
た
、
岡
山
県
も
、
補
助
金
を
交
付
し
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
を
後
押
し
し
た
。
同
県
は
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
通
常
県
会
に
お
い
て
、
教
員
充
足
率
の
地
域
間
格
差
解
決
の
た
め
の
方
策
を
問
わ
れ
る
と
、「
上
房
…
…
に
は
教
員
養
成
所
を
設
け
て
、
県
費
の
補
助
を
や
つ
て
ゐ
る
」
２
５
と
回
答
し
て
い
た
。「
上
房
」
と
は
、
す
な
わ
ち
上
房
郡
に
在
る
有
漢
教
員
養
成
所
を
さ
す
。
表
五-
五
は
、
同
養
成
所
へ
の
補
助
金
額
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
岡
山
県
が
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
が
設
置
さ
れ
た
翌
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
度
か
ら
補
助
金
の
交
付
を
開
始
し
、
年
々
そ
れ
を
増
額
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
そ
し
て
、
有
漢
教
員
養
成
所
は
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
の
規
模
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
表
五-
六
は
、
同
部
在
学
生
数
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
教
員
充
足
率
が
上
昇
軌
道
に
乗
っ
た
一
九
二
五（
大
正
一
四
）
年
度
以
降
、
在
学
生
数
が
減
少
す
る
も
の
の
、
そ
れ
ま
で
は
年
々
増
加
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
様
相
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
た
２
６
。 
[註]　『山陽新報』1921年7月16日、1922年6月15日、
     1923年8月21日、1924年8月12日より作成。
1925
不明
表5-5　有漢教員養成所への県費補助額の推移
（単位：円）
1926
850 890 1400 1400
年度
補助金額
1922 1923 1924
        在学生数の推移
[註](1)　『有漢村治要覧』、1927年、64丁ウラ、蛭田禎男氏
　　　 所蔵、『山陽新報』1928年3月16日より作成。
    (2)　有漢教員養成所が尋常小学校本科正教員の養成を開
       始したのは1921（大正10）年4月からであるが、実際に
       生徒が入学したのは翌1922（大正11）年4月からであっ
       た。
    (3)  1927（昭和2）年度においては、卒業生数を用いた。
38 19
 表5-6　有漢教員養成所尋常小学校本科正教員養成部
在学生数 45 90 93 56
（単位：名）
年度 1922 1923 1924 1925 1926 1927
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有
漢
教
員
養
成
所
は
、
近
来
非
常
の
発
展
を
示
し
、
…
…
殊
に
尋
常
本
科
正
教
員
は
、
県
下
及
隣
府
県
の
高
等
女
学
校
卒
業
者
の
入
学
志
望
者
多
く
、
従
来
の
定
員
で
は
収
容
不
可
能
と
な
つ
た
故
、
金
岡
設
立
者
は
、
尋
正
部
二
年
級
に
更
に
一
学
級
増
加
し
、
志
望
者
の
希
望
に
応
ず
る
筈
で
、
目
下
認
可
申
請
中
で
あ
る
が
、
次
で
校
舎
の
増
築
等
、
之
れ
が
拡
張
の
準
備
中
で
あ
る
、 
  
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
有
漢
教
員
養
成
所
が
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
入
学
志
願
者
の
増
加
に
応
ず
る
た
め
、
定
員
を
増
や
し
、
学
級
を
増
設
す
る
と
と
も
に
、
施
設
、
設
備
を
整
備
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
同
部
の
設
置
、
さ
ら
に
は
規
模
拡
大
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
同
養
成
所
の
廃
止
を
早
め
る
こ
と
に
な
る
。 
 
（
二
）
高
等
女
学
校
卒
業
程
度
の
者
に
限
定
し
た
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
の
養
成 
 
で
は
、
有
漢
教
員
養
成
所
は
、
い
か
な
る
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
の
養
成
を
行
っ
た
の
か
。
も
っ
と
も
特
徴
的
で
あ
っ
た
の
は
、
そ
の
対
象
を
高
等
女
学
校
卒
業
程
度
の
者
に
限
定
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。 
 
有
漢
教
員
養
成
所
は
、「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
の
一
方
で
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
へ
の
入
学
者
を
高
等
女
学
校
卒
業
程
度
の
者
に
限
定
し
た
。
岡
山
県
は
、
同
規
程
に
お
い
て
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
へ
の
入
学
者
を
三
者
あ
げ
て
い
た
２
７
。
一
つ
は
「
中
学
校
又
ハ
高
等
女
学
校
ノ
卒
業
者
」
と
い
っ
た
中
等
程
度
の
学
校
の
卒
業
生
、
二
つ
は
小
学
校
准
教
員
、
三
つ
は
尋
常
小
学
校
准
教
員
程
度
の
者
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
有
漢
教
員
養
成
所
は
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
へ
の
入
学
者
を
「
高
等
女
学
校
、
又
ハ
実
科
高
等
女
学
校
卒
業
、
又
ハ
之
ニ
准
ス
ル
モ
ノ
」
２
８
と
定
め
た
。
両
者
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、同
養
成
所
が
入
学
者
を
高
等
女
学
校
卒
業
生
程
度
の
者
に
限
定
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
で
は
、
有
漢
教
員
養
成
所
は
、
な
ぜ
入
学
者
を
こ
の
よ
う
に
限
定
し
た
の
か
。
ま
ず
、
短
期
間
に
よ
る
養
成
が
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
岡
山
県
は
、「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
に
お
い
て
、
さ
き
の
三
者
の
う
ち
、
尋
常
小
学
校
准
教
員
程
度
の
者
の
修
業
期
間
を
二
年
間
と
定
め
る
一
方
、
小
学
校
准
教
員
お
よ
び
中
等
程
度
の
学
校
の
卒
業
生
の
修
業
期
間
を
一
年
間
と
定
め
て
い
た
２
９
。
こ
れ
に
よ
り
、
有
漢
教
員
養
成
所
は
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
の
修
業
期
間
を
「
一
ケ
年
」
３
０
と
定
め
た
。 
 
つ
ぎ
に
、
無
試
験
検
定
受
検
の
資
格
が
付
与
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
岡
山
県
は
、「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
に
お
い
て
、
小
学
校
准
教
員
、
尋
常
小
学
校
准
教
員
程
度
の
者
に
は
臨
時
試
験
検
定
受
検
の
資
格
を
付
与
す
る
と
定
め
る
一
方
、
中
等
程
度
の
学
校
の
卒
業
生
に
は
無
試
験
検
定
受
検
の
資
格
を
付
与
す
る
と
定
め
て
い
た
３
１
。
こ
れ
に
よ
り
、
有
漢
教
員
養
成
所
は
「
無
試
験
免
許
状
下
付
」
３
２
と
定
め
た
。
つ
ま
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り
、
同
養
成
所
は
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
へ
の
入
学
者
を
高
等
女
学
校
卒
業
程
度
の
者
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
短
期
間
で
、
よ
り
確
実
な
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
の
供
給
を
め
ざ
し
た
わ
け
で
あ
る
。 
 
と
り
わ
け
高
等
女
学
校
卒
業
生
に
は
、
卒
業
時
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
免
許
状
取
得
の
機
会
が
用
意
さ
れ
た
。
同
養
成
所
の
「
生
徒
募
集
広
告
」
は
、「
本
所
七
大
特
典
」
を
掲
載
し
た
。
そ
の
う
ち
の
関
連
部
分
を
引
用
す
る
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
３
３
。 
 
二
、
尋
正
部
…
…
卒
業
者
は
、
成
績
に
よ
り
、
無
試
験
免
許
状
を
下
付
さ
れ
ま
す 
 
 
尚
、
尋
正
部
は
、
卒
業
後
、
臨
時
特
別
検
定
の
特
典
も
あ
り
ま
す 
四
、
各
部
卒
業
者
共
、
奉
職
後
二
ケ
年
以
上
の
経
歴
、
成
績
に
よ
り
、
無
試
験
に
て
免
許
状
を
下
付 
 
 
さ
れ
ま
す 
五
、
高
等
女
学
校
卒
業
者
は
、
在
学
中
、
教
育
科
の
み
の
検
定
で
尋
正
免
許
状
が
得
ら
れ
ま
す 
 
 
尚
、
無
試
験
で
小
学
校
准
教
員
免
許
状
が
下
付
さ
れ
ま
す 
  
図
五-
三
は
、
こ
れ
ら
特
典
を
ふ
ま
え
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
入
学
後
の
高
等
女
学
校
卒
業
生
に
用
意
さ
れ
た
免
許
状
取
得
の
機
会
を
整
理
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
高
等
女
学
校
卒
業
生
が
、
そ
の
学
習
歴
に
よ
り
、
在
学
中
無
試
験
検
定
に
よ
り
小
学
校
准
教
員
免
許
状
を
、
教
育
科
の
み
の
試
験
検
定
に
よ
り
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
免
許
状
を
取
得
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
で
の
修
学
を
経
る
こ
と
に
よ
り
、
卒
業
時
に
無
試
験
検
定
に
よ
り
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
免
許
状
を
取
得
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
無
試
験
検
定
受
検
の
資
格
が
付
与
さ
れ
る
に
堪
え
な
い
成
績
の
者
で
あ
っ
て
も
、
臨
時
試
験
検
定
に
よ
る
免
許
状
取
得
の
道
が
開
か
れ
た
。
さ
ら
に
、
卒
業
時
、
い
ず
れ
の
検
定
に
よ
っ
て
も
免
許
状
を
取
得
で
き
な
か
っ
た
者
も
、
二
年
間
の
奉
職
期
間
を
経
れ
ば
、
再
び
無
試
験
検
定
に
よ
る
免
許
状
取
得
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。 
 
こ
う
し
て
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
卒
業
生
は
、
小
学
校
教
員
検
定
に
好
成
績
を
お
さ
め
た
。
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
度
を
例
と
す
る
な
ら
ば
、
同
部
卒
業
生
は
[註]　「生徒募集広告」、発行年不明、チラシ1枚、蛭田禎男氏所蔵。
        　 卒業生の免許状取得の流れ
 　 図5-3　有漢教員養成所尋常小学校本科正教員養成部における高等女学校
尋正
入学 卒業 奉職後2年
無試 無試 臨試 無試試（教）
小准 尋正 尋正 尋正
期間 2年1年
小学校教員検定の種類
取得可能な免許状
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九
〇
名
３
４
、
そ
の
う
ち
無
試
験
検
定
に
よ
り
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
免
許
状
を
取
得
し
た
者
は
二
九
名
、
臨
時
試
験
検
定
に
よ
り
取
得
し
た
者
は
五
名
で
あ
っ
た
３
５
。
す
な
わ
ち
、
免
許
状
取
得
者
は
合
計
三
四
名
、
免
許
状
取
得
率
は
三
七
・
八
％
で
あ
っ
た
。
一
方
、
一
般
受
検
生
の
免
許
状
取
得
率
は
一
八
・
九
％
３
６
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
照
ら
せ
ば
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
卒
業
生
が
、
そ
の
二
倍
の
合
格
率
を
誇
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
（
三
）
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
の
設
置
に
伴
う
教
育
費
膨
張
を
き
っ
か
け
と
し
た 
 
 
 
有
漢
教
員
養
成
所
の
終
焉 
 
と
こ
ろ
で
、小
学
校
教
員
検
定
に
好
成
績
を
お
さ
め
た
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
で
あ
っ
た
が
、
有
漢
教
員
養
成
所
は
、
岡
山
県
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
全
廃
さ
れ
る
に
さ
き
立
ち
廃
止
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
同
部
の
設
置
を
き
っ
か
け
と
し
た
教
育
費
の
膨
張
が
原
因
で
あ
っ
た
。 
 
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
は
、教
員
充
足
率
が
上
昇
軌
道
に
乗
る
と
、そ
の
規
模
を
縮
小
し
た
。
再
び
表
五-
六
に
目
を
移
す
な
ら
ば
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
度
を
境
と
し
て
、
同
部
在
学
生
数
が
減
少
に
転
じ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
年
度
は
、
前
述
の
よ
う
に
教
員
充
足
率
が
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
、
以
降
上
昇
し
て
い
く
画
期
と
な
る
時
期
で
あ
っ
た
。 
 
し
か
し
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
の
設
置
が
、
有
漢
教
員
養
成
所
の
教
育
費
を
膨
張
さ
せ
て
い
た
。表
五-
七
は
、同
養
成
所
教
育
費
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
が
設
置
さ
れ
た
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
度
、
教
育
費
が
前
年
度
に
比
し
て
約
三
倍
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
教
育
費
は
、
同
部
の
規
模
縮
小
後
も
減
少
す
る
こ
と
な
く
、
有
漢
教
員
養
成
所
の
経
営
を
圧
迫
し
続
け
た
。 
 
そ
う
し
た
な
か
、
有
漢
教
員
養
成
所
は
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
四
月
、
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
３
７
を
設
置
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
、
同
養
成
所
の
経
営
に
資
す
る
と
こ
ろ
は
少
な
か
っ
た
。
表
五-
八
は
、
同
養
成
所
の
全
在
学
生
数
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
の
規
模
縮
小
と
連
動
し
て
全
在
学
生
数
が
減
少
し
は
じ
め
た
こ
と
、
さ
ら
に
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
の
設
置
に
よ
っ
て
も
、そ
れ
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
の
設
置
は
、
有
漢
教
員
養
成
所
の
経
営
に
お
い
て
、「
焼
け
石
に
水
」
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。 
 
そ
の
た
め
、
有
漢
教
員
養
成
所
は
、
教
育
費
負
担
に
耐
え
か
ね
、
廃
止
さ
れ
た
。
[註]　『有漢村治要覧』、1927年、64丁ウラ、蛭田禎男氏所蔵より作成。
5533 14456 16900 12580 不明
（単位：円）
表5-7　有漢教員養成所教育費の推移
1923 1924 1925 1926年度 1920 1921 1922 1927
17100 12920 13650教育費
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果
た
し
て
、そ
れ
に
際
し
、い
か
な
る
議
論
が
な
さ
れ
た
の
か
。「
種
々
激
論
あ
り
し
も
、
結
局
多
数
に
て
廃
止
に
内
定
し
た
」
３
８
、「
最
後
の
場
面
は
、
頗
る
沈
痛
の
裡
に
満
場
一
致
廃
止
と
決
定
し
た
」
３
９
と
断
片
的
な
報
道
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
詳
細
な
経
緯
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
理
由
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
た
４
０
。 
 
岡
山
県
有
漢
教
員
養
成
所
は
、
…
…
校
舎
の
拡
張
や
ら
内
容
の
設
備
や
ら
逐
年
多
額
の
経
費
を
要
し
、
遂
に
一
万
五
千
円
の
負
債
を
生
じ
、
加
ふ
る
に
近
時
一
般
の
不
況
は
、
年
々
養
成
所
経
営
に
峻
烈
な
影
響
を
来
た
し
、
昨
年
は
経
常
費
に
三
千
円
の
不
足
を
生
じ
、
本
年
度
は
倍
加
の
欠
損
を
見
ん
と
し
、
百
方
苦
心
の
結
果
、
ヤ
ツ
ト
命
脈
を
つ
な
い
で
ゐ
る
有
様
で
あ
つ
た
、
…
…
経
営
の
危
機
に
瀕
し
、
画
策
そ
の
効
を
奏
せ
ず
、
万
策
尽
き
、
遂
に
有
漢
教
員
養
成
所
は
、
二
十
五
年
の
歴
史
と
三
千
人
の
卒
業
生
を
有
し
な
が
ら
（
一
九
二
八
年
…
…
引
用
者
）
三
月
限
り
廃
止
、 
  
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
有
漢
教
員
養
成
所
が
施
設
、
設
備
の
整
備
に
伴
う
教
育
費
の
膨
張
、
さ
ら
に
「
近
時
一
般
の
不
況
」、
す
な
わ
ち
昭
和
金
融
恐
慌
４
１
に
伴
う
不
景
気
の
影
響
に
よ
り
多
額
の
負
債
を
抱
え
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
三
月
に
廃
止
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
教
育
費
膨
張
の
き
っ
か
け
は
、
前
述
の
よ
う
に
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
の
設
置
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
同
部
は
教
員
充
足
率
の
地
域
間
格
差
の
解
決
、
ひ
い
て
は
県
下
に
お
け
る
正
教
員
の
充
足
に
貢
献
し
た
も
の
の
、
そ
の
設
置
が
有
漢
教
員
養
成
所
の
教
育
費
を
膨
張
さ
せ
、
そ
の
廃
止
を
早
め
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
わ
け
で
あ
る
。 
 
そ
の
後
、
有
漢
教
員
養
成
所
は
、「
高
梁
町
に
移
転
し
、
岡
山
県
高
梁
女
子
教
員
養
成
所
と
改
称
し
、
在
来
の
高
梁
正
教
員
養
成
所
を
男
子
部
と
し
て
共
に
経
営
す
る
こ
と
ゝ
な
り
」
４
２
と
、
高
梁
教
員
養
成
所
に
吸
収
、
合
併
さ
れ
た
。
し
か
し
、
同
養
成
所
も
、
昭
和
期
に
入
り
、
師
範
学
校
卒
業
生
さ
え
も
供
給
過
剰
と
な
る
な
か
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
三
月
に
廃
止
さ
れ
た
。 
 
註
 
１ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
二
二
年
一
二
月
八
日
。 
２ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
二
二
年
四
月
六
日
。
な
お
、
義
務
教
育
年
限
の
延
長
は
臨
時
教
育
会
議
や
文
政
審
議
会
で
も
論
じ
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
教
育
評
議
会
が
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
度
に
審
議
し
た
「
義
 
[註]　『有漢村治要覧』、1927年、64丁ウラ、蛭田禎男氏所蔵より作成。
（単位：名）
表5-8　有漢教員養成所全在学生数の推移
年度 1920 1921 1922 1923
在学生数 206 285 354 449 343 281
1926 1927
266 不明
1924 1925
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務
教
育
年
限
延
長
実
施
ニ
関
ス
ル
件
」
を
さ
す
。 
３ 
岡
山
県
男
子
師
範
学
校
は
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
四
月
、
予
備
科
を
再
開
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
師
範
学
校
本
科
入
学
者
の
確
保
に
あ
っ
た
。 
４ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
二
二
年
八
月
二
五
日
。 
５ 
岡
山
県
女
子
師
範
学
校
乙
種
講
習
科
は
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
四
月
に
休
止
し
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
三
月
に
廃
止
さ
れ
た
。 
６ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
二
四
年
一
二
月
五
日
。 
７ 
岡
山
県
教
育
会
編
「
学
務
委
員
参
考
資
料
」
第
二
輯
（『
備
作
教
育
』
臨
時
号
付
録
、
一
九
二
六
年
三
月
二
八
日
）
三
頁
、
岡
山
県
立
図
書
館
所
蔵
。 
８ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
二
三
年
一
二
月
五
日
。 
９ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
二
四
年
二
月
二
四
日
。 
１
０ 
な
お
、
後
述
す
る
有
漢
教
員
養
成
所
は
、
例
外
的
に
私
立
学
校
に
付
設
し
な
い
独
立
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
で
あ
っ
た
。 
１
１ 
岡
山
県
会
編
『
岡
山
県
会
々
議
録
』
大
正
一
五
年
通
常
、
一
九
二
六
年
、
四
七
九
頁
。 
１
２ 
同
前
、
四
七
九
―
四
八
〇
頁
。 
１
３ 
文
部
省
は
、
師
範
学
校
本
科
第
一
部
の
修
業
年
限
の
延
長
、
専
攻
科
の
設
置
な
ど
を
内
容
と
す
る
文
政
審
議
会
へ
の
諮
詢
第
三
号
「
師
範
教
育
ノ
改
善
充
実
ニ
関
ス
ル
件
」
の
答
申
を
受
け
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
省
令
第
八
号
に
よ
り
、「
師
範
学
校
規
程
」
を
改
正
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
岡
山
県
も
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
県
令
第
六
号
お
よ
び
第
八
号
に
よ
り
、「
岡
山
県
女
子
師
範
学
校
規
則
」
お
よ
び
「
岡
山
県
師
範
学
校
規
則
」
を
改
正
し
、
右
の
実
施
を
め
ざ
し
た
。 
１
４ 
前
掲
註
９
、『
山
陽
新
報
』
一
九
二
四
年
二
月
二
四
日
。 
１
５ 
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
一
二
月
、
文
政
審
議
会
は
「
義
務
教
育
年
限
延
長
ニ
関
ス
ル
件
」
を
建
議
し
た
が
、
こ
れ
も
審
議
未
了
、
廃
案
と
な
っ
た
。 
１
６ 
岡
山
県
会
編
『
岡
山
県
会
々
議
録
』
昭
和
三
年
通
常
、
一
九
二
八
年
、
六
五
七
―
六
五
八
頁
。 
１
７ 
岡
山
県
は
、
同
年
県
令
第
五
四
号
に
よ
り
、「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
を
改
正
し
た
。
そ
の
内
容
は
、「
養
成
所
の
終
了
者
に
対
し
て
は
、
…
…
無
試
験
検
定
及
び
臨
時
試
験
検
定
の
特
典
を
与
へ
ら
れ
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
…
…
養
成
所
修
了
者
た
る
と
否
と
を
問
は
ず
平
等
に
小
学
校
令
及
び
同
施
行
規
則
に
依
る
一
般
的
検
定
に
依
る
こ
と
ゝ
な
っ
た
（『
山
陽
新
報
』
一
九
二
九
年
六
月
一
日
）」
と
報
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、「
養
成
所
出
身
者
の
従
来
与
へ
ら
れ
て
居
た
る
特
典
を
剥
奪
す
る
こ
と
（
同
前
）」
に
ほ
か
な
ら
ず
、
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一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
三
月
の
小
学
校
教
員
養
成
所
全
廃
へ
の
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 
１
８
『
山
陽
新
報
』
一
九
二
九
年
四
月
一
八
日
。 
１
９ 
こ
れ
は
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
二
月
、
天
城
静
修
女
学
校
が
無
認
可
小
学
校
教
員
養
成
所
を
認
可
小
学
校
教
員
養
成
所
の
よ
う
に
装
い
、
生
徒
を
募
集
し
た
こ
と
が
発
覚
し
た
事
件
を
さ
す
。 
２
０ 
有
漢
町
教
育
委
員
会
編
『
有
漢
町
史
』
通
史
編
、
有
漢
町
、
二
〇
〇
四
年
、
三
八
二
頁
。 
２
１ 
岡
山
県
上
房
郡
私
立
有
漢
教
員
養
成
所
編
『
沿
革
史
』、
発
行
年
不
明
、
四
頁
、
蛭
田
禎
男
氏
所
蔵
。 
２
２ 
「
生
徒
募
集
広
告 
全
国
唯
一
の
理
想
的
な
岡
山
県
有
漢
教
員
養
成
所
と
公
立
岡
山
県
有
漢
高
等
女
学
校
」、
発
行
年
不
明
、
チ
ラ
シ
一
枚
、
蛭
田
禎
男
氏
所
蔵
。 
２
３ 
有
漢
教
員
養
成
所
が
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
の
養
成
を
開
始
し
た
の
は
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
四
月
か
ら
で
あ
る
が
、
実
際
に
生
徒
が
入
学
し
た
の
は
翌
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
四
月
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
時
間
差
が
生
じ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
の
改
正
を
待
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 
２
４ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
二
一
年
三
月
八
日
。 
２
５ 
前
掲
註
６
、『
山
陽
新
報
』
一
九
二
四
年
一
二
月
五
日
。 
２
６ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
二
三
年
六
月
二
六
日
。 
２
７ 
『
岡
山
県
公
報
』
第
九
二
号
、
一
九
二
二
年
八
月
二
二
日
。 
２
８ 
「
生
徒
募
集
広
告
」、
発
行
年
不
明
、
チ
ラ
シ
一
枚
、
蛭
田
禎
男
氏
所
蔵
。 
２
９ 
前
掲
註
２
７
、『
岡
山
県
公
報
』
第
九
二
号
。 
３
０ 
「
無
題
チ
ラ
シ
」、
発
行
年
不
明
、
チ
ラ
シ
一
枚
、
蛭
田
禎
男
氏
所
蔵
。 
３
１ 
前
掲
註
２
７
、『
岡
山
県
公
報
』
第
九
二
号
。 
３
２ 
前
掲
註
３
０
、「
無
題
チ
ラ
シ
」。 
３
３ 
前
掲
註
２
８
、「
生
徒
募
集
広
告
」。 
３
４ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
二
四
年
三
月
二
五
日
。 
３
５ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
二
四
年
六
月
七
日
。 
３
６ 
岡
山
県
編
『
岡
山
県
統
計
書
（
岡
山
県
統
計
年
報
）』
大
正
一
二
年
、
一
九
二
五
年
、
三
六
九
頁
。
こ
こ
で
は
、
同
年
度
に
お
け
る
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
免
許
状
の
取
得
を
目
的
と
し
た
小
学
校
教
員
試
験
検
定
お
よ
び
無
試
験
検
定
全
体
の
合
格
率
を
示
し
て
い
る
。 
３
７ 
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
は
、「
高
等
女
学
校
四
ケ
年
の
課
程
を
卒
業
せ
る
も
の
一
学
級
四
十
名
を
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入
学
せ
し
む
る
こ
と
ゝ
し
、師
範
学
校
本
科
第
二
部
程
度
の
も
の
に
て
、一
ケ
年
に
て
卒
業
せ
し
む
る（『
山
陽
新
報
』
一
九
二
五
年
二
月
一
二
日
）」
も
の
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。 
３
８ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
二
八
年
二
月
三
日
。 
３
９ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
二
八
年
二
月
八
日
。 
４
０ 
『
山
陽
新
報
』
一
九
二
八
年
二
月
一
三
日
。 
４
１ 
「
昭
和
金
融
恐
慌
」
と
は
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
三
月
に
発
生
し
た
経
済
恐
慌
を
さ
す
。
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
経
済
的
膨
張
に
加
え
、
戦
後
恐
慌
、
関
東
大
震
災
の
打
撃
を
イ
ン
フ
レ
政
策
で
お
さ
え
て
き
た
矛
盾
が
、
震
災
手
形
処
理
問
題
を
契
機
に
爆
発
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
全
国
銀
行
の
休
業
、
支
払
猶
予
、
日
銀
非
常
貸
出
し
で
五
月
に
は
終
息
し
た
。 
４
２ 
前
掲
註
４
０
、『
山
陽
新
報
』
一
九
二
八
年
二
月
一
三
日
。 
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終
章 
 
本
研
究
は
、
一
九
〇
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
の
岡
山
県
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
実
相
に
迫
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
先
行
研
究
が
ほ
と
ん
ど
顧
み
る
こ
と
の
な
か
っ
た
私
立
学
校
に
よ
る
小
学
校
教
員
養
成
事
業
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
小
学
校
教
員
養
成
史
＝
師
範
学
校
史
と
い
う
研
究
上
の
枠
組
み
か
ら
脱
却
し
、
戦
前
日
本
に
お
け
る
師
範
学
校
以
外
の
小
学
校
教
員
養
成
ル
ー
ト
の
解
明
に
新
た
な
知
見
を
加
え
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
本
章
で
は
、
改
め
て
全
体
を
総
括
し
、
今
後
の
課
題
を
展
望
し
た
い
。 
 
（
一
）
要
約 
 
本
研
究
は
、
岡
山
県
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
実
相
を
設
置
数
の
推
移
に
応
じ
て
五
つ
の
時
期
に
分
け
、
各
章
に
お
い
て
論
じ
た
。 
 
第
一
章 
四
年
制
義
務
教
育
制
度
成
立
時
（
主
に
一
九
〇
一
年
度
か
ら
一
九
〇
三
年
度
ま
で
） 
第
二
章 
日
露
戦
争
時
（
主
に
一
九
〇
四
年
度
か
ら
一
九
〇
七
年
度
ま
で
） 
第
三
章 
「
師
範
学
校
規
程
」
制
定
時
（
主
に
一
九
〇
八
年
度
か
ら
一
九
一
二
年
度
ま
で
） 
第
四
章 
大
正
期
（
主
に
一
九
一
三
年
度
か
ら
一
九
二
二
年
度
ま
で
） 
第
五
章 
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
（
主
に
一
九
二
三
年
度
か
ら
一
九
三
一
年
度
ま
で
） 
  
こ
れ
を
ふ
ま
え
、
ま
ず
各
章
を
要
約
し
て
お
こ
う
。
第
一
章
は
、
四
年
制
義
務
教
育
制
度
成
立
時
、
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
に
準
じ
創
設
さ
れ
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
実
相
に
迫
っ
た
。
ま
ず
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
創
設
ま
で
の
経
緯
と
設
置
状
況
、
な
ら
び
に
県
下
教
員
養
成
に
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
述
べ
た
。
四
年
制
義
務
教
育
制
度
成
立
時
の
岡
山
県
は
、
師
範
学
校
に
よ
っ
て
も
解
決
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
教
員
不
足
に
苦
慮
し
て
い
た
。そ
こ
で
、「
郡
市
立
准
教
員
養
成
所
ニ
関
ス
ル
規
程
」を
制
定
し
、
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
を
認
め
た
。
し
か
し
、
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
岡
山
県
の
期
待
ほ
ど
に
は
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
同
県
は
、「
郡
市
立
准
教
員
養
成
所
ニ
関
ス
ル
規
程
」
を
準
用
し
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
を
認
め
た
。
そ
う
し
て
創
設
さ
れ
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
五
校
に
の
ぼ
り
、
県
下
尋
常
小
学
校
准
教
員
の
主
た
る
供
給
源
に
な
っ
た
。 
 
つ
ぎ
に
、
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
に
準
じ
創
設
さ
れ
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
実
相
に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
、
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
興
譲
館
中
学
校
は
、
明
治
以
前
か
ら
存
続
し
、
す
で
に
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
機
関
と
し
て
位
置
づ
い
て
い
た
。
し
か
し
、
当
該
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期
に
お
い
て
は
、
財
政
難
に
苦
し
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
、
経
営
改
善
を
め
ざ
し
、
小
学
校
教
員
養
成
所
を
設
置
し
た
。
そ
う
し
て
設
置
さ
れ
た
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
は
中
学
校
の
経
営
に
資
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
所
在
地
で
あ
る
後
月
郡
に
お
け
る
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
役
割
も
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
同
養
成
所
へ
の
入
学
者
は
、
主
に
後
月
郡
在
住
で
、
一
〇
代
後
半
の
高
等
小
学
校
卒
業
生
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
不
在
の
近
隣
県
郡
か
ら
の
入
学
者
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
興
譲
館
中
学
教
員
養
成
所
は
、「
郡
市
立
准
教
員
養
成
所
ニ
関
ス
ル
規
程
」
に
準
ず
る
養
成
内
容
を
定
め
た
。
そ
の
う
え
で
、
中
学
校
教
員
が
、
小
学
校
教
員
養
成
所
教
員
を
兼
ね
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
卒
業
生
の
う
ち
成
績
優
良
者
に
は
、
無
試
験
検
定
受
検
の
資
格
が
付
与
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
同
養
成
所
卒
業
生
は
、
小
学
校
教
員
検
定
に
好
成
績
を
お
さ
め
た
。 
 
第
二
章
は
、
日
露
戦
争
時
、
師
範
学
校
講
習
科
の
休
止
を
補
完
す
る
た
め
に
増
加
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
実
相
に
迫
っ
た
。
ま
ず
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
小
学
校
教
員
養
成
所
制
度
に
正
式
な
位
置
を
占
め
る
ま
で
の
経
緯
と
設
置
状
況
、
な
ら
び
に
県
下
教
員
養
成
に
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
述
べ
た
。
日
露
戦
争
時
の
岡
山
県
は
、
緊
縮
財
政
の
影
響
を
受
け
、
講
習
科
の
休
止
な
ど
、
師
範
学
校
の
規
模
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
を
制
定
し
、
既
設
の
教
員
養
成
機
関
で
あ
っ
た
小
学
校
教
員
養
成
所
を
拡
充
す
る
こ
と
で
、
教
員
不
足
の
解
決
を
め
ざ
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
に
準
じ
存
続
し
て
い
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
を
正
式
に
認
め
た
。
そ
う
し
た
私
立
学
校
の
小
学
校
教
員
養
成
事
業
へ
の
参
入
は
、
岡
山
県
会
に
お
い
て
隆
盛
を
誇
っ
た
国
民
党
が
主
導
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
制
定
後
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
一
三
校
に
ま
で
増
加
し
た
。
そ
れ
は
、
財
政
難
に
苦
し
む
私
立
学
校
が
講
習
科
の
休
止
に
み
ら
れ
る
師
範
学
校
の
規
模
縮
小
に
経
営
的
活
路
を
見
い
出
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
設
置
さ
れ
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
県
下
尋
常
小
学
校
正
准
教
員
の
養
成
を
独
占
し
、
講
習
科
の
休
止
を
補
完
し
た
。
ま
た
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
養
成
も
独
占
し
た
。 
 
つ
ぎ
に
、師
範
学
校
講
習
科
の
休
止
を
補
完
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
実
相
に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
、
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
岡
山
実
科
女
学
校
は
、「
実
地
有
用
ノ
女
子
ヲ
造
ラ
ン
」
こ
と
を
教
育
の
趣
旨
と
し
て
開
校
し
た
。
し
か
し
、
開
校
当
初
か
ら
、
そ
の
経
営
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
岡
山
実
科
女
学
校
は
経
営
改
善
を
目
的
と
し
て
、
小
学
校
教
員
養
成
所
を
設
置
し
た
。
そ
う
し
て
設
置
さ
れ
た
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
は
、
女
子
師
範
学
校
を
凌
ぐ
大
規
模
な
教
員
養
成
を
行
い
、
女
学
校
の
経
営
に
貢
献
し
た
。
そ
し
て
、
開
校
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
裁
縫
教
育
を
重
視
し
、
本
科
正
教
員
の
み
な
ら
ず
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
養
成
に
も
成
果
を
あ
げ
た
。 
 
第
三
章
は
、「
師
範
学
校
規
程
」
制
定
時
、
女
子
師
範
学
校
裁
縫
講
習
科
の
欠
を
補
完
し
た
私
設
小
学
校
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教
員
養
成
所
の
実
相
に
迫
っ
た
。
ま
ず
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
状
況
と
県
下
教
員
養
成
に
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
述
べ
た
。
岡
山
県
は
、
六
年
制
義
務
教
育
制
度
の
実
施
に
伴
い
制
定
さ
れ
た
「
師
範
学
校
規
程
」
を
受
け
、
師
範
学
校
規
則
を
全
面
的
に
改
正
し
た
。
こ
れ
と
と
も
に
、「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
を
改
め
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
淘
汰
を
め
ざ
し
た
。
そ
の
結
果
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
岡
山
県
の
目
論
み
ど
お
り
に
淘
汰
さ
れ
た
。
ま
た
、
師
範
学
校
の
充
実
に
つ
れ
、
実
質
的
に
八
校
に
ま
で
減
少
し
た
。
そ
し
て
、
ほ
ぼ
尋
常
小
学
校
准
教
員
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
を
養
成
す
る
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
県
下
教
員
養
成
に
果
た
し
た
役
割
を
低
下
さ
せ
た
。
し
か
し
、
師
範
学
校
制
度
が
整
備
さ
れ
た
と
は
い
え
、
専
科
教
員
の
養
成
は
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
欠
を
補
完
す
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
現
出
し
た
。 
 
つ
ぎ
に
、
そ
う
し
た
女
子
師
範
学
校
裁
縫
講
習
科
の
欠
を
補
完
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
実
相
に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
、
前
章
と
同
様
、
岡
山
実
科
女
学
校
教
員
養
成
所
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
同
養
成
所
は
、
依
然
と
し
て
女
学
校
の
経
営
に
重
要
な
位
置
を
占
め
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
養
成
教
員
種
を
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
に
限
定
し
な
が
ら
も
存
続
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
養
成
に
立
ち
遅
れ
た
女
子
師
範
学
校
を
補
完
し
た
。
そ
し
て
、「
小
学
校
教
員
養
成
所
規
程
」
を
順
守
し
つ
つ
、
開
校
の
趣
旨
に
基
づ
い
た
独
自
の
養
成
内
容
に
よ
り
、
女
学
校
教
員
が
兼
務
の
う
え
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
養
成
を
担
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
卒
業
生
の
う
ち
成
績
優
良
者
に
は
、
臨
時
試
験
検
定
受
検
の
資
格
が
付
与
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
同
養
成
所
卒
業
生
は
、
一
般
受
検
生
を
上
回
る
合
格
率
を
あ
げ
た
。 
 
第
四
章
は
、
大
正
期
、
師
範
学
校
予
備
科
の
休
止
を
補
完
す
る
た
め
に
増
加
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
と
そ
の
撤
退
の
実
相
に
迫
っ
た
。
当
該
期
に
お
い
て
は
、
第
一
次
大
戦
に
前
後
し
て
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
増
減
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
を
境
と
し
て
、
当
該
期
を
大
正
前
期
と
大
正
後
期
に
分
け
た
。 
 
は
じ
め
に
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
増
加
し
た
大
正
前
期
を
対
象
と
し
た
。
ま
ず
、
三
大
臣
訓
令
に
よ
り
規
模
を
縮
小
し
た
師
範
学
校
の
様
相
に
つ
い
て
述
べ
た
。岡
山
県
は
、同
訓
令
が
発
せ
ら
れ
る
と
、
緊
縮
予
算
の
編
成
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
影
響
を
も
っ
と
も
受
け
た
の
は
、
師
範
学
校
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
師
範
学
校
予
備
科
お
よ
び
女
子
師
範
学
校
本
科
第
一
部
が
休
止
を
迫
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
予
備
科
の
休
止
は
、
師
範
学
校
が
入
学
者
の
供
給
を
予
備
科
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
早
急
に
そ
の
補
完
が
求
め
ら
れ
た
。 
 
つ
ぎ
に
、
予
備
科
の
休
止
を
補
完
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
述
べ
た
。
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
師
範
学
校
制
度
の
整
備
に
伴
い
、
明
治
末
期
に
は
実
質
的
に
四
校
に
ま
で
減
少
し
て
い
た
。
し
か
し
、
師
範
学
校
の
規
模
縮
小
を
機
と
し
て
新
設
が
相
つ
ぎ
、
一
〇
校
に
ま
で
増
加
し
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た
。
そ
う
し
た
新
設
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
多
く
は
、
尋
常
小
学
校
准
教
員
の
養
成
を
と
お
し
、
予
備
科
の
休
止
を
補
完
し
た
。 
 
そ
し
て
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
師
範
学
校
入
学
試
験
に
お
け
る
成
果
に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
、
養
浩
教
員
養
成
所
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
同
養
成
所
は
、
中
等
程
度
の
学
校
に
付
設
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
脆
弱
な
経
営
基
盤
の
う
え
に
置
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
施
設
、
設
備
の
整
備
や
教
員
の
配
置
に
困
難
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
卒
業
生
は
、
師
範
学
校
入
学
試
験
に
好
成
績
を
あ
げ
た
。 
 
つ
ぎ
に
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
減
少
し
た
大
正
後
期
を
対
象
と
し
た
。
ま
ず
、「
大
戦
景
気
」
に
伴
う
「
小
学
校
教
員
離
れ
」
が
岡
山
県
に
お
け
る
教
員
の
需
給
状
況
、
な
ら
び
に
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置
状
況
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
述
べ
た
。
第
一
次
大
戦
に
伴
う
物
価
高
騰
が
、「
小
学
校
教
員
離
れ
」
を
引
き
起
こ
し
た
。
そ
う
し
た
影
響
は
、
岡
山
県
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
、
教
員
充
足
率
の
低
下
を
招
い
た
。
ま
た
、
そ
の
影
響
は
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
に
も
お
よ
ん
だ
。
そ
の
た
め
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
三
校
に
ま
で
減
少
し
た
。
し
か
し
、
小
学
校
裁
縫
専
科
正
教
員
の
養
成
を
目
的
と
す
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
そ
う
し
た
存
続
の
危
機
を
回
避
し
た
。
そ
の
う
ち
、
郡
部
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
入
学
者
の
う
ち
に
「
小
学
校
教
員
離
れ
」
の
影
響
を
受
け
に
く
い
者
、
す
な
わ
ち
か
な
ら
ず
し
も
教
職
を
志
願
し
な
い
者
を
集
め
る
こ
と
で
、
存
続
の
危
機
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
つ
ぎ
に
、
中
等
教
員
試
験
検
定
受
検
資
格
認
定
学
校
と
し
て
存
続
し
た
市
部
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
養
成
所
の
実
相
に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
、
佐
藤
和
洋
裁
縫
女
学
校
教
員
養
成
所
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
同
養
成
所
は
、「
小
学
校
教
員
離
れ
」
の
な
か
で
も
、
中
等
教
員
試
験
検
定
受
検
資
格
認
定
学
校
に
な
る
こ
と
で
入
学
者
を
集
め
、
存
続
の
危
機
を
回
避
し
た
。
で
は
、
同
養
成
所
は
、
い
か
な
る
教
員
養
成
を
行
っ
た
の
か
。そ
の
最
た
る
特
徴
は
、中
等
教
員
試
験
検
定
受
検
資
格
認
定
学
校
卒
業
生
と
し
て
、
同
養
成
所
卒
業
生
に
無
試
験
検
定
受
検
の
資
格
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
同
養
成
所
卒
業
生
は
一
般
受
検
生
は
も
と
よ
り
、
郡
部
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
卒
業
生
と
比
べ
て
も
、
小
学
校
教
員
検
定
に
好
成
績
を
お
さ
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
第
五
章
は
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
師
範
学
校
講
習
科
の
休
廃
止
を
補
完
す
る
た
め
に
増
加
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
と
そ
の
終
焉
の
実
相
に
迫
っ
た
。
ま
ず
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
終
焉
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
た
。「
大
戦
景
気
」
が
終
息
す
る
と
、
一
転
「
戦
後
恐
慌
」
が
発
生
し
、
教
員
志
願
者
が
増
加
し
た
。
そ
れ
を
背
景
と
し
て
、
師
範
学
校
は
規
模
を
拡
大
し
、
教
員
充
足
率
も
上
昇
軌
道
に
乗
っ
た
。
で
は
、
そ
れ
に
際
し
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
た
の
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か
。
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
師
範
学
校
講
習
科
の
休
廃
止
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
九
校
に
ま
で
増
加
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
教
員
充
足
率
が
上
昇
す
る
過
程
に
お
い
て
生
じ
た
そ
の
地
域
間
格
差
の
解
決
を
め
ざ
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
期
に
入
り
、
正
教
員
の
充
足
が
見
込
ま
れ
る
と
、
師
範
学
校
卒
業
生
さ
え
も
供
給
過
剰
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
岡
山
県
は
、
す
べ
て
の
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
廃
止
を
決
し
た
。 
 
つ
ぎ
に
、
師
範
学
校
講
習
科
の
休
廃
止
を
補
完
し
た
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
実
相
に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
、
有
漢
教
員
養
成
所
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
同
養
成
所
は
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
を
設
置
し
、女
子
師
範
学
校
乙
種
講
習
科
の
担
っ
て
い
た
簡
便
な
教
員
養
成
を
引
き
継
い
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
町
村
の
経
済
状
態
に
応
じ
た
安
価
な
教
員
を
供
給
し
、
教
員
充
足
率
の
地
域
間
格
差
の
解
決
を
め
ざ
し
た
。
そ
う
し
た
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
は
、
入
学
者
を
高
等
女
学
校
卒
業
程
度
の
者
に
限
定
し
た
。
高
等
女
学
校
卒
業
程
度
の
者
は
、
そ
の
学
習
歴
に
照
ら
し
、
短
期
間
に
よ
る
養
成
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
う
ち
の
成
績
優
良
者
に
は
、
無
試
験
検
定
受
検
の
資
格
が
付
与
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
部
卒
業
生
は
、
小
学
校
教
員
検
定
に
好
成
績
を
お
さ
め
た
。
と
こ
ろ
で
、
大
正
末
期
、
教
員
充
足
率
が
上
昇
軌
道
に
乗
る
と
、
同
部
は
規
模
を
縮
小
し
た
。
し
か
し
、そ
の
設
置
を
機
と
し
た
教
育
費
の
膨
張
は
、規
模
縮
小
後
も
有
漢
教
員
養
成
所
の
経
営
を
圧
迫
し
た
。
そ
の
た
め
、
同
養
成
所
は
、
教
育
費
負
担
に
耐
え
か
ね
、
他
の
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
に
さ
き
立
ち
廃
止
さ
れ
た
。 
 
以
上
の
よ
う
に
岡
山
県
に
お
け
る
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
は
、
一
九
〇
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
県
下
教
員
養
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
戦
前
の
同
県
に
お
け
る
小
学
校
教
育
は
、
そ
の
存
在
な
く
し
て
は
立
ち
ゆ
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
に
は
、
私
立
学
校
ゆ
え
の
限
界
も
認
め
ら
れ
た
。
第
一
次
大
戦
後
に
発
生
し
た
「
大
戦
景
気
」
に
伴
う
「
小
学
校
教
員
離
れ
」
に
際
し
、
教
員
充
足
率
が
低
下
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
営
的
判
断
か
ら
で
あ
ろ
う
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
多
く
が
撤
退
し
た
こ
と
は
、
そ
の
象
徴
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。 
 
た
だ
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
の
県
下
教
員
養
成
に
果
た
し
た
役
割
を
過
小
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
岡
山
県
は
、
戦
前
を
と
お
し
、
男
女
師
範
学
校
を
そ
れ
ぞ
れ
一
校
設
置
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
た
と
え
ば
前
述
の
よ
う
に
岡
山
県
と
尋
常
小
学
校
本
科
正
教
員
の
需
要
が
同
程
度
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
京
都
府
も
、
同
様
に
男
女
師
範
学
校
を
そ
れ
ぞ
れ
一
校
設
置
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
し
か
し
、
府
教
育
会
が
、
そ
れ
を
補
完
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
１
。
一
方
、
岡
山
県
に
お
い
て
、
県
教
育
会
に
よ
る
教
員
養
成
は
活
発
で
は
な
か
っ
た
２
。
こ
れ
に
照
ら
せ
ば
、
他
に
め
ぼ
し
い
教
員
養
成
機
関
が
な
か
っ
た
同
県
に
お
い
て
、私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。 
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そ
し
て
、
そ
の
う
ち
に
は
、
戦
後
私
立
大
学
と
な
り
、
現
在
も
小
学
校
教
員
の
養
成
を
行
っ
て
い
る
私
立
学
校
も
あ
る
。
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
付
設
し
た
中
等
程
度
の
私
立
学
校
の
う
ち
、
た
と
え
ば
私
立
岡
山
実
科
女
学
校
は
就
実
大
学
、
私
立
清
心
高
等
女
学
校
は
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
、
私
立
津
山
高
等
裁
縫
学
校
は
美
作
大
学
と
な
り
、戦
後
も
小
学
校
教
員
の
養
成
を
行
っ
て
い
る
。学
界
の
通
説
は
、
私
立
大
学
に
よ
る
教
員
養
成
は
戦
後
教
員
養
成
の
二
大
原
則
、
す
な
わ
ち
「
開
放
制
の
教
員
養
成
」
の
原
則
と
「
大
学
に
お
け
る
教
員
養
成
」
の
原
則
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
萌
芽
は
、
す
で
に
戦
前
か
ら
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 
 
（
二
）
今
後
の
課
題
と
展
望 
 
最
後
に
、
今
後
の
課
題
を
展
望
し
て
お
こ
う
。
岡
山
県
を
対
象
と
し
た
小
学
校
教
員
養
成
史
研
究
は
、
前
述
の
よ
う
に
蓄
積
が
進
ん
で
い
な
い
。
戦
前
を
対
象
期
間
と
す
る
岡
山
県
教
育
史
刊
行
会
編
『
岡
山
県
教
育
史
』
下
巻
（
一
九
六
一
年
）
は
、
刊
行
以
来
、
す
で
に
五
〇
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
。
師
範
学
校
史
に
か
ぎ
っ
て
も
、
岡
山
大
学
創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業
委
員
会
記
念
誌
編
纂
専
門
委
員
会
編
『
岡
山
大
学
五
〇
年
小
史
』（
岡
山
大
学
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
が
、
わ
ず
か
な
頁
を
割
い
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
史
料
不
足
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
本
研
究
も
、
史
料
不
足
に
悩
ま
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
重
要
で
あ
り
な
が
ら
、
い
く
つ
も
の
未
解
明
の
課
題
を
残
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
私
立
学
校
が
内
部
に
お
け
る
い
か
な
る
議
論
に
よ
り
、
小
学
校
教
員
養
成
事
業
へ
の
参
入
を
決
し
た
の
か
。
ま
た
、
岡
山
県
が
い
か
な
る
経
緯
や
根
拠
に
よ
り
、
そ
れ
を
認
め
た
の
か
。
そ
れ
に
際
し
、
岡
山
県
会
で
は
、
い
か
な
る
議
論
が
展
開
さ
れ
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
は
、
推
論
を
重
ね
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
加
島
大
輔
３
が
指
摘
す
る
よ
う
な
「
師
範
学
校
に
お
け
る
小
学
校
教
員
養
成
制
度
」
の
原
則
、
す
な
わ
ち
「
師
範
学
校
が
小
学
校
本
科
正
教
員
養
成
の
唯
一
の
正
統
な
機
関
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
」、「
師
範
学
校
が
す
べ
て
公
立
す
な
わ
ち
道
府
県
立
に
限
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
」
と
も
関
連
し
、
私
立
学
校
に
よ
る
小
学
校
教
員
養
成
事
業
を
み
る
う
え
で
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。 
 
ま
た
、
こ
れ
と
関
連
し
て
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
や
そ
の
在
学
生
が
師
範
学
校
（
講
習
科
）、
あ
る
い
は
公
設
小
学
校
教
員
養
成
所
と
い
っ
た
公
立
の
教
員
養
成
機
関
、
ま
た
そ
の
在
学
生
と
比
較
し
、
い
か
な
る
処
遇
を
受
け
た
の
か
も
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
同
一
で
あ
っ
た
の
か
。
あ
る
い
は
、
私
学
ゆ
え
に
、
制
限
や
制
約
を
甘
受
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
か
。 
 
さ
ら
に
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
卒
業
生
が
、
右
の
よ
う
な
養
成
機
関
の
卒
業
生
と
比
べ
、
教
員
社
会
に
い
か
な
る
位
置
を
占
め
た
の
か
。
ま
た
、
い
か
な
る
教
員
人
生
を
送
っ
た
の
か
も
未
解
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
同
一
で
あ
っ
た
の
か
。
あ
る
い
は
、
私
学
出
身
者
ゆ
え
に
、
冷
遇
を
受
け
ざ
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る
を
得
な
か
っ
た
の
か
。 
 
以
上
は
、
本
研
究
が
残
し
た
未
解
明
の
課
題
の
い
く
つ
か
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
他
に
も
、
私
設
小
学
校
教
員
養
成
所
が
女
子
に
広
く
門
戸
を
開
い
た
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
そ
の
女
子
教
育
に
果
た
し
た
役
割
も
検
討
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
解
明
に
努
め
、
私
立
学
校
に
よ
る
小
学
校
教
員
養
成
事
業
の
さ
ら
な
る
実
相
に
迫
り
た
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
、
小
学
校
教
員
養
成
史
＝
師
範
学
校
史
と
い
っ
た
研
究
上
の
枠
組
み
か
ら
脱
却
し
、
戦
前
日
本
に
お
け
る
師
範
学
校
以
外
の
小
学
校
教
員
養
成
ル
ー
ト
の
解
明
に
新
た
な
知
見
を
加
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。 
 
註 
 
１ 
京
都
府
教
育
会
に
よ
る
小
学
校
教
員
養
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
梶
山
雅
史
「
京
都
府
教
育
会
の
教
員
養
成
事
業
」（
本
山
幸
彦
編
『
京
都
府
会
と
教
育
政
策
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
〇
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 
２ 
岡
山
県
教
育
会
編
『
岡
山
県
教
育
会
五
〇
年
史
』（
一
九
三
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
岡
山
県
教
育
会
に
よ
る
小
学
校
教
員
の
養
成
を
目
的
と
し
た
講
習
会
は
、
年
に
数
回
、
数
日
程
度
開
催
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
岡
山
県
に
よ
る
臨
時
小
学
校
教
員
養
成
講
習
は
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
二
月
か
ら
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
八
月
ま
で
開
催
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。 
３ 
「
師
範
学
校
に
お
け
る
小
学
校
教
員
養
成
制
度
」
の
原
則
に
つ
い
て
は
、
加
島
大
輔
「
明
治
三
〇
年
代
に
お
け
る
小
学
校
教
員
養
成
制
度
構
想
―
―
師
範
教
育
令
改
正
作
業
と
教
員
養
成
制
度
の
原
則
を
め
ぐ
る
動
向
―
―
」（『
愛
知
大
学
教
職
課
程
研
究
年
報
』
創
刊
号
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。 
